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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　煌こう々こうと輝かがやく満月の光が、岩だらけの荒こう野やを淡あわく銀色に染めていた。


　満天の星空も幾いく分ぶん、ぼやけて見える。


　身を切るような寒風が吹ふき荒すさぶなか、ひとりの若者が三人の異形の者に取り囲まれていた。


　若者は静かに立ったまま、視線を巡めぐらせている。異形の者たちは細かな相そう違いはあるものの、それぞれ長大な二角を生やしており、口は大きく裂さけ、血走った目が吊つり上がっている。三人はそろいの黒装束を身に着けていた。


　彼らが夜や叉しや鬼きだということは、容易に推察できた。


　外げ道どうに落ちた武ぶ使しがなる戦鬼である。


「貴様が、噂うわさの〝鬼おに斬ぎり〟か？」


　夜叉鬼のひとりが、若者に声をかけてきた。


「なんと噂されているかは知らぬ……」


　若者は涼すずしげな声で答えると、名乗りをあげる。


「わたしの名は、トウイ。近この衛え北ほく斗と流りゆうを使う。修しゆ行ぎようのため、この地に推参した」


「近衛……」


　夜叉鬼たちが互たがいに視線を走らせるのが見えた。


　彼らは鬼き道どう衆しゆうのなかでも最強と謳うたわれる〝夜叉衆〟という一党を組んでいることを、トウイは知っていた。


　だが、夜叉衆筆頭と名乗った鬼は、神しん域いきへ討うち入ってきたとき、スズリという名の美しい女武使が討ち取っている。他ほかにも九人の鬼の骸むくろが確かく認にんされており、そろいの装束から夜叉衆だと推測されていた。ここにいる夜叉鬼らは、その残党であろう。


　だからといって、侮あなどることはできない。神域で戦ったときは結界に阻はばまれ、彼らは鬼の姿に変化することすらできなかったのだ。しかも、人数も近衛のほうがはるかに多かった。それにもかかわらず、近この衛え神しん明めい流りゆうの当主ツツイ、近この衛え奇き巌がん流りゆうの当主サエキらをはじめとし、大勢の近衛の武使が命を落としている。


　鬼とは、それほどに強い。


　なかでも、童どう子じと呼ばれていた子供の姿をした戦鬼は、まさに恐おそるべき敵だった。


　トウイは神明流の使い手ヒエンとふたりがかりで挑いどんだが、長い戦いの末、最後には不覚を取り、敗れてしまった。


　トウイは自らの未熟を恥はじ、近衛北斗流の当主の地位を返上し、この東とう荒こうの地へとやってきたのである。


　鬼と戦うためだった。


　鬼き神しん石せきに近いここ東荒の地では、神域とは異なり鬼は存分に力を発揮できる。厳しい状じよう況きように身を置くことで、自らを鍛きたえなおすつもりだった。


　すでに何十という鬼を斬きってきている。それゆえ、鬼道衆のあいだに〝鬼斬り〟の名が広まっていたのであろう。


　そして噂を聞きつけ、夜叉鬼どもが、やってきたということだ。


　三人の鬼どもが近づいてくる気配は察したが、トウイは逃にげようとは思わなかった。むしろ、この場所へと自ら足を運んで、彼らとの対決を選んだ。


「我らが来たかぎりは、貴様の命もこれまでだ……」


　夜叉鬼はそう言うと、それぞれ左右の手に太刀たちを構える。二刀を振ふるうだけの膂りよ力りよくがあるということだ。


　トウイは刀の柄つかに手をかける。


　この刃やいばひとつで、鬼たちが繰くりだす六つの刃と対決しなければならないのだ。


　トウイの脳のう裏りに、ふとヒエンの顔がよぎる。


（あいつなら、容易たやすく受けるかもしれぬな）


　礼れい儀ぎをわきまえず、その言動はあまりにも軽けい薄はく。顔もどことなく間が抜ぬけている。しかし、小こ太刀だちの二刀を構えた瞬しゆん間かん、あの若者は一変する。


　童子の凄すさまじい攻せめをことごとく受け、最後まで崩くずれることがなかった。


　神明流の流りゆう儀ぎである〝総そう受じゆ一いつ攻こう〟を、まさに体現していた。


　歴代の近衛で最強と謳われた剣けん聖せいクオンが、その神明流の使い手であった。そしてヒエンはクオンの一子であり、父から神明流を直伝されている。


（あの童子という鬼もまた、神明流を使った……）


　ヒエンが童子の攻めを受けているあいだに、トウイは童子を斬らねばならなかった。


　だが、できなかった。


　童子は黒い刃の一刀を操あやつり、こちらの刃が届いたと思った瞬間、刃を合わせてくるのだ。攻め続けているのに、崩されていたのはトウイのほうであった。そして最後には神明流奥義〝不ふ動どう〟にて、惨みじめに無力化された。


　今の近衛において、神明流は決して主流ではない。


　他の流派の稽けい古こ台にすぎず、影かげでは嚙かませ犬とさえ囁ささやかれていた。皇こう帝ていを確実視されていた剣聖クオンが執しつ政せい家の妖よう精せい姫きセラに魅み入いられ出しゆつ奔ぽんしたことに対する悪評も根強い。


　しかし、神明流こそが、やはり最強の流派なのかもしれなかった。


　童子が使った謎なぞの術をヒエンが完全ではないにせよ受けていなければ、トウイは間ま違ちがいなく命を失っていただろう。そして童子は近衛最強の武術と信じられてきた〝光こう刃じん〟を、やはり完全ではなかったが、受けたという。


　現皇帝タイガの強さは絶対のものと、トウイは信じている。そして、その偉い大だいなる皇帝の跡あとを継つぐべく、厳しい修行を課してきた。


　近この衛え北ほく斗と流りゆうの当主の地位こそ返上したが、その道を捨てたわけではない。童どう子じを倒たおし、ヒエンとは尋じん常じようの仕合にて決着をつけ、道を極める覚かく悟ごであった。


（その歩みを、このようなところで止めるわけにはゆかぬ）


　トウイは熱くなりかけていた心を静めてゆく。


　北斗流〝明めい鏡きよう止し水すい〟の極意である。


　心に波風ひとつたてず、鏡のごとくただ見えるままを映す。


「我が流水の太刀で、貴様らに流れる鬼おにの血を一いつ滴てき残らず洗い流してくれよう」


　トウイは夜や叉しや鬼きどもに呼びかけると、佩はい刀とう〝叢むら雨さめ〟を抜いた。


　刃が瞬しゆん時じ、月明かりに輝かがやき、しかしそれはすぐに曇くもる。


　夜よ霧ぎりが刃にまとわりついたのだ。


　黒金で鍛えられた叢雨の刃は、水行の属性を有しており、使い手の気が高まれば、大気や大地に含ふくまれる水を呼び集め、水すい刃じんとなる。それは気によって、自在に操りうるのだ。


　そして北斗流は合理の剣でもある。水が高きから低きに自然に流れるごとく、無む駄だのいっさいない動きで相手を制する。それこそが流水の太刀だ。


「参る……」


　トウイは剣けん先さきを地面すれすれまで下げた。


　切っ先から水が滴したたり、荒こう野やへと沁しみていった。それが呼び水となったかのように、乾かわいていた大地から、水が逆に湧わきあがってゆく。


「近寄れるものならばな」


　正面に立つ夜叉鬼が不敵な笑えみを浮うかべ、右手にもった刀を軽々とひと振りする。


　轟ごう音おんとともに突とつ風ぷうがトウイに襲おそいかかってきた。風刃かと思うほどの威い力りよくであり、間合いを詰つめようとしていたトウイは、出足を完全に止められた。


「そうれ、そうれ……」


　鬼は左右の剣をそれぞれ円を描えがくように振り回す。


　そのたびに風が叩たたきつけてきて、トウイは間合いを詰めることができない。


　しかも、風は三方向から吹ふき寄せていた。他ほかの夜叉たちも、正面の鬼とまったく同じ動きをはじめたのだ。


　回転する六つの刃が、さながら小さな竜たつ巻まきのようである。


　そのひとつにでも巻きこまれれば終わりだった。


　しかし明鏡止水の境地に達しているトウイには刃は、ただ刃でしかない。それが死をもたらすものだという連想は捨てていた。


　トウイは鬼が振り回す刃の軌き道どうを見み極きわめ、間かん隔かくを冷静に測る。


「どうだ、我らが描く死の曼まん荼だ羅らは？　貴様を涅ね槃はんへと旅立たせてくれよう」


　夜叉鬼は勝利を確信したような笑い声を響ひびかせ、じりじりと包囲を狭せばめてきた。


　常人ならば、そのまま為なす術すべもなく、鬼の刃やいばに全身を輪切りにされたであろう。


　しかし、トウイは六つの刃をかいくぐり、鬼どもを倒すためのたったひとつの道筋を見み出いだしていた。


　あとは、それを寸分違たがうことなく、実行するだけである。


　そして、それができるからこそ、トウイは近衛北斗流の当主となりえたのだ。


　足あし下もとの地面からは水が滲にじみだし、さざ波をたてている。


「セアッ！」


　トウイは気合いの声とともに滑った。


　北斗流運うん足そく術じゆつ〝渡わたら瀬せ〟である。


　そして回転するふたつの刃の一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、下段から奥義〝登とう龍りゆう〟を放った。


　切っ先から伸のびた水刃が、夜叉鬼の股またから胸までを易やす々やすと切り裂さく。断だん末まつ魔まをあげる間もなく、青黒い血を噴ふきだしながら、夜叉鬼は二刀を振ふるっていた反動で、身体からだを奇き妙みようにねじらせながら倒れた。


　だが、その瞬しゆん間かんには、トウイはすでにふたりめの夜叉鬼に向かって地面を滑すべっている。


　そして、ふたつの刃の間かん隙げきを突つき、登龍を放った。


　さらにそれをもう一度、繰くり返したとき、立っている夜叉鬼はいなかった。


　トウイひとりが激しく肩かたで息いきをしている。


　三人を相手に術を使いつづけたため、体力、気力とも限界まで疲ひ労ろうしていた。夜叉鬼がもうひとりでもいたら、保もたなかったであろう。


「他の手を見出すか、心技体をさらに鍛きたえるか……」


　トウイは叢雨を鞘さやに収めながら、ひとりごとを漏もらした。


　勝利はしたが、より合理な戦いがあったかもしれない。それを追つい究きゆうし、研けん鑽さんしてゆく先に、無駄のいっさいない理想の武術が完成するはずであった。


「道は長い……」


　そうつぶやいて振り返ったとき、トウイは愕がく然ぜんとなった。


　近くにある岩にひとりの男が、神しん妙みような様子で座していたからだ。


　一瞬、それが本来の岩の形かと思うほどに、男は同化している。だが、月明かりに浮かんでいるのは、金糸、銀糸を織りこんだ派手な色しき彩さいの四し聖せい獣じゆうの模様だった。男が着ている羽織の絵え柄がらである。


「何者だ？」


　いつからそこにいたのか、気配は微み塵じんも感じなかった……


「満月に、天の星々は霞かすんでいたが、地に輝く水すい刃じんの見事さよ。ついつい見とれてしまったわ」


　男は手を叩きながら、きらびやかな羽織をはためかせながら、立ち上がる。


「貴様も……鬼おにか？」


　トウイは収めたばかりの叢むら雨さめの柄つかに手をかけながら、呼びかけた。


　常人が武ぶ使しと鬼との戦いを見物しようとするはずがない。


「鬼かと訊きかれれば婆ば娑さ羅らと言おう。名を問われれば、ザオウと答えよう」


　それが答であった。


「婆娑羅……」


　トウイは低くつぶやいた。


　神代記のなかにも名が記されている鬼である。阿あ修しゆ羅ら、羅ら刹せつらと争鳴した最強の戦鬼のひとりであったはずだ。


「相手にとって不足はない！」


　トウイは一歩、踏ふみ出した。


「貴公とひとさし舞まうのも一興なれど、今は汝なんじが合理の剣けんに感じ入り、その気分にあらず。また、我は西方にて所用あり。貴公が鬼おに斬ぎりを続けるかぎり、いずれまた相見まみえよう」


　婆娑羅鬼はそう言うと、衣服を派手にたなびかせながら、岩から降り立った。


「ではでは、婆娑羅のさらば……」


　戯おどけたように言い残すと、婆娑羅鬼は舞うような足取りで、その場から去ってゆく。


　トウイは無言のまま、それを見送った。


　夜や叉しや鬼きとの戦いで消しよう耗もうしているし、婆娑羅鬼からは邪じや気きも闘気も感じなかったからだ。


（西方に所用があると言っていたか……）


　西といえば、帝てい都とシスイの方向である。


（また、神しん域いきに討うち入るつもりではあるまいな）


　トウイはかすかな胸むな騒さわぎを覚えた。


「追うか？」


　そう自らに問いかける。


　答はすぐ出た。


　そして、近この衛え北ほく斗と流りゆう前当主は、西へ向かって東とう荒こうの荒こう野やを歩きだしたのである。
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　新しい年を迎むかえ、帝てい都とシスイの街は賑にぎわっていた。


　各所の神社は初はつ詣もうでの参拝客で混雑し、参道には露ろ店てんが並んでいる。よく晴れた日で、早朝はひどく冷え込んだが、人々の熱気で霜しもも溶とけ、水すい滴てきとなって輝かがやいていた。


　ユウキ家の別べつ邸てい〝東の離り宮きゆう〟は、東の大路をわずかに西に入ったところにある。高い塀へいで囲まれた広い敷しき地ちには立派な庭が造られていたが、ここ十年ほどは空き家同然で、塀は薄うす汚よごれ、庭も荒あれ放ほう題だいになっている。


　聖せい都とナユタから昨日、シスイに帰ってきたヒエンは、船宿で一いつ泊ぱくしたあと、朝早くこの離宮を訪ねた。


　母セラに無事、帰ってきた報告と新年の挨あい拶さつをするためである。


　しかし──


　ヒエンは今、客間の一室でふかく腕うで組ぐみをしていた。


　彼に向かって、ふたりの少年が平へい伏ふくしている。


　ひとりは近この衛え応おう仁じん流りゆうの使い手アリマ。


　もうひとりは、ユウキ家御お家いえ流りゆうである真しん影えい流りゆうの武ぶ使しヤハギ。


「おまえたちに頭を下げられてもな……」


　ヒエンはため息をついた。


　五日前の夜、このユウキ家の別邸に、ヤクシと名乗るいにしえの妖よう精せいが忽こつ然ぜんと姿を現したというのだ。


　そしてヒエンの母セラを、何処どこかへ連れ去ったのである。


　セラの護衛であり、監かん視し役でもあるふたりは抵てい抗こうしたが、蝶ちようの姿をした小妖の妖よう術じゆつにかかり、不覚をとったという。


　事情を聞くかぎり、ふたりに落ち度はない。しかし、セラの護衛と監視の役目は、可哀かわい想そうだが、失敗したというしかないだろう。


「妖精はセラを迎えにきたと言い、セラも自分からついていったんだな？　だったら、当面、身の心配をすることはない。むしろ問題なのは、妖精の王国が復興しつつあるってことのほうだ……」


　予想もしなかった事態であった。


「近衛も、それを危き惧ぐすると思います。千年前の人妖戦争が、ふたたび起こるやもしれませんゆえ。しかも、今は人と人とが争う時代であり、鬼おにどもの勢いも強くなっております」


　アリマが苦しげにうなずく。


「まったく、ややこしいことになりそうだぜ……」


　ヒエンは思わず天を仰あおいだ。


「とにかく、あんなのでもオレの母親だからな。なんとか捜さがしだして、連れ帰らねぇと」


　とことん世話をかけてくれるぜ、と心のなかでこぼす。


「ぜひ、わたしたちにもセラ様を捜すお手伝いを！」


　アリマが勢いこんで言い、ヤハギが無言でうなずいた。


「おおっ？」


　ヒエンは驚おどろいた。


　予想もしていなかった申し出であったし、ふたりの表情は真しん剣けんそのものである。


「気持ちは嬉うれしいが、おまえたちはまだ修しゆ行ぎよう中の身だ。余計な回り道をすることはねぇ。本来の居場所に帰るんだな」


　ヒエンはふたりを諭さとすように言った。


「このまま、おめおめと帰れません。役目を果たせなかった責任は無論、負います。ですが、それはセラ様を連れ帰るため、最大限の努力を果たしてからです！」


　アリマが真しん摯しな目でヒエンを見つめてくる。


「まさか、近衛や執しつ政せい家には、このことを知らせてないのか？」


　ヒエンは驚いた。


　役目を失敗したことより、報告を遅おくらせていることのほうが問題は大きい。それぐらいは、ふたりとも承知しているだろう。


　たしかに、このまま帰れば、役目を解かれ、セラを捜しだすことができなくなる。彼らには、それが受け入れがたかったのだ。


「まず、ヒエン様に相談してからと思っておりました」


　ヤハギが淡たん々たんと答える。


「オレが帰れと言ったら、従うのかよ？」


「そのときは、我らふたりでセラ様を捜すのみです」


　ヤハギの表情は、まったく変わらなかった。


「なるほどな……」


　ふたりの覚かく悟ごのほどは、ヒエンにも伝わった。


（セラの奴やつ、いったい、どんな手を使って手て懐なずけたんだ？）


　ヒエンは心のなかでつぶやいた。


　セラは四十年近く生きているが、十四歳の頃ころに今の姿となってからは、外見はほとんど変わっていない。ふたりの少年が、セラに異性を意識したとしても無理はない。


　危険な妄もう想そうが浮うかびそうになり、ヒエンは激しく頭を振ふって、それを追い払はらった。


「と、とにかくだ。妖精がどこで王国を再興しようとしているのか突つき止とめないことには、無む闇やみに動いたってしかたがねぇ」


「それはそうなのですが……」


　アリマがうなだれる。


「どうやって、探さぐりましょうか？」


　ヤハギがわずかに身を乗り出した。


「見当もつかねぇな……」


　ヒエンは即そく座ざに首を横に振る。


「近衛や執政家の力を借りられればいいんだが、それでは事が公おおやけになるからな。近衛や執政家がどう動くかも、正直、わからねぇ。セラもろとも、妖精の王国を滅ほろぼそうとすることだって、十分、考えられる」


　ヒエンはため息をついた。


　客観的に考えて、その可能性のほうが高い気がする。


「そ、それは困ります」


　アリマの顔から血の気が失うせた。


「オレだって困るさ……」


　ヒエンは苦く笑しようを浮かべる。


　しかし、その言葉で思いついたことがあった。


「困ったときには神かみ頼だのみって言うからな。ちょいと神様にお伺うかがいをたててくるぜ」


「神様……ですか？　どこかの神社へ初はつ詣もうででも？」


　アリマとヤハギは怪け訝げんそうにヒエンを見つめる。


　ヒエンは答えず、ふたりを残し、部屋を出た。


　そして荒あれた中庭を囲む回かい廊ろうに出ると、無む駄だに数の多いこの屋や敷しきの部屋のひとつを訪ねたのである。
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「入っていいかな？」


　ヒエンが声をかけると、


「どうぞ」


　という返事がすぐにあった。


　ヒエンが障子を開けて中に入ると、巫女みこ装束に身を包んだひとりの少女が姿勢を正し、お辞じ儀ぎをしてきた。


　ミツルである。


　先日まで、ウツヒミ大だい神じん宮ぐうの巫女だった。


　しかし、天上界より新たなる大神を降臨させんとした先の大だい宮ぐう司じミロクに協力した責任を感じ、神宮を去ることにした。そしてヒエンたちと一いつ緒しよに旅をしているのである。


　昨日は船宿で泊とまったが、彼女もあまり人目につかぬほうがいい。しばらくこの屋敷で預かってもらおうと連れてきたのだ。


　ここには今、アモンとスズリも来ており、それぞれ空いている部屋で待機してもらっている。屋敷につくなり、ふたりの少年からヒエンだけに内密の話があると打ち明けられたからだ。


「なにか、ご用でしょうか？」


　ミツルが顔をあげて、ヒエンを見つめてくる。


「ちょっと頼たのみがあってな……」


　ヒエンはそう言うと、彼女に事情をすべて話した。


「お母さまが行方ゆくえ知れずに……」


　ミツルが驚おどろきの表情を浮かべる。


「それはご心配でしょう」


　彼女の故郷は湖こ国こくハクサだが、家族を水すい賊ぞくに皆みな殺ごろしにされたのだそうだ。そして頼たよるべき身内もいないという。セラなら快く彼女を迎むかえてくれたはずだが、予想もしなかった事件のせいで、その思惑おもわくは外れた。


「テマリなら、手がかりを教えてくれるんじゃないかと思ってな」


「わかりました。ナノハ様に代わりますね」


　ミツルがうなずくと、静かに立ち上がり、目を閉じた。


　声こそ出さないが、彼女の口が小さく動きだす。すると、彼女の頭上に紫むらさきがかった霊れい光こうが渦うず巻まき、少女の全身を包みこんでいった。


　そしてミツルが目を開く。


　ただ、先ほどとはあきらかに雰ふん囲い気きが変わっていた。


　つぶらだった瞳ひとみは薄うすく開かれているだけで、端はしがわずかにつりあがったようにも感じられる。


　テマリが乗り移ったのだ。


　ミツルに憑っている神しん霊れいである。巫女としての名はナノハ。ただ、彼女は自らをテマリと名乗り、ヒエンのまえに姿を現した。だから、ヒエンにとって、彼女はテマリなのである。


　先日のウツヒミ大神宮の戦いで、大宮司ミロクの手にかかり、彼女は命を落とした。しかし、亡ぼう霊れいとなった彼女は、ミツルに取り憑つくことで、天上神の降臨を阻そ止ししたのである。


　天下界アーシアを救ったとして、ウツヒミ大神宮は、彼女の御み魂たまを神霊として祭さい祀しすることにした。


　天上神の拝はい殿でんとされたアマギ山頂の社やしろの近くに小さな祠ほこらが建てられ、テマリは天上神が天下界へ下降するのを防ぐ役割を司つかさどることになる。彼女が神霊となったあの日は、祭が開かい催さいされることも決まっていた。天上界への変わることなき畏い敬けいを誓ちかうと同時に、テマリの偉い業ぎようを讃たたえるという。


「急に呼びだしてしまって、すまないな」


　ヒエンはテマリに声をかけた。


「やっと、わたしと契ちぎる気になったの？」


　テマリがそう言って、ヒエンの両頰ほおに手をかけ、顔を近づけてくる。


「だ、だから、それはまずいって。心はテマリでも、身体からだはミツルなんだから……」


　ヒエンは仰のけ反って、テマリの手から離はなれる。


「ミツルは我が慢まんすると言ってるけど？」


「が、我慢というのは、嫌いやということじゃねぇか？　そんな娘むすめに手を出せるかよ」


　ヒエンは首を横に振ふる。


　先の戦いの直前、お互たがい命があったら契ろうと約束したのは事実だ。しかし、ヒエンはテマリを守ることができなかった。


　テマリはしばらくのあいだ、ミツルに憑かかったままでいるという。この世に思い残すことが、いろいろあるからだそうだ。そのひとつが、ヒエンと契れなかったことだと、テマリは事あるごとに迫ってくる。


　そしてミツルもテマリのため我が身を捧ささげてもいいと言っている。だからといって、できる話ではない。


「とにかく、今はそれどころじゃないんだ……」


　ヒエンは強ごう引いんに話題を変えた。


「あんたが初めて、オレの道場にやってきたとき、妖よう精せいの姿をした娘がいただろ？　あれは、実はオレの母さんなんだ。十四のとき、カタラ川で溺おぼれ、川の精せい霊れいが入ってきたらしい」


　ヒエンはついでに母親が執しつ政せいユウキ家の娘であることも告げる。


「ユウキの妖よう精せい姫き……」


　テマリがつぶやいた。


「知ってるのか？」


「噂うわさには聞いていたわ。妖あやかしは、世のため人のためにはならぬものだと、ね」


「神宮の情じよう報ほう網もうというのは、本当に油断ならねぇな」


　ヒエンは顔をしかめる。


「その情報が正しく使われているかぎりは大だい丈じよう夫ぶよ。ミロクの一派は一いつ掃そうされたから、神宮も神かむ威いも昔通りになると思う。世の人々の信しん頼らいを取りもどすには、時間がかかるでしょうけど」


「その情報網やテマリの神通力なんかで母さんの居場所がわからねぇかな？」


「今のわたしの霊れい力りよくでは難しいわ……」


　テマリが肩かたをすくめた。


「正しく祭祀され、大勢の人々に祈いのってもらわなければ、神霊とて強い霊力を得られないし、神かみ業わざも行使できない。それでは人々から信しん仰こうしてもらえない。そうして人々から忘れられて、消えてしまった神霊だっているのよ」


「そっちの世界も厳しいんだな」


　ヒエンは苦く笑しようする。神霊もある意味、人気商売ということだ。


「わたしは大丈夫。神宮が天上界を畏い怖ふするかぎり、それを鎮ちん撫ぶし、アーシアを守護した神霊として祭祀されるから……」


　テマリがそう言って、満足そうに微笑ほほえんだ。


「そうね。わたしが今、感じるところでは、精せい霊れい樹じゆの力が急激に失われているということぐらいかしら」


「精霊樹……ダイダラが？」


　ヒエンの声が思わず裏返る。


「それは由々しきことじゃねぇのか？　精霊や妖精はダイダラから力を授さずかっている。それがなくなるってことは……」


　ダイダラはウツヒミ、リトラと並ぶ三柱の大神である。


　大地を引いてアーシアを形作り、最後は精霊樹となって自然の力の源となった。ダイダラの力が弱まると、自然が乱れ、様々な災害が起こるとされる。


　アーシアに天災が尽つきないのは、ダイダラの力が封ふうじられてきたからだ。各地に土地神を祭さい祀しすることで、その天災はある程度、抑おさえられているが、東とう荒こうや南なん砂さ、西せい荒こう、北ほく氷ひようといった辺境は、土地神の加護が弱く、過か酷こくな土地となっている。


「やはり、あの童どう子じの刃やいばが精霊樹に埋うめこまれたせいなのか？　セラは大丈夫なのか？」


　ヒエンは呻うめくようにつぶやく。


　鬼き道どう衆しゆうが神しん域いきを襲おそった目的は、復活しつつある精霊樹ダイダラを殺すことであった。そして童子が、黒い刃を精霊樹の幹に打ち込んだのである。精霊樹はその傷口から血のように赤い樹液を流し、そして葉は残らず枯かれて落ちた。


　それと同時刻に、セラも倒たおれ、それ以後、体調が優すぐれない。


「しかし、セラを連れ去ったのは、いにしえの妖精だ。精霊樹の力が弱まっているのに、いったいなぜだ？」


　ヒエンは自問を続ける。


「なぜかしらね」


　テマリが思わせぶりに言う。


「まだ、なにか感じるのか？　精霊樹が危ないなら、急いでセラを捜さがさねぇと」


　ヒエンはすがるようにミツルの華きや奢しやな両りよう肩かたをつかんだ。


　テマリがしてやったりという顔をする。


「今は、あなたを感じるわ……」


　そう言って、ミツルの身体からだでヒエンを抱だきしめた。


「うおっ!?」


　ヒエンは逃のがれようとしたが、あわてていたので、そのまま仰あお向むけに倒れる。


　ミツルの小さな身体が、ヒエンに覆おおい被かぶさってきた。


　押しのけようとしたが、耳元に熱い息がかかったとたん、身体が溶とけるように力が抜ぬける。


「ヒエン……」


　テマリが囁ささやきかけ、唇くちびるを近づけようとする。


「だ、駄だ目めだって！」


　ヒエンは言ったが、今度は身体が固まって動けない。


　そして唇が重なろうとした瞬しゆん間かん──


「騒そう々ぞうしいぞ！」


　部屋のあいだを仕切っていた襖ふすまが乱暴に開いて、スズリが姿を現した。


　ヒエンが反射的に顔を向けると、まともに目が合う。


「ひ、昼間から、下げ劣れつだぞっ！」


　スズリの顔が真っ赤になり、鬼のごとき形相となった。


「邪じや魔まが入ったわね……」


　テマリがくすりと笑うと、ミツルの身体にまとわりついていた紫むらさき色いろの霊れい光こうが渦うずを巻いて頭上へと消えていった。
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　スズリの視線がその霊光を追いかけている。


　彼女は霊れい感かんが強く、霊体が見えるのだ。


　亡ぼう霊れいは嫌きらいだが、テマリはすでに神しん霊れいとなっている。だから、平気だそうだ。


　そのとき、テマリが抜けて意識を取りもどしたミツルがふらふらと上体を起こす。そして自分が置かれている状じよう況きようを確かめた。


　そして、無言のまま、ヒエンの身体から降りた。


「わたしは覚えていないのですが、ナノハ様と契ちぎられたのですか？」


　いったん背を向けて、巫女みこ装束の乱れを正してから、ミツルがヒエンを振ふり返って訊たずねてくる。


「め、滅めつ相そうもねぇ！」


　ヒエンは激しく首を横に振った。


「わたしは我が慢まんしますから、ナノハ様の思いをかなえてあげてくださいね」


　ミツルが責めるような目で言った。


「そうもゆかないって……」


　ヒエンは荒く息をついていた。


　体力と気力をひどく消しよう耗もうした気がする。


「おまえに隙すきがありすぎなのだ。だから、ナノハ様につけこまれる」


　唐とう突とつに草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの元当主アモンの声がした。


　いつのまにか、障子が開いていて、そこに立っていたのだ。


「まったくだ！」


　スズリがふんと鼻を鳴らし、自分の部屋に帰ってゆく。ぴしゃりと襖が閉められた。


「オレはなにもしてねぇ～っ！」


　ヒエンはいたたまれなくなり、逃にげだすようにミツルの部屋を後にした。





　ヒエンはそのまま屋や敷しきからも飛びだして、シスイの街を走り抜け、自分の道場にもどった。


　長く留守をしていたから、どうなっているかと思ったが、道場は屋内も庭も思いもかけず綺き麗れいである。


　一いつ瞬しゆん、戸と惑まどったが、すぐ思い至って、そのまま〝翡ひ翠すい亭てい〟へと向かった。


　道場の近くの茶店である。


「いらっしゃいませ！」


　暖の簾れんをくぐると、若い娘むすめたちの華はなやかな出で迎むかえの声があがる。


　しかし、入ってきたのがヒエンだと知ると、


「なんだ……」


　という声が、どこからか漏もれた。


　そして、娘のひとりが店の奥に向かって、ミオリの名を呼ぶ。


「どうしたの？」


　ミオリが小走りに厨ちゆう房ぼうのほうから出てくる。そしてヒエンと目が合った。


「や、やぁ」


　ヒエンが声をかけると、彼女の表情はめまぐるしく変わる。最後には、怒おこったような顔で落ち着いた。


「無断で留守にして、どこ行ってたのよ！」


　つかつかとヒエンの側にやってくると、両手を腰こしにあてて甲かん高だかい声で言う。


「ちょっと修しゆ行ぎようにな……」


　ヒエンはごまかすことにした。本当のことを言うと、また責められると思ったからだ。


「それより、オレが留守のあいだ、ミオリが道場を掃そう除じしてくれたんだよな？」


　そう言って、礼を言う。


「と、通り道だからよ。アモン様がいたときから、やっていたことだし……」


　ミオリはわずかに顔を赤くし、ぷいと顔を背そむけた。


「食事するんでしょ？　お茶を持ってくるね」


「あ、ああ……」


　そのつもりはなかったが、たしかに朝からなにも食べておらず、腹は減っている。


「じゃあ、お願いするとするか」


　ヒエンがいつもの桟敷さじき席につくと、店の娘が三人やってきて、当然というように隣となりと向かいの席に座った。


　アモンが贔屓ひいきにしているこの茶店の娘たちである。彼女らはヒエンの弱よわ味みを握にぎっており、遠えん慮りよなくそこにつけこんでくるのだ。


「昼弁当を四つね」


　娘のひとりが、お茶を運んできたミオリに声をかける。


　そしてミオリが持つ盆ぼんには、あたりまえのように湯飲みが四つ載のっていた。


　無論、弁当代はヒエンの払はらいとなる。ここは、そういう店なのだ。
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　ヒエンはかきこむように食事を終えると、またも逃げるように自分の道場へもどった。


「やっと落ち着けるぜ……」


　板いた敷じきに正座し、かたわらに鳳ほう翼よく、凰おう翼よくを置く。そして瞑めい目もくし、精神を集中させ、気を高めていった。


　そのまま目を閉じて立ち上がると、小こ太刀だちの二刀を静かに抜ぬく。


　刀を構えるたび脳のう裏りに浮うかぶのは、あの童どう子じとの戦いだ。


　そして子供の姿をした鬼おにに、父の姿が重なってゆく。思い返すたび、両者の太刀たち筋すじが似ているという確信が強くなる。


　ヒエンは記き憶おくに刻まれた太刀筋を受けるべく、小太刀の二刀を振ふるいはじめた。


　身体からだは自然に動く。だが、しばらく振るううち、微び妙みような差を感じた。瞬しゆんをとらえられなくなってきたのだ。


「くっ……」


　あのときは、近この衛え北ほく斗と流りゆうの武ぶ使しトウイとともに戦った。だから、かろうじて童子の剣けんを受けることができたのだと思い知らされる。


（足りねぇ……）


　ヒエンは歯を食いしばる。


　神しん明めい流りゆうの受けは、ただ相手の刃やいばを止めるだけではない。相手の心技体を相そう殺さいするよう、一点と一瞬を捕とらえる必要がある。そして最終奥義である〝不ふ動どう〟にいたっては、一瞬のそのまた一瞬である〝刹せつ那な〟を捕らえねばならないという。


　不動を会得すれば、あらゆる攻せめを受け、相手を無力化できる。総そう受じゆ一いつ攻こうを流儀とする神明流の究極の術だ。童子が放ったあの術は、不動でなければ受けることができないだろう。


　次に童子と相見あいまみえるまでに会得できなければ、確実に負けるということだ。そして今度は容よう赦しやなく命を奪うばわれる。


　しかし、どうすれば、不動が会得できるかはわからない。それこそ、一生かかっても会得できないかもしれないのだ。


　焦あせりを覚えずにはいられなかった。だが、焦ったところで、いきなり上達するはずもない。


　ヒエンは脳裏に残る太刀筋を相手に、繰くり返し、小太刀の二刀を振るいつづけた。


　どのくらいそれを続けていたかはわからない。


　ふと人の気配を感じ、ヒエンは刀を鞘さやに収めた。


　そして振り返ると、道場の片かた隅すみで正座する草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの元当主アモンの姿があった。


「アモン兄？」


　いつからそこにいたのか、まったく気づかなかった。


「集中していたからな。邪じや魔まにならないよう見物させてもらった……」


　アモンが言って、ゆっくりと立ち上がる。


「誰だれと戦っていたのかは知らぬが、そいつは恐おそるべき使い手のようだな」


「見ていただけで、わかるのかよ？」


　ヒエンが脳裏に描えがいた太刀筋を相手に戦っていたことを見み抜ぬいたのだ。


「草薙神刀流の当主はやめたが、武使をやめたわけではないからな」


　アモンが肩かたをすくめた。


「背負うものがなくなり、気持ちがすっきりした。これからは、オレはオレの意思で、剣を振るう。そのため、今一度、鍛きたえ直すつもりだ」


「やっぱり、本気じゃなかったのかよ？　型の稽けい古こを一通りするだけで、十分とか言っていたくせに！」


「草薙神刀流の当主を務めるだけなら、あれで十分。だが、武術に生きると決めたからには、修しゆ行ぎようは無限だ。かつてのように、無我の境地に至り、天地とひとつになる感覚を取りもどさなければな」


「本気でくるなら、受けてやってもいいぜ？」


　ヒエンはわざと挑ちよう発はつ的に言う。


「では、胸を借りるとするか」


　アモンがかつての愛刀〝野の分わき〟を抜いて、進みでてきた。神刀〝草くさ薙なぎ〟は当主の地位とともに流派に返上している。


（そうこないとな……）


　ヒエンはひそかに心躍おどらせた。


　帝てい都とへ武術の修行にきて、もっとも力がついたのは、アモンの稽古相手になったことだった。もっとも彼が日課としている型の稽古を、勝手に受けていただけである。どんな攻めがくるのかは、当然、わかる。だが、アモンが振るう一刀、一刀は力強く、重い。しかも、恐ろしいほど気が乗っているのだ。


　瞬を捕らえて受けているつもりでも、気がつくと押され、崩くずされそうになる。


（それこそ、刹那で受けないといけないということだ）


　ヒエンは二刀を正眼に構えた。


　アモンのほうは足を八の字に開き、低く腰こしを落とす。そして広ひろ刃ばの直刀を右袈裟けさに高く持ちあげていった。


　刃からゆらりと白い霊れい光こうが立ち昇のぼり、しだいに強くなってゆく。やがて、アモンの全身までもが霊光に包まれた。


　ヒエンの戦いを見ながら、自らも気を高めていたのだろう。かつての稽古のときには、これほどの強い霊光は見たことがない。


　間ま違ちがいなく、アモンは本気だった。


（受けそこねたら、死ぬな）


　だが、ヒエンが望んでいるのは、まさにそういう攻めだ。


「行くぞ！」


　アモンがかけ声とともに、右袈裟に剣を振りおろしてくる。


「おうよっ！」


　刃が頭に届く寸前で、ヒエンは小こ太刀だちの二刀を交差させて受けた。


　アモンの幅はば広びろの刃やいばが、まるで重さを失ったかのようにぴたりと止まる。


（よしっ！）


　ヒエンの手には痺しびれもなければ、体勢も崩れていなかった。それは完全に瞬しゆんを捕とらえて受けた証あかしである。一年ほど前には、あれほど重く感じたアモンの剣けんが、噓うそのように軽く思える。


「デェーイッ」


　アモンが剣をひきもどし、逆袈裟の斬ざん撃げきを放ってきた。


「ハァーッ！」


　それも十分にひきつけてから、逆手に持った凰おう翼よくの刃で水平に受ける。


　アモンの刃は、やはりぴたりと止まっていた。


　だが、遅おくれて細かな風刃が襲おそってくるのを感じ、ヒエンは刃を合わせたまま、切っ先だけを細かく動かし、その術をも受けた。


「術が漏れてるぜ？」


　ヒエンはアモンに向かって笑いかける。


　術をかけるまでもなく、野分が風刃をまといつつあるのだ。草薙神刀流は、その名の通り、風の属性の武術を得意としている。


「そのようだな……」


　アモンも笑えみを浮うかべた。


　そして、ふたたび剣をひくと、いったん真横に構え、ゆっくりと切っ先を下段に降ろしてゆく。真しん空くう斬ざんの構えだった。


（放つか？）


　ヒエンはアモンが術を使うのを感じ、小太刀の二刀を腰と顔のまえで水平に溜ためる。


　そして次の瞬しゆん間かん、巻きあげるような斬ざん撃げきが襲ってきた。旋せん風ぷうのような風刃を伴ともなって──


「木こ霊だまぁーっ！」


　ヒエンも刃にすべての気を乗せ、凰翼でアモンの刃を押さえつける。


　だが、刃が重なる寸前で、アモンが斬ざん撃げきと術を止めていた。


　それを感じ、ヒエンも術を解く。


　収束していた風が元通りに広がってゆき、道場の板いた壁かべが小刻みに軋きしんだ。


「なるほど、腕うでをあげたな……」


　アモンが野分を鞘さやに収めながら不ふ機き嫌げんに言う。


「やはり、実戦こそがなによりの修行ということか？」


「アモン兄は、まだまだだな」


　ヒエンのほうは得意げに、鳳ほう翼よく、凰翼を収めた。


　しかし、今日は止めることができたが、明日になれば、また崩されるかもしれない。ヒエンはまだ見たことのない道を歩んでいるのだが、アモンはかつて歩いたことのある道にふたたびもどるだけなのだ。どちらが先に上達するかは目に見えている。


　だが、アモンが強くなるのは、ヒエンにとっては願ってもないことだった。


　神しん明めい流りゆうにとっての修しゆ行ぎようは、なにより強い相手と戦い、その攻せめを受けることだからである。


「本気で来るなら、また相手してやってもいいぜ」


　ヒエンは調子に乗って言ったが、アモンがその挑ちよう発はつに乗ることはなかった。


「一時は武ぶ使しをやめようとさえ思ったおまえを、そこまで本気にさせたのはいったいなんだ？　先刻、戦っていた相手か？」


　真顔で問いかけてくる。


「いろいろな……」


　ヒエンはつぶやくと、板いた敷じきの床ゆかにどすんと腰を落とした。


　そして神しん域いきでなにがあったかを、ぽつりぽつりと語ってゆく。そして童どう子じという子供の姿をした戦せん鬼きこそが、ヒエンがその太刀たち筋すじを脳のう裏りに思い描えがいて戦っていた相手であり、父クオンがかかわっているかもしれないと打ち明けた。


「なるほど……」


　すべてを聞き終えて、アモンが厳しい表情になる。


「その童子という戦鬼は神明流の奥義を極めていて、しかも剣聖クオンの直伝と見ているわけか？」


　アモンの言葉に、ヒエンは無言でうなずいた。


「おまえは、よくよく不思議な星のもとに生まれてきたものだな」


「自分でもそう思うぜ……」


　ヒエンはため息をつく。


　父は鬼の味方となり、母は妖よう精せいの姿をしている。しかし、自分はただの人だ。


「だが、逃にげるわけにはゆかねぇしな。相手が鬼おにであろうが、妖あやかしであろうが、必要なら戦うだけさ」


「そうだな……」


　アモンがあいづちをうった。


「だが、オレのように、戦う相手を見誤らぬよう気をつけるのだな」


　アモンは先の大宮司ミロクの暴走を止めることができなかった。


　そのせいで、多くの犠ぎ牲せいを出した。そのなかには、ヒエンにとって大切だったであろう少女も含ふくまれている。


　自ら判断することを放ほう棄きし、世の慣わしに従った報むくいである。


　アモンはもう一度、武術を鍛きたえなおすかたわら、この若者を見守ることを自らに誓ちかった。それが、せめてもの償つぐないになればよいと願いながら──
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　ヒエンは当分のあいだ、道場ではなく、離り宮きゆうで暮らすことにした。


　アモン、ミツル、スズリに部屋を用意できるし、密みつ偵ていなどが入り、セラが行方ゆくえ知れずになったことを知られないためでもある。


　また、離宮には広い庭も道場もあり、武術の修行にはうってつけの環かん境きようだった。五人の武ぶ使しは朝から晩まで激しい稽けい古こを行う。


　神しん刀とう流りゆうの元当主であるのだから、当然かもしれないが、実はアモンは教え方がうまかった。


　スズリや流派の異なるふたりの少年に対しても的確な助言を行い、そしてヒエンに稽古台を務めさせる。スズリの攻めは激しいし、少年たちにはふたり同時にかからせるので、ヒエンにとっても有意義ではあった。


　だが、自分がアモンの道場に押しかけていたときとは真逆のような熱心で丁てい寧ねいな指導に、ヒエンは不公平感を覚えずにはいられなかった。


　やはり片手間に教えられていたということである。それで上達した自分にも腹が立った。


　そうして十日ほどが過ぎた夜半のこと──


　ヒエンが自分の部屋で寝ねていると、セラが自分の名前を呼ぶ声がしたように感じ、驚おどろいて目を開いた。


　すると、中庭のほうに不思議な青い光が瞬またたいているのが障子越ごしに見えた。


　ヒエンは布ふ団とんから跳はね起きると、障子を開いて回かい廊ろうへ出た。月はまだ昇のぼっておらず、外にはわずかな星明かりしかない。そんな闇やみのなか、青い光がひらひらと宙を舞まっていた。


　よく見ると、その光は蝶ちようの形をしている。


（小しよう妖ようか？）


　ヒエンは歓かん声せいをあげたい気分だった。


　正直、手て詰づまりの状じよう況きようだったが、これで事態は間ま違ちがいなく動く。


（もっとも、いいほうに動くかどうかはわからねぇけどな）


　ヒエンは裸足はだしのまま中庭へと飛び降りると、誘さそうように舞う小妖を追いかけた。


　そして小妖は中庭を横切り、池の近くにある低木の茂しげみへとはいってゆく。ヒエンは枝を手で払はらいながら、そのあとに続いた。


「おまえが、ヒエンか？」


　茂みの奥に入ったところで、声をかけられた。


　妖精が背の低い木の小枝に腰こしをかけ、足組みしている。


　蝶の翅はねが生えているが、身体からだは人間の女性の姿だった。少女の体型である。身体にぴったりとし、腰のあたりから短くふわりとなった着物を身にまとっている。細い手と足は素す肌はだのままで踵かかとまでをすっぽりと覆おおう靴くつをはいている。


「セラの声で、オレを呼んだのは、おまえだな？」


「妖よう術じゆつ〝言こと霊だま〟、おまえの母親の声を届けてあげたのよ」


　小妖は得意そうに言う。


「セラは無事なんだろうな？」


　ヒエンは地面にどっかりと腰をおろし、小妖を見あげた。


「今のところはね」


　小妖が思わせぶりに答える。


「今のところ？」


　ヒエンは目を細めた。


「どういう意味だ」


　声にわずかな殺気をこめる。


　小妖が、小さな肩かたをびくりとさせた。


「わ、我らが女王は、おまえの母親のなかで眠ねむっておられる。女王が覚かく醒せいするためには、おまえの母親は邪じや魔まなのよ」


　翅をぱたぱたさせながら、小妖は言う。


「セラを殺して、妖精の女王を復活させるとでも？」


　ヒエンは小妖を睨にらみつけた。


「そ、そうよっ！」


　小妖が忙せわしなくうなずく。


　空気は冷たかったが、ヒエンは激しい怒いかりで全身が熱くなるのを覚えた。


　だが、今は冷静になる必要がある。深く息をして、心を静めた。


　そして妖よう精せいに訊たずねる。


「セラに入ったのは、カタラ川の精せい霊れいだと聞いている。その妖精が、おまえたちの女王だったんだな？」


「偉い大だいなる妖精の女王サクヤ様よ。鬼おにたちに滅ほろぼされようとしていたおまえたち人間を救い、鬼き母ぼ神しんリトラを鬼き神しん石せきに封ふうじた。そして常とこ若わかの王国をこのアーシアに築きあげたのよ。自然の豊かな、美しい王国をね。それを壊こわしたのは、おまえたち人なんだからっ！」


　小妖が小さな指を突つきつけてくる。


「昔になにがあったかなんて知らねぇよ。おまえは、そのときから生きてたのかよ？　意外に婆ばあさんなんだな」


「し、失礼ねっ！　あたしはまだ十年ぐらいしか生きてないわよ。もちろん、何百年だって生きられるんだけどねっ」


　小妖が枝から浮うきあがり、激しくヒエンの周囲を飛びまわる。


　目め障ざわりなこと、このうえなかった。払いのけたいところだが、潰つぶれてしまいそうで怖こわい。


「とにかく、母親の命を救いたいなら、あたしの言うことを聞くことねっ」


　飛び疲つかれたのか、小妖がふたたび枝にもどった。


　肩を上下して、大きく息をしている。


「とりあえず、話を聞こうじゃねぇか」


　ヒエンは小妖を促うながした。


　すると、小妖はこほんと咳せき払ばらいをする。


「神しん域いきにおわします精せい霊れい樹じゆダイダラ様が、今、実をつけておられる。その実を神域の外に運びだしてもらいたいのよ」


「精霊樹が実を？」


　ヒエンは首をかしげた。


　テマリは、精霊樹の力が失われつつあるのを感じると言っていた。実をつけたのは、それと関係があるのだろうか？


「その実をどうしようというんだ？」


　ヒエンは訊ねた。


「答える必要はないわねっ」


　小妖が一いつ瞬しゆん、そっぽを向く。


「精霊樹の実を運び出せないというなら、おまえに用はない。ただ、母親がどうなっても知らないからねっ！」


「そうか……」


　ヒエンは腕うで組ぐみし、しばし考えた。


　小妖の言葉には、いろいろ解げせないことがある。


「妖精にとって、女王は大切な存在だよな？」


「決まってるじゃない」


　小妖が馬鹿にしたような声で言った。


「セラが死んで、その大切な女王が復活するというなら、迷うことなんてねぇんじゃねぇか？」


「うっ！」


　ヒエンの問いに、小妖が言葉に詰つまる。


「あ、あたしたちは、人や鬼のように野や蛮ばんじゃないからよっ」


「まあ、そういうことにしておこう……」


　ヒエンはうなずいた。


「しかし、セラを返すということは、女王の復活はあきらめるということだ。つまり女王と引き替かえにしてでも、精霊樹の実とやらが欲しいということだな？」


「こ、答える必要はないでしょ！」


「とりあえず、妖精にとって、精霊樹の実がとてつもなく重要なものだということはわかった。そしてそれは今、神域にある。取って食べてみるか？　案外、美味うまいかもしれないしな」


「だ、だめぇ～っ」


　小妖が激しく翅はねをはばたかせる。


　ヒエンはにやりとした。


「オレを脅おどして、精霊樹の実を神域の外に出すのが、おまえの狙ねらいだな？　神域には結界があるから、妖精は入れないんだろう？」


　鬼も神域のなかでは、力を発揮できなかった。妖精も同様ということだ。


「ち、違ちがうよっ。違うんだからねっ」


　小妖の翅のはばたきは止まらない。


　ヒエンはその様子を観察し、自分の推測が的中していると確信した。


「精霊樹の実を神域の外まで運びだしたら、オレは用済みだ。オレを殺して奪うばえば、妖精の女王も返す必要がねぇ」


「そ、そんなこと！」


　小妖がぷるぷると首を横に振ふる。


「妖よう術じゆつで眠ねむらせるだけ──」


　そこまで言って、小妖は自らの口を両手で塞ふさいだ。


「妖精が野蛮じゃないのは、よくわかったぜ。セラを連れ出すときも、あいつらを殺そうとはしなかったしな。だが、油断できないことも、よくわかった」


「お、お願いだよ。精せい霊れい樹じゆの実を持って帰らないと、あたしの立場がないの。ヤクシ様に大見得きって、ここに来たんだから」


　小妖が泣きそうな声で言った。


　ヤクシというのは、セラを連れ去ったいにしえの妖よう精せいの名だということを、ヒエンはアリマとヤハギのふたりから聞いて知っていた。復活したという妖精の王国で、指導的な立場にあるのだろう。


　そして今の小妖の言葉には、噓うそは感じられなかった。というか、この小妖は他人を騙だますには向いていない。


（さて、どうするか？）


　ヒエンは自問してみる。


　結論はすぐに出た。


（とにかく、妖精の王国へと行って、セラに会うことだな）


　そのうえで、セラが囚とらわれているようなら救い出せばいいし、彼女が自分の意思で留まるのなら、そうさせてもかまわない。


（こいつを捕とらえて、案内させるか？）


　そんな考えも浮うかんだが、すぐに捨てた。


　それでは妖精との交こう渉しようが難しくなる。ヒエンとしては、人間と妖精とが戦うという事態は、できれば回かい避ひしたいのだ。鬼おにという共通の敵がいる今なら、それも可能という気がする。


　ただ、妖精側がどう考えているかはわからない。それも、妖精の王国に行けば、はっきりすることだろう。


（ここは危あやうい綱つな渡わたりをするしかねぇよな）


　自らにそう言い聞かせ、ヒエンは覚かく悟ごを決めた。


（精霊樹の実を取って、神域の外へと運びだす──）


　ひとつ間ま違ちがえば、谷底に真っ逆さまである。だが、他ほかに道がないのなら、綱つなでも糸でも渡わたるしかない。


「よしっ、おまえに協力してやるぜっ」


　ヒエンはひどく落らく胆たんしている様子の小妖に声をかけた。


「えっ？」


　小妖の顔がぱっと輝かがやく。


「精霊樹の実を取って、神域の外まで運びだしてくれるの？　そして、おとなしく眠ってくれるのねっ？」


「そっちの都合だけに合わせられるかよ……」


　ヒエンは苦く笑しようを漏もらした。


「精霊樹の実が、妖精にとって大切なものだということはわかったからな。それがこちらの人ひと質じちだ。おまえはオレを妖精の王国へ案内するんだ。そこで、セラを返してくれるよう、ヤクシ様とやらと交渉させてもらうぜ」


「そ、そんな勝手なことしたら、あたしがヤクシ様に怒おこられるよ」


「じゃあ、この話はなしってことだ。精霊樹の実のことは、近衛このえに話し、どうするか決めてもらうとしよう」


「だ、だめぇ～っ」


　小妖が両りよう腕うでを広げ、ヒエンの顔のまわりを飛び回る。


「うぜぇっ！」


　ヒエンは妖精の翅はねに触ふれぬよう胴どうを指でつまんだ。


「な、なにをするのよっ。離はなせ、この助平！　変態！」


　小妖は悪態をつきながら、ヒエンの指にかじりつく。


　蟻ありにかまれたときのようにひどく痛かったが、ヒエンは我が慢まんをした。


「さあ、どうするんだ？　否いなか応か、ふたつにひとつだぜ？」


「わ、わかったよ。あんたの条件をのむよ～」
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　小妖はそう言うと、めそめそと泣き出した。


「決まりだな」


　ヒエンはにんまりとして、小妖を離してやる。


「人間に弄もてあそばれるなんて、あたし、穢けがれちゃったよぉ」


　枝にもどると、小妖は顔を手で覆おおって、すんすんと泣き続ける。


「人聞きの悪いことを言うなよ……」


　ヒエンはあわてて周囲を見回した。幸い、スズリの姿はない。


「と、とにかくだ。しばらくのあいだ、オレとおまえは一いち蓮れん托たく生しようということだ。お互たがい、裏切りはなしにしようぜ？」


　小妖はすすり泣きながら、首をこくんとさせる。


「ところで、おまえの名は？」


「あたしはユルラ。見てのとおりの蝶ちようの妖よう精せいよ。小妖とか言ったら、嚙かむからね」





　ヒエンはとりあえず、自分の部屋へもどることにした。


　とくに誘さそわなかったが、ユルラもついてくる。どうやら一いつ緒しよに行動する覚悟を決めたようだ。


　茂しげみから出て、自分の部屋へと向かうと、回かい廊ろうにアモンらが皆みな、並んでこちらを向いているのが見えた。


　いちおう気配は消して動いたが、それぐらいでごまかせる連中ではないということだ。


　ユルラが怯おびえたように、ヒエンの頭の後ろに隠かくれ、青い光も消す。


「大だい丈じよう夫ぶ、あそこにいるのは、オレの仲間だ。妖精の王国までの道中、彼らにも同行してもらう。どんな危険があるかわからないからな。嫌いやとは言わせないぜ？」


「何人、連れていこうと、叱しかられるのは一緒だもの……」


　ユルラが大きくため息をついた。


　ヒエンは小走りにアモンたちに近づいてゆく。


「なにがあった？」


　アモンが訊たずねてくる。


　ヒエンは答えるかわりに、くるりと回転し、後頭部にしがみついている小妖を見せた。


「あっ！」


　ユルラはあわてて飛ぼうとしたが、そのときにはアモンたちの視線が自分に集中している。


「おまえは、あのときの！」


　アリマがいろめきたつ。


　ヤハギのほうは無言だったが、刀の柄つかにしっかり手をかけていた。


「手出しはしないでくれよ。オレはセラを連れもどすため、こいつと取り引きすることにしたんだ。どんな取り引きかは、これから話す」


　ヒエンが言うと、ふたりは顔を見合わせてから、うなずきあう。


「セラ様を連れもどすためでしたら……」


　アリマが答え、ヤハギは無言で刀から手を離はなす。


「まずは中に入れ……」


　アモンが、ヒエンに顎あごで合図をした。


　ヒエンは足についた砂を払はらってから、廊ろう下かにあがる。そして自分の部屋に全員を招き入れた。そこで小妖と交かわした約束について語ってゆく。


「精せい霊れい樹じゆが実をな……」


　話を聞き終えて、アモンが伸のびかけた髭ひげを確かめるように顎をさすった。


「このまえ、テマリが言ってたんだ。精霊樹ダイダラの力が急速に弱まっているってな。それと、なにか関係があるのかもしれねぇ」


　確信はないが、そんな気がする。


「あたしは、なにも言わないからね」


　ヒエンの肩かたに座ったユルラが腕うで組ぐみをして、そっぽを向いた。


「その実がどのようなものにせよ、妖精が必要とするものならば、人間にとって災いとなるに違ちがいありません。そのようなものを妖精に手て渡わたしてよいものでしょうか？」


　アリマが不安そうに言う。


「よくないかもしれねぇ……」


　ヒエンは苦く笑しようを浮うかべた。


「だから、無理にとは言わねぇ。なんなら、ここで降りてくれてもいい。だが、オレが精霊樹の実を神しん域いきから運びだすまで、近衛このえや執しつ政せい家には黙だまっておいてくれねぇかな？　無む駄だな血は流したくねぇんだ」


　ヒエンの言葉に、アリマとヤハギのふたりはすぐには答えられない様子だった。


　うつむいたまま、必死に考えている。とくに、近衛であるアリマにとっては、葛かつ藤とうは激しいことだろう。


「アモン兄は、どう思う？」


　ヒエンはアモンに意見を求めた。


「なにが世のため人のためかは、簡単には判断をくだせんよ。ミロクの一件で、それは強く思った。ゆえに、それを見み極きわめるためにも、おまえと行動をともにするほうがいいだろう」


「それで十分だぜ……」


　ヒエンは力強くうなずく。


「オレ自身、正しいことをしているという自信はねぇしな。間ま違ちがっていると思ったときには、止めてくれ」


「わたしもご同道いたします。それが、ナノハ様のご意志でしょうから……」


　ミツルが遠えん慮りよがちに申し出た。


「ありがたい」


　ヒエンはミツルに一礼した。


　優ゆう秀しゆうな巫女みこであり、神しん霊れいとなったテマリの神体でもある彼女がいてくれるのは心強い。もっとも、ミツル自身の意志はどうなのかと疑問に思わなくもないが……


　そしてヒエンはそれまで無言だったスズリを見つめた。


「わたしは──」


　スズリは大きく息を吸いこんで何事か言いかける。


　だが、ヒエンはそれを制して言った。


「おまえはついてくるんだぜ。それが弟で子しってもんだからな」


「なっ……」


　スズリが顔色を変える。


「まさか、ついてくる気がなかったのかよ？」


「そんなつもりはないが……」


「だったら、すぐ支し度たくをしてくれ。夜が明けたら、すぐ神域へ向かうからな」


「わたしも……一いつ緒しよにか？」


　スズリの声がわずかにうわずった。


「ああ、神域には、オレとおまえだけで行く。おまえなら、近衛も顔を知っているからな」


「そうか、心得た、すぐ支度をしよう」


　スズリが忙せわしなくうなずく。


「スズリ以外は、神域の近くで待っていてほしい。アリマとヤハギは、それまでに、どうするか決めておいてくれ」


「い、いえ、わたしも心を決めました。セラ様を救うため、皆みな様さまに同道させてください」


　アリマが両手をついて、ヒエンに頭をさげた。


「私もご一緒させていただきます」


　ヤハギが一いつ拍ぱくおいて、アリマにならう。


「もうあともどりはできないぜ？」


　ヒエンはふたりに念を押す。


　そして不ふ機き嫌げんに肩に座っている小妖に視線を転じた。


「そういうことでいいかな？」


「よくはないけど、しかたないもの」


　ユルラがそう言い残し、ヒエンの肩から飛び立つ。


　そして、障子のまえでパタパタと飛びまわった。


　スズリが小妖の意図を察し、わずかに障子を開けてやる。寒風と入れ替かわるように、小妖は外へと飛び去っていった。


「小妖はずるがしこいと聞いているが、大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　スズリがヒエンに言う。


「たしかに、あいつはオレを騙だまそうとしたが、結果はこっちにとって好都合だったしな。油断はできないが、とりあえずオレはあいつとの約束を守るつもりだ」


　ヒエンが答えると、スズリは納なつ得とくしたようだった。


　そして、皆みなはそれぞれの部屋に帰ってゆく。


　朝まではだいぶあるが、寝ね直すほどでもない。ヒエンはそのまま起きて、旅支度をすることにした。


　聖せい都とナユタから帰ってきて、そう間もないが、また長い旅になることだろう。


（無断で旅に出たら、またミオリに怒おこられるだろうな）


　しかし、そういう人がいてくれるのは、ありがたいことかもしれない。


（今度は、土産みやげでも買って帰るとするか）


　もっとも、妖よう精せいの王国に土産物が売ってるとは思えなかったが……





　　　　５




　不可思議な森だった。


　幾いく種類もの木々が競きそい合うように枝葉を伸のばし、空を覆おおっている。そのわずかな隙すき間まから木こ漏もれ日が差し込んでいるだけなのに、森のなかは光の霧きりがたちこめているように明るく、木の葉も樹皮も金銀の蒔まき絵えを施ほどこされたように煌きらめいていた。


　セラは青を基調にした妖風の着物をまとい、裸足はだしで森を歩いていた。


　季節は冬だが、森のなかは柔やわらかな毛布にくるまれているように温かく、地面には草花がみずみずしく茂しげり、美しい翅はねをした蝶ちようや蜻蛉とんぼが飛び交かっている。近くを流れる小川の水は、それで海を満たしたとしても底が見えるかと思えるほどに透すきとおっていた。


「なぜか知らぬが、懐なつかしく感じるのう……」


　セラは森を見回しながら、つぶやく。


　昨年の秋に倒たおれて以来、あまり体調が優すぐれなかったが、ここに来てからは噓うそのように気分がよい。この森には精せい霊れいの力が満ちあふれているからだろう。


「神しん域いきと呼ばれている場所が、かつてはこのようでした……」


　その声に振ふり返ると、ひとりの妖精が、静かに自分を見つめていた。


　髪かみは緑色に輝かがやき、瞳ひとみはさながら翡ひ翠すいのよう。足あし下もとまである長くゆったりとした衣服は白を基調とし、妖風の装そう飾しよくがほどこされていた。


　彼の名は、ヤクシという。


　ある朝、目覚めると、セラはこの森にある彼の館やかたにいた。


　迎むかえにきたヤクシに、自分からついてきたのだという。あの夏の日以来、セラのなかにいるカタラ川の精霊がそうしたのだ。精霊は普ふ段だん、セラに語りかけてくることも、なにかを求めてくることもない。ただ、セラが意識を失っているとき、この身体からだを操あやつっているということは薄うす々うす、感じていた。


　だが、セラはさほど気にしていない。


　この身体の半分は精霊のものだと思っているからだ。だからこそ、自分は妖精のごとき姿なのである。好きに使ってくれてよいのだ。


　そして今の状じよう況きようも、セラは受け入れている。


　すくなくとも、ここ数日の暮らしに不自由はなかった。料理は美味で、葡ぶ萄どうの果実酒も気に入った。部屋の調度品は見事なもので、小物もすべてに細かな意い匠しようがほどこされていた。しばらくは、ここに滞たい在ざいしてもよいと思っている。


　もっとも、ここ数ヶ月のあいだ、身の回りの世話をしてくれたふたりの少年のことは気がかりだった。セラがいなくなれば、お役目は失敗となり、なんらかの責めを受けるかもしれない。


　ふたりとも真面まじ目めで責任感の強い子であっただけに不ふ憫びんに思う。


「あいにくじゃが、わしは神域に登ったことがない。遠くから見てはいたがのう……」


　セラはユウキ御ご殿てんで暮らしていた頃ころの遠い日々を思いだしながら、ヤクシに答えた。


「いえ、あなたは、かつてそこで暮らしておられたのです。常とこ若わかの王国の永遠の女王サクヤとして……」


「サクヤ？　そのサクヤ殿どのが、わしのなかにいる精霊か？」


「あなたのなかにいる？」


　セラの言葉に、ヤクシの表情がいきなり変わった。


「それは違ちがいますよ。その身体はサクヤ様のもの。妖精となったとき、人としての命は尽つきているのですから」


　こちらを見下しているような威い圧あつ的な口調である。


「あいにく、わしは生きておるわ。姿がすこし変わっただけじゃ」


　セラは憮ぶ然ぜんとした。


「なにゆえ？」


　ヤクシがいらだったように、首を横に振った。


「セラといいましたね？　あなたのなかにいる女王は、なにゆえ、あなたを自由にさせているのですか？　あなたが二度と目覚めぬようにすることもできるはずなのですが……」


「知らぬのう。わしが精霊の声を聞いたのは、カタラ川で溺おぼれたときのみじゃ。わしの意識がないときは、サクヤ殿がこの身体を自由にしているはず。そのおり、訊たずねればよいではないか？」


「女王をお迎えしたあの夜以来、現れぬのです。夜中に何度もお呼びしたのですが……」


「寝ねているところを起こしてもらいたくはないものじゃのう」


　セラは顔をしかめた。


　ヤクシは毎夜のようにセラの部屋にやってきて、女王、女王と繰くり返し呼びかけてくる。そのせいで、目が覚めるのだ。


「ついてきてください……」


　ヤクシが憤ふん然ぜんと言って、セラをうながす。


　セラは従うことにした。


　そして案内されたのは、立派な古木が群生している場所だった。


　この森のあちらこちらには、森の木々とうまく一体化した建物が造られていたが、この一帯だけは、人工物はなく、自然のまま残されているようだった。


　おそらく妖よう精せいたちにとって、神聖な場所なのだろう。


「あの大樹をご覧なさい……」


　ヤクシが古木のなかでも、群を抜ぬいて大きな樹を指差した。


　セラはその雄ゆう姿しを見あげ、そして目を細める。


「どことなくじゃが、精せい霊れい樹じゆに似ておるのう」


「当然です……」


　ヤクシがうなずいた。


「あの大樹は、わたしが精霊樹からひと枝を賜たまわり、この神代樹の森に迎えたものです。偉い大だいなる精せい霊れい神しんダイダラの分ぶん霊れいなのですよ」


「なるほどのう」


　ヤクシの言葉は、納なつ得とくゆくものだった。


　それゆえ、この森は自然豊かで精霊の力が満ちているのだ。


　この森のような妖精の隠かくれ里ざとともいうべき場所が存在しているという噂うわさは聞いたことはある。だが、本当に存在しているとは、誰だれひとり信じていなかっただろう。


「わたしはここに精霊神ダイダラをお迎えしようと思っています。そのときこそ、常とこ若わかの王国は完全に蘇よみがえるのです」


「あの大樹を運べるわけがなかろう？」


　セラは呆あきれたように言った。


「できますよ……」


　ヤクシが微び笑しようする。


　冷たい微笑だった。


　どうやって運ぶのか訊ねようとしたが、それはやめておく。聞いて楽しくなるような話ではあるまいと直感的に思ったのだ。


「できるならできるでよい。して、妖精の王国を蘇らせたとして、おまえはなんとする？」


「我らを裏切り、苦しめた人に、分というものを教えましょうか」


　ヤクシが遠くに視線を向け、わずかに目を細める。


　静かだが、深い憎ぞう悪おが、そこには感じられた。


「千年前になにがあったか、わしは知らん。妖精には妖精の言い分があろうし、人には人の言い分があろう」


「人に、どのような言い分があると？　我らは人を滅めつ亡ぼうから救い、文化を与あたえ、平和な暮らしを与えてきました。ですが、人が治める今のアーシアはどうです？　人と人との争いは絶えず、自然は荒あれ狂くるっています。封ふうじたはずの鬼おにどもの力は強くなり、常とこ闇やみの時代がふたたび訪おとずれようとしています」


「まさしく、そうじゃのう……」


　セラはうなずいた。


　反論の余地さえなく、そう思う。


「まったく、人の愚おろかさには呆れるばかりじゃ。しかしな……」


「しかし、なんでしょう？」


　ヤクシがセラを見つめる。


「それが、人の本ほん性しようというものだから、しかたあるまい」


　セラは事も無げに言った。


　その途と端たん、ヤクシの目が鋭するどい光を放つ。


「そのような理り屈くつで、我ら妖精が納得できると思いますか？」


「できぬであろうな。しかし、人が身勝手で欲よく深ぶかいのは、それが人の本性だからじゃ。鬼の本性が冷れい酷こくで残ざん忍にんなのと同じこと」


「ならば、人も鬼も、このアーシアから消えてなくなればよいですね……」


　ヤクシがひとりごとのようにつぶやく。


「それこそが、神代以前のアーシアの姿なのですから。人は知らぬでしょうが、ダイダラはこのアーシアにもともとおわしたのです。大地を作ったのも、我ら精霊を呼び覚ましたのも。大地と海から植物をわきたたせ、虫をわかせ、常春の世界を作りあげたのです」


「ほう？　ダイダラは天上界から降臨したのではないのか？」


　セラが知っている神代記では、不毛であった天下界にウツヒミ、リトラ、ダイダラの三柱の大神が降臨し、天下界アーシアを創世したと記されている。


「ダイダラとアーシアは、一体なのですよ。ダイダラはアーシアの意思であり、アーシアはまたダイダラの神座でもあるのです。無論、ダイダラは天上界へと昇のぼることもできます。天上神でもあらせられるのです」


「なるほどのう。たしかに神代記でもアーシアに留まるはずであったのは、精霊神ダイダラのみとある。ウツヒミが御み魂たま分けを行い、リトラが鬼き母ぼ神しんと化したことで、三大神がアーシアに留まることになったわけじゃが……」


「その御魂分けこそが、すべての元げん凶きようなのです……」


　ヤクシが、わずかに声を震ふるわせた。


「人や獣けものが魂たましいを宿したことで、このアーシアは狂いはじめました。今、あなたが見ている景色は、神代以前のアーシアでは、どこででも見られたものなのです」


「たしかに、美しいのう……」


　セラはうなずく。


「その美しかった世界を醜みにくく変えたのは、ウツヒミとリトラの子たる人や獣であり、そして鬼どもなのですよ」


　ヤクシがそう言って、自らの掌てのひらを見つめた。


　その手はなにかを摑つかもうとするように曲げられ、指先はかすかに震えている。


「しかし、人が作ったものでも、美しいものはあるぞ。ユウキ屋や敷しきは建物も立派じゃし、庭には四季ごとの美しさがある。この着物も気に入ったが、欲しいと思う着物はシスイの街にもたんとある。人は妖風とは異なる倭わ風の文化を開花させようとしておる」


「それは思い上がりというものです。知識も技術も、すべて我ら妖よう精せいが人に伝えたもの。そなたたちがしているのは、その模も倣ほうにすぎませんよ」


　ヤクシが哀あわれみの視線をセラに向ける。


　セラもしばらく黙だまって、ヤクシを見つめた。


　その顔は端たん整せいで、動作は優ゆう雅がである。セラも行ぎよう儀ぎ作法は幼い頃ころから習っているが、彼ほどには上品に立ち振ふる舞まうことはできない。


「女王がなにゆえ、あなたを選んだのか、不思議でなりません。女王はもっと高貴で、賢けん明めいで、お優やさしくあられた。しかし、その妖よう術じゆつは我ら妖精のなかにあっても比類なく、鬼母神リトラを鬼き神しん石せきに封じ、アーシアに光をもたらした……」


「勝手に比べるでない」


　セラは不ふ機き嫌げんに答えた。


　カタラ川で溺おぼれたゆえ、精せい霊れいはセラに入ってきたのである。だが、それ以前から川に呼ばれていた気もしているのだ。


「女王がなにゆえ、眠ねむったままでおられるのかはわかりません。ですが、いずれは目覚めるでしょう。そのときこそ……」


　ヤクシがそう言い残し、セラに背を向けて立ち去ってゆく。


　セラはしばらくヤクシを見送っていたが、やがて大きくため息をついた。


「人と妖精とは、やはり相あい容いれられぬのかものう……」


　近衛このえも妖精を恐おそれ、憎ぞう悪おしていた。


　そして妖精のほうも、千年前の人妖戦争をいまだ忘れていない。


「さすれば、わしは何者なのじゃ？　妖精のなりをしていながら、心は人じゃ。このアーシアに、わしの居場所はどこにあるのかのう」


　セラは珍めずらしく途と方ほうにくれたように顔をあげる。


　だが、そこに空はなく、樹木の枝葉がこの森を世界から閉とざすように覆おおっていた。
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「爺じじぃ！」


　額の左右に短い角を生やした小こ柄がらな鬼おにが、鬼き神しん石せきを前にして、胡座あぐらをかいて瞑めい目もくしている白はく髪はつの鬼に呼びかけた。


　童どう子じと白びやく老ろう鬼きである。


　童子は右目に刀の鍔つばの眼帯をつけていた。顔や手足の肌はだには、無数の傷きず痕あとが走っている。


　皇こう帝ていタイガが放った光こう刃じんの欠片で受けた傷だ。


　この最強の戦鬼にとっても、決して浅い傷ではない。人間なら、いや上位の鬼でさえ、生きてもどることはかなわなかったであろう。この戦鬼の回復力をもってしても、まだ完全には癒いえていないのだ。


「なんでしょうか？」


　目をわずかに開き、白老鬼が振り返る。


　白老鬼は人にこそその名を知られていないが、神代から生きてきた正しよう真しん正しよう銘めいの神代鬼である。かつては神職にあったが、人に絶望し、鬼母神リトラに仕えるようになった。リトラとウツヒミの二神を、天上界に帰き還かんさせることを自らの使命としている。


　戦鬼たちには敬意を示しているが、白老鬼は鬼神石と交信し、リトラの霊れい力りよくを使い、強力な鬼術を操あやつる。


「婆ば娑さ羅らが──ザオウが神しん域いきに向かったと聞いた。どういうことだ？」


　童子の声や表情は、わがままを言う子供のそれだった。


　しかし、彼が放っている殺気は、鬼神石の近くに群れていた餓が鬼きどもが震えあがって、逃にげだしてゆくほどである。


「婆娑羅様は、ダイダラを奪うばいにゆかれました」


　白老鬼が静かに答えた。


「ダイダラ？　精せい霊れい樹じゆはオレが〝黒こく牙が〟を撃うちこんでおいたぞ。仕留めることはできなかったけどな」


　黒牙というのは、鬼の鍛冶かじ師であるムラジが鍛きたえた呪のろわれた剣けんだ。


「童子の働きで、ダイダラはひどく傷ついたのです。それゆえ再生するため、実となりました。大地に植えれば、新たなる精霊樹となるのです」


「ふうん……」


　童子は不機嫌に鼻を鳴らした。


「その実を奪って、どうしようというんだ？　もしかして、喰くうつもりか？」


「ひと口でも喰おうものなら、我ら鬼とて、ダイダラに心を乗っ取られてしまいましょう。大神の霊力を侮あなどってはなりませぬぞ」


　白老鬼が童子をたしなめる。


「鬼き母ぼ神しんリトラを鬼神石に封ふうぜし妖術の根源は他ほかならぬダイダラ。すなわち、ダイダラの霊力があらば、鬼母神を蘇よみがえらせることも可能なのです。このアーシアに常とこ闇やみの時代が、ふたたび訪おとずれるでしょう」


「母者が力を取りもどしたら、人なんかすぐ滅ほろぶな……」


　童子はつまらなそうに言った。


「オレは人との戦いを愉たのしみたいぞ。強い人を、妖あやかしを、そして鬼をも斬きって、オレはこの世で最後のひとりの者となる」


「それこそが、童子が歩まれる修しゆ羅らの道……」


　白老鬼が満足そうにうなずく。


「鬼母神リトラは、自ら手を下すことはありませぬ。ウツヒミの御み魂たまを鬼母神自らが喰ろうては、ウツヒミが復活することはなくなりますゆえ。ウツヒミの魂たましいを残らず取り込むのは、鬼の王たる童子のお役目です」


「母者がオレの愉たのしみを奪わないなら、それでいい。だが、それは婆娑羅もだぞ。オレが目をつけた相手をひとりでも奪えば、オレはまず、あいつから斬る」


「それはどうなりますやら。婆娑羅様はあらゆる道から外れてなった鬼。道なき道を歩み、自らが求める奇き抜ばつ、酔すい狂きよう、風ふう雅がに生きております。此こ度たびは大神を自らの手に抱いだいてみたいと申され、出向かれました。童子の怪け我がはまだ癒えませぬし、夜や叉しや衆は壊かい滅めつ、そして羅ら刹せつ様があの様ですゆえ……」


「トキノは羅刹じゃない、ただの般はん若にやだ」


　童子は短い牙をむきだし、嫌けん悪おの表情を見せた。


　羅刹は殺さつ戮りくに狂くるってなった戦鬼だが、般若は嫉しつ妬とに狂った女がなる。般若も業ごうの深い上鬼には違ちがいないが、戦鬼ではない。修羅道を歩む童子にとっては、無用の存在だった。


「あいつこそが、最後の一歩になると思っていたのにな」


　ぽつりとつぶやく。


「して、トキノ様は？」


「宴うたげの肴さかなにくれてやった」


　童どう子じはそっけなく答えた。


　神しん域いきから帰ってきたあと、トキノは鬼き気きが抜ぬけ、呆ほうけたようになっていた。そして救いを求めるよう、童子にまとわりついてくる。それがうとましくなり、好きにしていいと、狂きよう宴えんをしていた鬼の群れに突つき放してきたのだ。


「今いま頃ごろは嬲なぶられているか、喰われているか……」


「さて、それはどうでしょうな」


　白びやく老ろう鬼きが、瘦やせた肩かたを揺ゆするように嗤わらう。


　その言葉どおり、しばらくすると、トキノがふらふらと姿を現した。


　人の姿である。着物は乱れ、白い肌はだが露ろ出しゆつしていた。そこから、赤黒い血が滲にじんでいる。鬼の血であった。


　右手には抜き身の剣を持ったままで、左手で真っ黒な長なが櫃びつを棺ひつぎのようにひきずっている。


　そこには、かつて殺した相手から奪った腕うでが収められていた。


「トキノ様」


　白老鬼が、恭うやうやしく平へい伏ふくする。


　一いつ瞬しゆんではあったが、その口くち許もとがほころんでいた。


「楽しい……宴だったわ」


　トキノが微び笑しようを浮うかべると、ひきずってきた長櫃を、乱暴に足あし蹴げりした。


　長櫃が横よこ倒だおしになり、上うわ蓋ぶたが外れる。そして、そこから何十もの腕が転がりでてきた。まだ斬ったばかりで、赤黒い血を流している。


「鬼気を取りもどしたんだな？」


　童子は笑いかけた。


「取りもどしたんじゃ……ないわ」


　トキノがぼんやりと童子を見つめる。


「捨てられなかった……の。人として……死のうと思ったけど、鬼の手が、わたしの肌に触ふれた途と端たん……」


「狂われましたか？」


　白老鬼が顔をあげて、トキノに訊たずねた。


　トキノがこくりとうなずく。


「それで、おまえは般若なのか？　それとも？」


　童子はひとつ歯の下げ駄たでぽんと跳はねると、トキノの近くに寄った。


　トキノの視線がゆっくりと童子に向けられた。


「わたしは……半はん端ぱだった。女としても、武ぶ使しとしても。剣けん聖せいクオンに近づきたくて、超こえたくて、抱かれたくて、殺されたかった……」


　だから、トキノは狂ったのだ。


　そして鬼となった。


「わたしは、やっとクオンを手に入れた。だけど、クオンは鬼にならなかった。人の血を飲んでも、肉を喰らっても、鬼き神しん石せきに磔はりつけにしても、鬼どもの狂宴を見せても……」


「ふん……」


　独白するようなトキノの言葉に、童子が短く鼻を鳴らす。


「無論、クオンのなかにも、鬼は棲すんでいた。だって、人だもの。でも、クオンには、たったひとつ捨てられないものが……あったわ。それが、ユウキの妖よう精せい姫き。あの女を……あの女を守るため、クオンは他ほかのすべてを捨てた。自らのなかに棲んでいた鬼さえも……」


「なにが言いたいんだ、トキノ？」


　童子はいらいらとトキノを睨にらみつけた。


「童子、あなたはね……クオンが捨て去った鬼なの。クオンがまだ子供だったとき、この世のすべてを憎ぞう悪おし、この世など滅ほろびればいいと心のなかで叫さけんでいたときの……」


「だから、どうした？」


　童子はどっかりその場に腰こしをおろし、胡座あぐらをかいた。そして頰ほお杖づえをつく。


「爺じじぃは、あの男からオレを抜きだして、魂の入っていない赤子のなかに入れたんだろ？　そして、オレはオレを孕はらんでいた女の腹はらを裂さいて産まれてきた」


「この爺にしても、なかなか難なん儀ぎいたしました……」


　白びやく老ろう鬼きがふたたび肩を揺らして嗤う。


　そして白老鬼の細い目が、鬼神石に転じられた。そこにはひとりの男が縄なわでしばりつけられ、ぐったりとしている。


　剣聖クオンだった。


　中ちゆう海かいで鬼どもとともに海に落ちたところを捕とらえ、この地に運んできたのである。


　そして鬼にならせるべく、あらゆることを試みた。


　だが、ならなかった。


　トキノが言ったとおり、すべてを捨てても守らねばならないものが、クオンにはあったからである。


　だから、白老鬼は鬼術を使い、クオンの魂たましいを切りだすことにしたのだ。彼のなかで捨てられ膝ひざを丸めていた彼が童子であった頃の魂を。


　それは純じゆん粋すいな憎悪であり、恐おそろしいまでに業ごうが深かった。


　そしてクオンは強固な意志で鬼になることを拒きよ絶ぜつしていたがゆえ、自らに棲む鬼の部分はなかば遊ゆう離りしかけていた。


　白老鬼はそこにつけいったのである。


　鬼神石から漏もれだす鬼き母ぼ神しんリトラの霊れい力りよくをすべて使し役えきし、クオンの魂の分ぶん霊れいを成功させた。そして産まれるまえの御み魂たまを宿していない赤子に移い封ふうしたのだ。


　クオンと童どう子じの魂は、実は今も見えざる緒おで繫つながっている。クオンは童子であり、童子はクオンである。ひとつの魂が、ふたつの肉体に宿っている。


　だが、クオンの肉体は、眠ねむりについたまま目覚めることはない。


　生と死の狭はざ間まにおいているからだ。


　だが、その状態が、いつまで保もつかはわからない。白老鬼はあらゆる技わざと術を施ほどこし、クオンをぎりぎりで生かし続けている。


　クオンが死ねば、童子も死ぬからだ。その逆がどうなるかは、白老鬼も予測がつかない。ともに死ぬか、あるいはクオンに還かえってゆくのか。


　いずれにせよ、そうなれば、クオンは用済みである。


「人として死ねなかったのだから、わたしは鬼として、生きるわ……」


　磔にされているクオンに向かって、トキノが誓ちかうようにぽつりと言った。


「羅ら刹せつとしてか？　般はん若にやとしてか？」


　童子は問いかける。


「わから……ない」


　トキノが困こん惑わくするように首を横に振ふった。


「おまえは本当に、うざい女だな。迷うぐらいなら、オレがここで止めてやる。おまえの鬼道はそれまでだ」


「奇き遇ぐうね……」


　トキノが妖あやしい笑えみを浮うかべた。


「わたしも……そう思ってたの。あなたを斬きれば、答がわかる……かしら」


「オレに、勝てるって？」


　童子は胡座をかいたままの姿勢で跳とびあがると、くるりと後ろに蜻蛉とんぼを切って立った。


「勝てるわ。今のあなたなら……」


　トキノが気け怠だるそうにうなずいた。


「だから、今はやめておく。あなたの傷が癒いえたら、わたしは、あなたに死合いを挑いどむ。あなたを殺したら、わたしが道を極め、鬼の王に、なるわ」


　そう言い残し、童子に背を向ける。長なが櫃びつはその場に残したままだ。


　童子は、彼女を止めなかった。いずれ向こうから挑んでくるのである。


　あわてる必要はない。


「愉たのしみにしておりますぞ……」


　白老鬼がトキノに声をかけた。


「戦いくさに狂くるうあなた様の姿は、この爺が見た鬼のなかでも、もっともお美しくあられますゆえ」


　トキノは答えなかった。


　酒に酔よったような足取りで、東とう荒こうの荒こう野やへと立ち去ってゆく。


　その足は、西を向いていた──
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　ヒエンはスズリひとりをともなって、神しん域いきへと登った。


　今回は執しつ政せい家の紹しよう介かい状は持参しなかったが、神域南なん面めん火か鳥ちよう門もんの守護ミクマとは、鬼き道どう衆しゆうの襲しゆう撃げきのおり、ともに戦った間あいだ柄がらである。快く神域へと通してくれた。


　山道を登り、ヒエンはまず、先の近この衛え神しん明めい流りゆう当主ツツイの墓に参る。小さな石せき碑ひを綺き麗れいに洗い、花と菓か子し、それに茶を供える。


　それから、皇こう帝ていタイガが住まう宮きゆう殿でんへと向かった。


　宮殿の背後には、精せい霊れい樹じゆダイダラの雄ゆう姿しがある。しかし精霊樹はいまや葉をすべて落とし、幹や枝は錆さびついたような色となっていた。


　その枝のひとつに、小さな球形のものがぶらさがっていた。そしてそこからは、虹にじ色いろの霊れい光こうが発せられている。


（あれが、精霊樹の実か……）


　ヒエンは心のなかでつぶやいた。


　今の精霊樹の姿は禍まが々まがしく感じられたが、その実だけは神こう々ごうしく見える。


　宮殿につくと、宮殿警護の近この衛え奇き巌がん流りゆうの新当主が、ヒエンとスズリの行く手を塞ふさいだ。しかし、先の執政代行シオンに会いに来たというと、すぐ通してくれた。


　ふたりとも先の鬼道衆との戦いで、近衛の武ぶ使したちのあいだでは、名が知られている。もっとも、ヒエンについては「ユウキの無礼者」という呼び名のほうが広まっているらしく、会う人、会う人にそちらのほうで呼ばれる。


「ちょうどよいところに来たな」


　先の執政代行であり、今は人質としてこの宮殿で暮らしているユウキ・シオンが、ヒエンとスズリのふたりを自室に迎むかえ入れて言った。


「ちょうどいい？」


　ヒエンが従姉いとこである女性を見つめる。


「そちらで、ゆっくりと話そう」


　シオンが妖風の長なが椅い子すを勧すすめ、ヒエンとスズリは並んで腰こしをおろした。座ざ布ぶ団とんも敷しいていないのに、長椅子はふわふわで、尻しりのあたりがむずがゆい。


　スズリはひどく緊きん張ちようしており、その顔が石のように強こわ張ばっている。うっかり触さわれば、粉々に砕くだけそうだった。彼女はそれなりに老舗しにせの商家の生まれなのだが、上流階級の人々を前にすると臆おくするらしい。


　シオンは三人分の茶を点たてると、長椅子のまえにある硝子ガラスの卓たくに置いた。


　そして、ヒエンたちと向かいあって座る。


「精霊樹ダイダラが、実をつけたのだ。そして鬼の刀を埋うめこまれた傷から流れる樹液は止まりつつある」


　話を切りだしたシオンの表情は厳しかった。


「精霊樹ダイダラは枯こ死ししようとしているのかもしれぬ。それゆえ、叔母おば上うえの具合を案じていたのだ」


「一時よくなりかけたんだが、今はあまりよくねぇんだ。それで精霊樹の様子を見に来たんだが……」


　ヒエンは慎しん重ちように言葉を選んで答えた。


「なるほど、わたしの話を聞いても、さほど驚おどろかなかったのは、そういうことか」


　シオンが納なつ得とくしたようにうなずく。


　それは逆に言えば、ヒエンの反応に疑いを抱いだいていたということである。


（まったく油断ならねぇぜ）


　この従姉には、うっかりすると心の底まで見み透すかされそうだ。


「叔母上に、もしものことがないとよいが……」


　シオンが祈いのるように天を仰あおぎ、しばし目を閉じる。


　本気で、セラのことを心配してくれているようで、ヒエンは嬉うれしかった。そんな彼女を欺あざむこうとしているのを心苦しく思う。


「セラのこともだが、精霊樹が枯かれたら、他ほかにどんな影えい響きようが出ると思う？」


　ヒエンは話題をそらしたくて、そう訊たずねてみた。


「世の中のことまで心配するとは、おまえらしくないな」


　シオンが薄うすく目を開き、突つき刺さすような視線を向けてくる。


「オレだって、普ふ通つうに世の中のことは気になるぜ。ただ、自分じゃ、なにもできねぇからな。心配したって、どうしようもないって思ってるだけだ」


　ヒエンは冷や汗あせが滲にじんでくるのを感じながら答えた。


「まあ、よい……」


　シオンの表情がふっと和やわらぐ。


「精霊樹ダイダラは妖よう精せいの力の源だという。ならば、妖精の復活を心配する必要はなくなろう。だが、それは我ら人だけで、鬼と戦わねばならないということでもある。しかも精霊樹は自然の力の源でもあるゆえ、アーシア各地に発生する天災はますます厳しくなるはずだ。土地神の祭さい祀しを徹てつ底ていさせ、災さい厄やくをすこしでも抑おさえなければならないのだが……」


　シオンが自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべた。


　かつての執政家であれば、命令ひとつで全国が動いただろう。だが、今はその力はない。


「祭祀で思い出したが、聖せい都とナユタのウツヒミ大だい神じん宮ぐうで、ひと騒そう動どうあったようだな。新しい大だい宮ぐう司じから使者が来て、先年の帝てい都と侵しん攻こうのことも含ふくめ、正式な謝罪があった。その一件に、おまえもかかわっていたそうだな？」


　シオンが唐とう突とつに話題を変える。


「たいした力にはなれなかったけどな……」


　ヒエンはため息をつくと、事の次し第だいをぽつりぽつりとシオンに語っていった。


　シオンは無言のまま、長い話を聞き終える。


　そして言った。


「ひとりの女を助けるためだけに、大神宮と戦ったということか？　あいかわらず、おまえは志が低いな……」


　言葉は厳しかったが、シオンの表情は穏おだやかである。


　責めているのではないと、ヒエンにはわかった。


　しかし──


「お、お言葉ですが、ヒエンはナノハ様が祟たたり神を使し役えきしようとしていたにもかかわらず、彼女が正しいと即そく座ざに見み抜ぬき、命いのち懸がけでお守りしました。ヒエンの決断がなければ、この世と人は終わっていたかもしれません」


　それまで石のように固まっていたスズリがいきなり口を開き、早口で反論した。


　シオンが驚いてスズリを見つめる。


　ヒエンも同様だった。この武術の弟で子しからは罵ば倒とうされることはあれ、擁よう護ごしてもらえるとは思ってもいなかったからだ。


「そうだな……」


　シオンが微び笑しようを浮かべ、スズリにうなずきかえす。


「志の高い者が道を誤ることほど、恐おそろしいものはない。こたびの神宮の騒そう乱らんなど、その典型といえよう。先の大宮司ミロク、今後も警けい戒かいせねばなるまいな」


「もし出会ったら、オレがこの手で斬きってやるぜ」


　ヒエンは声に力を込めた。


　神しん霊れいになったとはいえ、テマリが殺されたことに変わりはない。


　その仇かたきは討うたねばならないし、シオンが言うとおり、ミロクという男は生かしておけばなにをしでかすかわからない恐ろしさがある。


「とりあえず、よくやってくれた。おかげで、ウツヒミ大神宮との和解は成立した。今後は、帝てい国こくの力となってもらわねばな」


　シオンがそう言って、ほくそ笑んだ。


「神宮に対し、優位な交こう渉しようができたのか？」


「おまえが、我が従弟いとこであることが、初めて役に立ったよ」


　ヒエンの問いに、シオンが満足げにうなずく。


「そんなことまで……」


　交渉の材料にしたのかと、ヒエンは呆ぼう然ぜんとなる。


「使えるものはすべて使う。使えぬと思われるものでも、工く夫ふうしだいということだ」


　シオンのその言葉に、ヒエンはなにも言う気がしなくなった。


（これぐらいでなけりゃ、帝国の統治などやってられないんだろうな）


　先代の執しつ政せいハサイも相当な人物であったと聞くし、シオンも弟のハイマも、ヒエンが足あし下もとにも及およばないほど賢かしこく、思し慮りよ深い。


　そんなユウキ家でさえ、帝国の衰すい退たいをとどめることができないでいるのだ。


　政まつりごととは、それほどに難しいものなのだろう。


　そのときだった。


「ユウキの無礼者が来てるそうだな？」


　突とつ然ぜん、部屋の扉とびらが開いて、ひとりの男が姿を現した。


　長身瘦そう軀くで、荒こう野やの大地のように赤い髪かみをし、ゆったりとした毛皮の外がい套とうをまとっている。長い両りよう腕うでをだらりと下げ、黒光りする鞘さやに収められた剣けんを左に持っていた。


　今上皇こう帝ていタイガその人である。


（なんで皇帝が？）


　ヒエンは弾はじかれたように立ち上がり、一礼した。部屋のなかの空気は冷えているが、じとりと背中に汗あせがにじんでゆく。


　スズリにいたっては身動みじろぎもできず、長なが椅い子すに座ったまま皇帝を見つめていた。魂たましいが抜ぬけたような表情をしている。


「陛下からお越こしいただけるとは珍めずらしい……」


　シオンが優ゆう雅がに立ち上がって皇帝に微笑ほほえんだ。


「用もないのに、女の部屋を訪ねるわけにはいかねぇからな」


　タイガが答え、空いていたシオンの隣となりの席にどっかりと腰こしをおろす。


「それでは、今日は御ご用ようがおありで？」


　シオンが皇帝のための茶を点たてながら言った。


「この無礼者にな」


　タイガがそう言って、ヒエンに視線を向ける。


「な、何用でしょう？」


　ヒエンもスズリのように硬こう直ちよくした。言こと葉ば遣づかいもあらためる。


　帝てい都とに来るまでは、普ふ通つうに敬語も使っていた。しかし、いろいろ両親に騙だまされていたことを知り、それまでの生き方を変えたのである。不思議なことに、いったん今の言葉遣いに慣れると、こちらのほうが自分らしいと思うようになった。その後は誰だれに対してもこれで通してきたが、この皇帝に対してだけは例外である。


「おめぇ、オレの光こう刃じんを受けられるか？」


「光刃……ですか？」


　ヒエンは呆然とする。あまりにも唐とう突とつな問いかけだった。


「受けたいとは思います。ですが、正直、自信はありません。何度か見せていただいて、間を摑つかめば、あるいは……」


「稽けい古こをして、受けられるようになってもなぁ」


　タイガがつまらなそうな顔をする。


「それに、オレは光刃を放つとき、間など気にしちゃいねぇ。あれは高まった気を、そのままぶつけるものさ。しかも、手加減などできねぇからな。一度でも受け損そこなえば、命はねぇぞ」


「そうですか……」


　だとすれば、死ぬしかない。無論、仕合というなら、その覚かく悟ごはしよう。だが、今、この皇帝と戦っても、仕合になどならない。為なす術すべもなく、斬られるだけだ。さすがに、それでは無む駄だ死じにである。


　しかし、童どう子じと戦い勝つためには、近衛このえ最強の武術とされる光刃さえも受ける必要があるのかもしれない。


「いずれ、挑いどませてくださいませんか？」


　ヒエンはそう言って、皇帝に丁てい寧ねいに頭をさげた。


「その気になったら、いつでもこい」


　タイガが鷹おう揚ようにうなずく。


「あの童子とかいう鬼おには、オレの光刃を受けた。オレの気の高まりを感じ、ほとんど完全に合わせてきた。次に光刃を放てば、木こ霊だまとやらで返されるか、不ふ動どうとやらで止められるかするかもしれねぇ。まったく、ぞくぞくするぜぇ」


　タイガは口の片かた端はしをつりあげ、目を爛らん々らんと光らせた。手がなにかを捜さがすように動いている。熱風が吹ふき寄せてくるような気を感じた。


「童子は、神しん明めい流りゆうを極きわめています。それも、我が父クオンの神明流をです。父になにがあったのかはわかりません。それを確かめるため、いずれ、わたしは鬼どもの本ほん拠きよへ向かうつもりです」


　ヒエンは静かに決意を述べた。


「剣聖クオンか……戦ってみてぇなぁ」


　タイガが遠い目をする。


「オレは剣聖がいなくなった空位を埋うめるために、神しん域いきへ招かれたようなもんだ。生きてるのなら、一度は仕合をしとかねぇとな」


　それはぜひ見てみたい、とヒエンは武ぶ使しとして思った。


　だが、仕合であっても、どちらかがかならず死ぬことになろう。父は失いたくないし、この皇帝にも死んでほしくない。


「陛下……」


　シオンが咳せき払ばらいをしてから呼びかけた。


「仕合に飽あき、戦いくさに飽き、光刃を振ふるうことにさえ飽きた。それゆえ陛下は皇こう帝ていになられたのでしょう？　そして皇帝でいることにも飽き、一時は神域を出しゆつ奔ぽんし、帝都の酒宿で居い候そうろうなどされていたではありませんか？　陛下は愛用の光こう刃じん剣けんそのものです。その刃やいばは普ふ段だん、なまくらかもしれませんが、ひとたび輝かがやけば、大勢の人が死にます」


「そうだったな……」


　タイガが苦く笑しようする。


「飽きてよかったんだろうな。あのままだと、オレは鬼になっていたかもしれねぇからな」


「鬼……ですか？」


　ヒエンはびくりとなった。


「あの童子とかいう鬼と同じ戦鬼になぁ。オレが歩んでいた道は、間ま違ちがいなく奴やつと同じだ。戦ってみて、はっきりとそう思ったぜぇ」


「羅ら刹せつ鬼き……トキノも元は近衛の武使だと知りました。夜や叉しや鬼きも武術の外げ道どうに堕おちた鬼だと神代記に書いてあります。わたし自身、怒いかりのあまり己おのれを見失いかけたことがあります。そのときは、このスズリが止めてくれましたが……」


　ヒエンが視線を向けると、スズリはあわてたように首を横に振る。


　話を向けるなと言いたいようだ。気を消して、置物でいようと決めていたのだろう。


　だが、そのときには皇帝の目は、スズリに注がれていた。


「おめぇの噂うわさも聞いてるぜ。激しい剣けんを使うそうじゃねぇか？　天てん元げん流りゆうのミクマが残念がっていた。もうすこし早く出会っていれば、自分の一門に迎むかえて、鍛きたえてやりたかったとな」


「そ、それは、わたしの剣がもうかたまっているということでしょうか？」


　スズリが恐おそる恐る皇帝に訊たずねる。


　それが彼女のいちばんの不安なのである。


「さあ、どうだろうなぁ。武術というのはおもしろいもんでなぁ。もの凄ぇ勢いで伸のびていた奴がぴたりと止まることもありゃあ、ゆっくりとしか伸びないがいつまでも止まることがない奴もいる。そうかと思えば、もう限界だと思っていた奴が、いきなりひと皮むけることもあるしなぁ。素質と努力と運しだいだろうな」


「は、はぁ……」


　スズリがわかったようなわかっていないような曖あい昧まいな表情でうなずく。


「まあ、心配するな。こいつと一いつ緒しよにいるようじゃあ、そう長生きもできまい。いつまで生き延びられるかが、今の答になるだろうよ」


「さ、さようですか……」


　スズリが頭を下げ、タイガに礼を述べた。


　ヒエンといると長生きできないという言葉を気にした様子はない。それは覚かく悟ごしているところだからだろう。


　ヒエンは何度も忠告したが、酔すい狂きようなことに、彼女はいつもついてきた。今ではいちいち訊ねる気もしない。


　そしてスズリはもはやヒエンと一いち蓮れん托たく生しようの運命である。タイガが示し唆さしたとおり、強くなるしかないのだ。さもなければ、鬼に殺されるだけである。


「まあ、あれだな。鬼というのはなるものだ。つまりは、生まれたときから、自分のなかに棲すんでいるんだろうさ。だが、そう簡単にはなるもんじゃねぇ。人の道ってのも、なかなか踏ふみ外はずせるもんじゃねぇからな。だが、オレたち武使が歩んでいるのは、人の道じゃねぇ。だから、簡単にあっち側に転んじまうんだろうよ。このあいだの戦いは、だから愉ゆ快かいだったのさ。あっちに行った奴と、こっちにとどまっている奴の戦いだったからな」


　タイガがそう言って、ぬるくなっていた茶をひと息に飲みほした。


　そして空になった湯飲みを、シオンに差し出す。


　シオンが立ち上がって、新しい茶を点たてる用意を始める。


「茶もいいが、酒はねぇのかよ？」


　タイガが不満そうに言った。


「まだ日が高うありますゆえ、今はご自重ください。夜になれば、良い肴がありますので」


　シオンが振り返って、たしなめるように言う。


「そうだったな……」


　タイガが苦笑を浮うかべ、シオンが差し出した熱い茶をずずっとすする。


「では、愉たのしみは夜にとっておくとしよう。おまえも、つきあうんだぜ」


「無論です」


　タイガに誘さそわれ、シオンが嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


　このふたりは男と女の関係であるとの噂がある。ふたりのやりとりから、ヒエンもそういう雰ふん囲い気きを感じることもある。


　女の武器を使って皇帝に取り入り、神域での立場を強くしようとしていると勘かんぐる者もいることだろう。だが、シオンにかぎっては、それはないとヒエンは確信していた。


　だとすると、シオンは本当にタイガのことを愛していることになる。


　だが、タイガはシオンの父ハサイを戦いくさで敗り、その命を奪うばった当人なのだ。しかも、シオンはそのとき、その場にいたと聞く。


　遺い恨こんはないのかと疑問に思う。


　シオンは冷れい徹てつなところもあるが、愛情深い一面もときおり見せる。毅き然ぜんとしていながら、ときどき愛らしさも覗のぞかせる。油断ならないが、この聡そう明めいで美しい従姉いとこに、ヒエンは敬意も好感も抱いだいていた。


　彼女を裏切るようなことはしたくない。


　だが、セラを見捨てておくわけにもゆかないのだ。


　精せい霊れい樹じゆの実を盗ぬすんで運びだすという決意は変えられない。だが、それが人にとって災いとならないよう全力を尽つくそうと、ヒエンはかたく誓ちかった。





　　　　２




　神しん域いきの夜は、静かに更ふけていった。


　ヒエンはシオンの厚意で、宮きゆう殿でんに一室を与あたえられ、床とこについていた。しかし一いつ睡すいもすることなく、全神経を張りつめ、宮殿内外の気をうかがっていた。宮殿警護の武ぶ使しの見張りの配置、巡じゆん回かいの間かん隔かくなどを計っていたのである。


　幸いなことに、見張りや巡回は、おもに宮殿への侵しん入にゆう者に対するもので、いったん中に入れば、さほど厳重ではなかった。


（これなら、いけるぜっ）


　確証を得たヒエンは、夜半を過ぎた頃ころ、行動に出た。


　同時に隣となりの部屋にいたスズリの動く気配も感じる。


　ヒエンは中庭に面した窓を開くと、身を躍おどらせた。砂利じやりが敷しきつめられていた庭に、ほとんど音もたてず着地する。


　すこし遅おくれて、スズリも窓から中庭へ降り立った。


　ふたりはうなずきあうと、全速力で中庭を駆かけ抜ぬけ、裏庭へとまわる。


　そして宮殿裏庭にそびえる精せい霊れい樹じゆダイダラにたどりつく。


　ヒエンは用意していた鉤かぎを手足にはめ、そそりたつ巨きよ大だいな塔とうのような精霊樹の幹を猛もう然ぜんと登りはじめた。走るのと、そう変わらないぐらいの速度である。スズリには精霊樹の下で、周囲を警けい戒かいしてもらう。


　登ってみると、精霊樹の高さが、否いや応おうなく実感できた。いくら登っても、目指す枝にたどりつかない。やがて、手足が張ってくる感覚があった。


　筋肉が痙けい攣れんを起こしては大変なので、ヒエンは登る速度をすこし落とす。一気に登りきるというのは、さすがに無理があった。


　想像していたよりも遥はるかに長い時間を要した後、ようやくたどりつく。


　そして実がなっているところまで、枝を渡わたってゆく。枝とはいっても、巨大な柱を横に渡したほどの太さがある。


　だが、風が強く、枝はかなり揺ゆれていた。


　これほどの高さに登ったのは、生まれて初めてである。


（下が見えなくて、かえってよかったぜ）


　ヒエンは身体からだの均きん衡こうをとりながら、慎しん重ちように進んでゆく。


　目指す先には、精霊樹の実が放つ虹にじ色いろの輝かがやきがあった。


　実は枝のかなり先せん端たんのほうについている。枝が分かれるごとに、枝の太さも細くなり、風に揺られるだけでなく、上下にしなるようにもなってきた。


　ヒエンは気を張りつめ、息を整え、一歩一歩、足あし下もとを確かめながら進む。


　ようやくたどりついたときには、全身に汗あせをかいていた。ここまで来ると、精霊樹の実が放つ霊れい光こうに目が眩くらみそうである。


　ヒエンは用意してきた鉤かぎ縄なわを足下の枝に回し、しっかりと結んで固定させた。


　そして、縄なわの端はしを口に咥くわえてから、残りを下に垂らす。そして両手で縄を伝って降りる。


　精霊樹の実は、枝からヒエンの背の丈たけほど下がったところにあり、さながら巨大な胡桃くるみのようであった。


　大きさは、ひと抱かかえほどもある。固かたい殻からに包まれており、手で持ち上げてみると、ずしりと手て応ごたえがあった。


　ヒエンは精霊樹の実に何重にも縄をかけ、全体をくるむような特とく殊しゆな結び方を施ほどこしてゆく。片手で自分の身体を支えながらの作業であり、しかも、風や自分の重心の移動で縄は絶えず揺れた。


　なかなか思うように縄をかけられない。自らの身体を支える左ひだり腕うでが、徐じよ々じよに痺しびれはじめてきた。力が抜け、手が離はなれれば、それまでである。


　ヒエンは焦あせる気持ちを抑おさえ、慎重に作業を続けた。


　ようやく満足いくぐらいに縄がかかり、ヒエンは今度は自分の身体に縄を回し、精霊樹の実を背負えるようにする。


　それから、腰こしに差してあった鳳ほう翼よくを抜くと、覚かく悟ごを決めてから実を枝から切り離した。


　備えてはいたが、肩かたにぐっと重みがかかり、縄がきつく食いこむ。実の重みで縄を摑つかむ手が滑すべり、身体が背せ丈たけの半分ほどもずり落ちた。鳳翼を口に咥えると、縄を両手で摑みなおし、刃やいばを嚙かみしめて重みに耐たえる。


　そして呼吸を整えてから、縄をつたってよじ登っていった。枝までのわずかな距きよ離りが、ひどく遠く感じられる。


　なんとか枝にはいあがり、ヒエンは荒あらい息をついた。


　掌てのひらの皮は破れ、肩に食いこんだ縄がひどく痛む。だが、ゆっくりとはしていられなかった。


　ヒエンはふたたび枝を伝って幹までもどり、手足に鉤をはめ、気が遠くなるような高さを今度は降りる。


　地上に降り立った頃には、東の空がわずかに明るくなりつつあった。急いで神しん域いきを離れなければ、追っ手がかかるのは間ま違ちがいない。


「遅おそかったではないか？」


　スズリが近くの物もの陰かげから厳しい表情で現れた。


「これでも、できるかぎり急いだんだぜ。この実の大きさを見やがれ。しかも、まるで岩でできてるかと思うぐらいに重いんだぞ？」


「わたしが持とうか？」


　スズリが精せい霊れい樹じゆの実を一いち瞥べつしてから言う。


「いや、急ぎてぇから、オレがこのまま持つ。おまえは、もし、追っ手がかかったら、ひと暴れして時間を稼かせいでくれ」


　ヒエンはスズリに答えた。


「わかった……」


　スズリが素す直なおにうなずくと、厚手の大きな布を精霊樹の実にかけ、霊光が漏もれぬよう丁てい寧ねいに包んでゆく。


　そしてふたりは闇やみにまぎれて、走りだした。





　その一部始終を窓から見下ろしている者がいた。


　皇こう帝ていタイガである。裸はだかの上半身に毛皮の外がい套とうをはおっている。右手には酒しゆ盃はいが握にぎられていた。


　そして、その側には、昼間と異なり、ゆったりとした着物をまとったシオンの姿もある。


「なるほど、いい酒の肴さかなだ。あれほどの大仕事を、夜中、ひとりでしてのけるとはな。おめぇが教えてくれなかったら、オレは今いま頃ごろ、布ふ団とんの中だ。いい見せ物を見み損そこなうところだったぜ」


　タイガがひとしきり笑う。


「お恥はずかしいかぎり……」


　シオンはタイガに頭を下げた。


「手の者からの報しらせを受けたときには、わたしもさすがに驚おどろきました。我が従弟いとこが、この神域で盗ぬすみを働こうとは。しかも、帝てい国こくの運命を左右するかもしれない重大なものを」


「で……、あのまま逃にがしちまっていいんだな？」


　タイガの声がわずかに低くなる。


　窓には黒光りする鞘さやに収められた光こう刃じん剣けんがたてかけられている。


「すぐ検け非び違い使しを差し向けます。そうでなければ、かえって怪あやしまれますから。しかし、ヒエンが易やす々やすと捕つかまるとは思えません。また、そうでなければ、意味がありません。あの精霊樹の実が運ばれる先は、妖よう精せいの王国。それが何処どこにあるか確かめることこそが、我ら近衛このえにとってもっとも重要ゆえ。恐おそれながら、陛下には戦いくさのお覚悟を願います」


「身内を囮おとりに使うわけか？　おめぇなら、他ほかの手立てだって、考えてやれただろうに」


「我が従弟は、あまりにも志が低く、我が手て駒ごまとして使えません。しかし、使えぬものも工く夫ふう次し第だいゆえ……」


　シオンは表情ひとつ変えずに言った。


「つくづく怖こえぇ女だな」


　タイガが顔をしかめる。


「恐れ入ります……」


　シオンは微び笑しようを浮うかべ、タイガに向かって一礼した。


「おかげで、陛下を退たい屈くつさせずにすみます。これからも陛下に寵ちよう愛あいいただけるよう、底の知れぬ女でありたいと思います」


　シオンの言葉に、タイガが苦く悶もんにも似た表情を浮かべ、手足のやり場がないとでもいうように落ち着きなくその場で動く。


　しかし、しばらくして、苦く笑しようを浮かべると、シオンのもとへとやってきた。


　シオンはゆっくりと手を広げる。そして次の瞬しゆん間かんにはタイガに抱だきすくめられていた。


　シオンもタイガの背中に手を回すと、胸にたまっていた息を吐はく。


「検非違使に知らせなくては……」


「あとでいい。今、騒さわぐと、あいつらが神域を抜ぬけるのも難なん儀ぎになるからな」


「承知しました……」


　シオンはかすれた声で答えると、身体からだの力を抜いて、タイガの腕うでのなかに身を委ゆだねた。
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　ヒエンとスズリは、明けゆく空を目指すように、神しん域いきの山道を東へと降りていた。


　途と中ちゆう、何人かの近衛このえと出会い、夜間に大荷物を背負って走っている理由を問われたが、執しつ政せい家の急用だと答え、懐ふところから書状を取り出して見せる。無論、偽にせ物ものだ。


　しかし、ヒエンは〝ユウキの無礼者〟として近衛のあいだでは名が知れているから、執政家の名を出しても疑われることはなかった。


「ユウキの家名にどんどん泥どろを塗ぬっている気がするぜ」


　ヒエンはため息をついた。


「それは、気のせいではないな……」


　スズリが笑う。


「だが、ヒエンと違ちがい、セラ様は正しよう真しん正しよう銘めい、執政家の姫ひめ。その姫を救うためなのだから、執政家の急用というのも、あながち噓うそではあるまい？」


「そうかもしれねぇが、運び出そうとしているものが、とんでもねぇからな」


　ヒエンが背負っている精せい霊れい樹じゆの実には、精せい霊れい神しんダイダラの御み魂たまが宿っているのである。


　これを然しかるべき地に植えれば、新たな精霊樹に育つという。


　背後にそそりたつ精霊樹は、もはや空うつ蟬せみも同然なのだ。


　それは同時に、ここが神域とされる理由も、それを千年守り抜いてきた近衛の存在をも否定することなのだ。


　今いま更さらながら、事の重大さを思い知らされる。


「精霊樹が復活したら、いにしえの妖精はかつての妖よう術じゆつを取りもどす。もし、妖精がふたたびオレたち人間を支配する時代がくるとしたら、オレの名は、人代記の終わりと第二妖代記のはじめに長々と書かれることになるだろうな」


「正しいと思って、していることなのだろう？　後世の評価など、気にすることはあるまい？」


「他人ひと事ごとだと思いやがって……」


　ヒエンは顔をしかめる。


「他人事なものか！　おまえとともにいるのだから、わたしとて同罪だ。おまえとともに汚お名めいを記されることになるのだぞ？」


「それが嫌いやなら、ついて来なければよかっただろう？」


「今回は、ヒエンがついて来いと言ったではないか？」


　スズリが憤ふん然ぜんと言った。


「そういや、そうだったな……」


　なにがあってもスズリはついてくるから、いつのまにか、それが当たり前になっていたのかもしれない。


　ここはスズリを労ねぎらっておこうと、ヒエンは思った。


「ひとりじゃ難しいと思ったからな。スズリがいてくれて助かったぜ」


「わたしは、なにもしていないが？」


　スズリが不満そうに返してきた。


　たしかに彼女は、ヒエンが精霊樹の実を取って降りてくるのを待っていただけである。


「そうかもしれねぇが、ひとりじゃ、心こころ許もとなかったんだよ」


　なにがあってもおかしくなかったし、これからもなにが起こるかしれないのだ。


「つまり、わたしがいて、心強かったということだな？」


　スズリが勝ち誇ほこったように言って、ふふんと鼻を鳴らす。


　小こ癪しやくなことを言うと、ヒエンは思ったが反論はしなかった。


　闇やみの向こうに、篝かがり火びの炎ほのおが見えたからである。


　神域四方陣じん東とう面めん蒼そう龍りゆう門もんであった。


　最後にして最大の関門である。


　そこを抜けないかぎり、神域の外へは出られないのだ。





　ヒエンは速度を落とし、普ふ通つうに歩いて蒼龍門に近づいていった。


　ここまでは急ぎを装って切り抜ぬけてきたが、ここはそうもゆくまい。ある程度、吟ぎん味みされるのは、覚かく悟ごしなければならない。


　いざとなれば、強ごう引いんに突とつ破ぱするつもりだった。


　ヒエンは覚悟を決めると、門衛に挨あい拶さつし、名乗りをあげる。


「おまえが噂うわさのユウキの無礼者か？　こんな時間にどうした？　それにここは東門だぞ。シスイに行くなら、南門だろう。夜道で間ま違ちがえたか」


　門衛のひとりが笑いながら、近づいてきた。


「子細はこいつを見てくれ」


　ヒエンが言って、懐から書状を取り出す。


　書状にユウキ家の家か紋もんが記されているのを見て、門衛の表情がひきしまった。


　現執政ハイマから姉シオンに宛あてた手紙を装っている。文面はヒエンが考え、達筆なアモンに書いてもらった。花押はヒエンが神域に行くときにもらった紹しよう介かい状にあったのを真似まねてもらっている。もしも、この門衛がハイマの筆ひつ跡せきを知っていたり、花押を偽物だと看破したら、ごまかしようがない。


「この書状には、その背中のものを、湖こ国こくまで運ぶとあるが？」


　門衛が書状を読み、ヒエンに確かく認にんしてきた。


「こいつは執しつ政せい家所蔵のなかでも、かなり貴重な宝物で、シオン様が愛用されていたそうだ。ただ、やんごとなき事情で、湖国のとある人物に譲ゆずることになったんだ。これ以上の事情は、できれば察してほしいな」


　ヒエンはそう言って、門衛に丁てい寧ねいに一礼した。


「ようやく執政家が、湖国の支配に乗りだすというところか……」


　門衛が納なつ得とくしたようにうなずく。


　帝てい都とがある興こう国こくヤシマの東の隣りん国ごくである湖国ハクサは今、国主不在の状態となっている。


　国主家が水すい賊ぞくに滅ほろぼされ、その水賊も身内の争いで、滅んだからだ。


　ハクサには執政家が兵を出し、支配すると以前から噂されている。むしろ今まで動かなかったことが、世の人々から不思議に思われていた。


　いよいよ執政家が行動に出ると、門衛は推測したのである。また、ヒエンが考えた文面も、それを臭におわせるような内容だった。


「オレは否定も同意もしないぜ？」


　ヒエンが門衛に笑いかける。


「ああ、今のは、オレのひとりごとだ」


　門衛も笑って答え、門を開けるよう合図をした。


（なんとか無事に済みそうだな）


　ヒエンはもう一度、礼をして、大門を抜けようとする。


「お待ちなさい……」


　しかし、そのとき誰だれかが、声をあげた。


　静かな声だったが、強い気を感じ、ヒエンはほとんど反射的に立ち止まり、声のほうを振ふり返る。


　大門を抱かかえるように建てられた砦とりでの入口に、ひとりの老人の姿があった。背はしっかりと伸のび、たたずまいも堂々たるものだ。白い髪かみを総そう髪はつにし、鼻の下には髭ひげをたくわえている。


「御ご当主様……」


　門衛たちが、老人に向かって一いつ斉せいに頭を下げる。


（東面蒼龍門守護職かよ……）


　ヒエンは背筋が冷たくなるのを覚えた。


　この大門の守護職は昨年のうちに、二度、代わっている。ともに童どう子じの仕し業わざだった。そして現在、守護職の任にあるのが、今、姿を現した老人なのだ。


「吟味はいたしましたが、不ふ審しんなところはないかと……」


　ヒエンと応対した門衛が、緊きん張ちようしながら老人に報告する。


「そうであれば、わしが目覚めることはなかったであろうな。強い気が近づいてくるのを感じたのだ」


　老人は答えた。


「恐おそれながら、それはこのふたりが放っているものでは？　このふたりは、かなりの使い手と聞き及およんでおりますゆえ」


「おまえはまだまだ修行が足らぬようだな。これは武ぶ使しが放つ気ではないわ。この神しん域いきが遍あまねく発しているもの……」


　老人がそう言って、ヒエンが背負っている荷物に目を向けてくる。


「うっすらと光が漏もれておるが、それはいったい何物か？」


　そう問われた瞬しゆん間かん、ヒエンは即そく座ざに行動に出た。


　すぐ近くにあった篝かがり火びを蹴けり倒たおし、燃えあがる薪たきぎを四散させた。


「な、なにをっ？」


　門衛たちが一いつ瞬しゆん、戸と惑まどう隙すきを突ついて、ヒエンは大門を走り抜ぬける。スズリもしっかり続いていた。


「逃にげたぞ、追えっ！」


「出合えっ！　出合えっ！」


　背後で激しく声が飛び交かっていた。


「逃げきれるか？」


　スズリが訊たずねてくる。


「これを背負ったままじゃ、無理だろうな。だが、置いてゆくわけにもゆかねぇし」


「わたしが囮おとりになって、時間を稼かせごう」


「気持ちは嬉うれしいが、追っ手があれだけいると、おまえじゃ息切れしちまうな。オレのほうが、時間を稼げるはずだ。おまえはこの荷を持って、兄ぃたちと合流してくれ。オレはなんとか切り抜けてみせる」


　スズリが一瞬、こめかみをひくつかせたが、すぐに思い直したらしく、うなずいた。


「もし、もどってこないときは？」


「もどるさ」


　スズリの問いに、ヒエンは笑って答えた。


　それが至難であることは容易に想像できる。だが、やるしかないのだ。


「わかった……」


　スズリがもう一度、うなずく。


　まだ、追っ手との距きよ離りはあるが、ヒエンは立ち止まり、背中の荷を降ろそうとした。


　しかし、そのとき──


（そのまま、走りなさい）


　まるで耳元で囁ささやかれたような声がした。


「誰だっ!?」


　ヒエンは周囲を見回すが、人ひと影かげはおろか、気配すらない。


（走りなさい。決して追いつかれることはありませんから）


　ふたたび声が響ひびく。


「どういうことだっ!?」


　ヒエンは叫さけんだ。


　しかし、立ち止まるのはやめ、そのまま走り続ける。


「どうした？　誰に向かって言っている？」


　スズリが怪け訝げんそうに声をかけてきた。


「おまえには聞こえねぇのか？」


「聞こえるって、なにがだ？」


　スズリが困こん惑わくしたように返してくる。


「いや、だったらいい……」


　どうやらさっきの声は、ヒエンにだけ聞こえていたらしい。


　だが、幻げん聴ちようではない。


　だとしたら──


（妖よう術じゆつだな）


　そうとしか考えられなかった。


「それよりスズリ、追っ手の様子を見てくれねぇか？」


「そんな余よ裕ゆうは……」


　スズリが言いながらも、ちらりと後方を確かめた。


　そして息を呑のむ。


「どんどん離はなれていっている。松明たいまつを持って、全力で走っているように見えるのに……」


「やっぱりな」


　ヒエンは確信を抱いだいた。


　妖術に間ま違ちがいない。そして妖術を使うのは、妖よう精せいに決まっている。


「とりあえずは、助かったってことだ」


　正確には助けられた、だ。妖精に借りを作ってしまった。


「訳がわからない」


　スズリが混乱したように首を横に振ふる。


「すぐに、わかるさ」


　しばらくして、ヒエンとスズリはアモンたちと合流したのである。


　そこには、ミツルとアリマ、ヤハギの他ほかに、蝶ちようの翅はねをもつ小妖ユルラの姿があった。そして、いにしえの妖精たちの姿も……
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「さっきは助かったぜ……」


　ヒエンは妖精たちに歩み寄ると、かるく頭をさげた。


「妖術で、追っ手を足止めしてくれたんだよな？」


「妖術〝塗ぬり壁かべ〟、いくら走ろうと、先へ進むことができなくなります」


　褐かつ色しよくの肌はだに栗くり色いろの髪かみをした女性の妖精が冷ややかに言う。


「あなたを助けたわけではありません。精せい霊れい樹じゆの実を守るためです」


「なるほど、さっきは、そういうことだったのか……」


　スズリが合が点てんがいったようにうなずいた。


「それにしても、あれだけの数の近衛このえを、一いち網もう打だ尽じんに術をかけるとはな」


「我らには容易たやすいこと」


　女性の妖精が余裕の笑えみを浮うかべる。


（油断してると、オレたちもいつ術にかけられるかわからないってことだな）


　ヒエンは気をひきしめ、妖精たちに名乗りをあげた。


「オレは神しん明めい流りゆうクオンが一子ヒエン、こいつはオレの弟で子しでスズリだ」
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「見知りおきを……」


　スズリが丁てい寧ねいに一礼する。


「わたしはタンナ。あなたがたの言うところの土妖です……」


　そして妖精の女性は、他の三人を紹しよう介かいしてゆく。


　金妖のラズリは、金と銀の瞳ひとみをし、髪も金と銀が混ざっている。


　水妖のシグレは、濃のう紺こんの髪と澄すんだ水色の瞳である。


　火妖のシャムは、逆立つ赤い髪をし、ぎらぎらと揺ゆらぐ瞳だった。


　彼らに共通するのは、セラと同じ、先せん端たんの尖とがった細長い耳である。人とは異なるが、妖精たちの容姿はやはり美しかった。


　アモンたちと妖精とは、すでに挨あい拶さつを終えているとのことだった。


「とにかく、これを葛籠つづらにしまおうぜ……」


　ヒエンは背負っていた精霊樹の実を地面に降ろすと、布を取り払はらう。


　その瞬しゆん間かん、虹にじ色いろの霊れい光こうが溢あふれだした。


　すでに夜は明けているが、冬の弱々しい朝日を打ち消すほどの眩まばゆさだった。


「おおっ……」


　妖よう精せいたちが精霊樹の実を見つめ、感かん嘆たんの声を漏もらす。


「ダイダラ様の力を感じます……」


「これさえあれば、精霊樹が蘇よみがえるのか……」


　アリマとヤハギが妖精たちと精霊樹の実のあいだに割りこみ、刀に手をかけた。


「ユルラがあなたたちと交かわした約束は守ります。大切なのは、その実を無事に運ぶこと。話し合いは、そのあとで……」


　土妖がふたりを見つめ、静かに言った。


「それで、どこを目指せばいいんだ？」


　ヒエンが土妖に訊たずねる。


「これまでどおり、ユルラが案内します」


「つまり、あんたたちは、一いつ緒しよに行動しないってことか？」


「わたしたちが一緒にいては、あまりにも目立ちすぎます。追っ手を引き寄せることになりかねません」


　土妖が答えた。


「おまえたちと一緒にいたくないということもある」


　金銀目の妖精が尊大に言う。


「人に姿も見られたくないしね」


　逆立つ髪かみの妖精が気取った口調で言った。


「かまわないぜ。オレたちのほうだって、あんたたちが側にいないほうが、落ち着いていられるしな」


　ヒエンは妖精たちに返す。


　好意的に接してこられるより、このぐらいの反応のほうが、むしろ信用できるというものだ。


「それでは、また……」


　土妖が優ゆう雅がに挨拶をして、立ち去ってゆく。


　他ほかの妖精たちも彼女に続いた。


　ヒエンたちは無言で妖精たちを見送る。


　そして彼らの姿が見えなくなると、誰だれからともなくため息が出た。


「ここから、ハクサの大湖を目指せばいいんだよな？」


　ヒエンは妖精たちが去ってゆくのを心細そうに見つめていたユルラに声をかける。


「そうよっ！」


　ユルラが強気に言い返し、ヒエンのもとへ飛んできて、肩かたに止まった。


　そのあいだに、アリマとヤハギは用意してきた葛籠に精せい霊れい樹じゆの実を入れる。離り宮きゆうに置いてあったなかで、もっとも大きな葛籠を持ってきたのだが、それでもぎりぎりだった。


　ふたりは麦わらや綿などで詰つめ物をし、精霊樹の実がなかで動かないようにする。そして蓋ふたをし、施せ錠じようした。


　そして、ヒエンたちは街かい道どうを離はなれ、険しい山やま越ごえの間道を通って、湖国ハクサを目指したのである──
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　湖こ国こくハクサに到とう着ちやくしたのは、三日後であった。


　ハクサは帝てい都とシスイがある興こう国こくヤシマの東の隣りん国ごくである。


〝大湖〟として知られるアーシア最大の湖シズを中央に抱いだき、山と平野が取り巻いている。


　様々な産業が発達した豊かな国だった。


　だが、ここも戦乱を免まぬかれることはできなかった。


　大湖に浮うかぶ小島のひとつを根城とし、水運を行っていた一党が水すい賊ぞくと化し、国主をはじめとし、従属を拒こばんだハクサの地方領主を皆みな殺ごろしにしていったのだ。


　そしてハクサの水賊は、帝都をも征せい服ふくせんと、大湖から船を出し、おりからの大増水で完全に水すい没ぼつしていたコセ沼ぬまを押し渡わたって、侵しん攻こうしてきたのである。


　それが、一昨年おととしのことだ。


　そのときシオンは、東の砦とりでで陸路を進んできた水賊の本隊を相手に防衛戦を繰くり広げており、ユウキ御ご殿てんにはわずかな数の守兵がいるだけだった。


　ヒエンも当時、シスイの街で暮らしていたが、まさか自分が執しつ政せい家に縁えんがあるとは思いもよらず、戦いくさに関かかわるつもりは毛頭なかった。


　執政家の屋や敷しきは水賊たちに包囲され、執政ハイマはあやうく殺されるところであったと聞く。


　その危機を救ったのが、他ならぬ皇こう帝ていタイガだ。


　タイガはその頃ころ、神しん域いきを出しゆつ奔ぽんし、帝都にある老舗しにせの酒宿に居い候そうろうをしていたらしい。


〝鈍刃なまくら〟の旦那だんなと近所では呼ばれていたそうだ。


　御殿に駆かけつけたタイガはたったひとりで、五百人もの水賊を相手に戦った。しかし光こう刃じんが輝かがやいて、水賊たちの大半が切り裂さかれたという。


　やがて皇帝を救うという名目で、近衛が神域から降り、参戦してきた。


　帝都に侵しん入にゆうした水賊は壊かい滅めつし、東の砦もシオンの巧たくみな采さい配はいで防衛に成功する。


　敗走した水賊の主将は、頭領の実子であったが、敗戦の責任は免れえないところだった。


　だが、主将はそれを受け入れるどころか、率いていた手勢で謀む反ほんを起こし、実父に奇き襲しゆうをしかけたのである。


　水賊の本ほん拠きよであった〝浮城〟は燃え落ち、謀反を成功させた主将も、このままハクサを維い持じすることは不可能であると判断し、何処どこかへ姿をくらました。


　その後、ハクサは水賊の残党と旧領主の勢力とが小こ競ぜり合いを続けている状じよう況きようが続いている。


　ヒエンは、そんなハクサの大湖西岸にある無人の村に潜ひそんでいた。


　かつて村主の屋敷だったと思われる大きな屋敷を無断で借用している。


　金目の物は残らず持ち去られていたが、屋根が無事で、畳たたみが敷しいてあるだけでも十分だった。


　ヒエンは掃そう除じ道具を探し出し、アリマとヤハギのふたりにも手伝わせて、いくつかの部屋を手早く片づける。


　それから台所と風ふ呂ろ場ばを使えるようにし、村を回って薪まきを手に入れ、食事の支し度たくをしながら、風ふ呂ろを沸わかした。


「あんたは立派な召めし使つかいになれるよ」


　ヒエンが働いているあいだ、始終つきまとっていた小妖のユルラが感心しながら言った。


「おいっ！　今のは、聞き捨てならねぇぞ」


　ヒエンは蝶ちようの翅はねでまわりをひらひらと舞まうユルラを睨にらみつけた。


「また妖代のように、人間を支配するつもりかよ？」


「決まってるじゃない？　あたしたち妖よう精せいのほうが美しいし、賢かしこいし、強いんだから。あたしたちに仕えているほうが、人だって幸せなんだからね」


「そうじゃなかったから、反乱が起きたんだろうがっ？」


　ヒエンは怒ど鳴なったが、ユルラは平然としている。


「たしかに、人にひどいことをした妖精もいたみたい。女王様は厳しく戒いましめておられたんだけど……」


　その女王が、セラのなかに入っている精霊らしいのだ。


（よりにもよって、女王かよ）


　ヒエンはうんざりとなる。


「妖代記によると、王国初期は妖精の支配を人間は歓かん迎げいしたとある。だが、後代になるにつれ、妖精による圧政の記述が増えてくるからな……」


　ただ、妖代記も聖せい都とナユタにあるウツヒミ大だい神じん宮ぐうの神職が書き綴つづったものであり、視点はあくまでも人間の側にある。また、伝聞による不正確な記述や誇こ張ちようも多い。それゆえ、鵜う呑のみにはできないのだ。


「おまえに言われるまま、この大湖にやってきたが、ここからどこへ行けばいいんだよ？」


「それを教えちゃったら、あたしたちの王国がどこにあるか、ばれちゃうじゃない！」


　ユルラが激しく翅をはばたかせる。


　美しい色をしているが、近くで動かれると、目め障ざわりなことこのうえない。


「ある程度のことがわからないと、道中の食料をどれだけ用意すればいいかわからねぇし、いろいろ不都合なんだよ。持ってきた分は、だいぶ減っているし、近衛このえの追っ手がかかっているから、うかつに街や村には近寄れねぇし」


「それもそうね……」


　意外なことに、ユルラがすぐ納なつ得とくし、しばし腕うで組ぐみをした。


　そして閃ひらめいたように言う。


「まずは大湖の東岸に渡る」


「渡るって、舟ふねを調達しないといけないじゃねぇか！」


　ハクサの状況は、ヒエンが思っていたよりもひどい。


　無人となっている村が、ここだけではなく、いくつもあった。大湖には水賊の残党がいて、渡し船ぶねなど出ているはずもない。買うか借りるか盗ぬすむかしないといけないわけだ。


「それから？」


　ヒエンはその先をうながした。


「そこまでっ！　その先は、着いてからよっ！」


　ユルラが不信感もあらわに、睨みつけてくる。


「いくらなんでも、小出しにしすぎだぜ」


　ヒエンは文句を言ったが、ユルラはそっぽを向いて、聞く気がないという態度をとる。


「まったく……」


　ヒエンは肩かたをすくめた。


　しかし、妖精の王国に着くまでは、この気まぐれな小妖に従うしかない。


「ところで、舟で渡わたって、おまえの仲間たちはついてこれるのかよ？」


「お姉さまたちは、先回りして待っているわ」


「舟よりも速く動けるってことか……」


　まさに神しん出しゆつ鬼き没ぼつである。妖精を相手に戦ったことはないからわからないが、かなり手て強ごわいというしかない。


（なんとか、人間と妖精とが戦わずに済ませることはできねぇのかな？）


　しかし、威い嚇かくするように歯をむきだしているユルラを見ると、それは難しそうだった。





　　　　６




　スズリは湯船にふかく身を沈しずめながら、幸福感を味わっていた。


　風ふ呂ろに入るのは、久しぶりである。


　神しん域いきから逃とう亡ぼうしたあとは、できるかぎり人目につかぬよう行動したためだ。大きな街かい道どうは通らなかったし、宿などはない。あったとしても、入るわけにはゆかなかっただろう。


　執しつ政せい家と近衛このえから追っ手をかけられているに違ちがいないのだ。


　興こう国こくヤシマは執政家の支配が及およんでいるし、近衛はアーシア各地にある近衛系の道場を抱かかえている。また検け非び違い使しという皇こう帝てい直属の追討機関を有している。罪を犯おかして逃亡した近衛の武ぶ使しを捕ほ縛ばく、あるいは成敗するのが検非違使の任務だ。


　無人の村があるというのは由々しきことだが、おかげでこうして風呂にも入れるし、今夜は屋根の下で眠ねむることができそうだ。


　それにしても、ヒエンの手て際ぎわのよさにはあらためて感心する。


　一見したときは、荒あれ果てた屋や敷しきだったのが、半日も経ずして、普ふ通つうに暮らせるぐらいには片づいていた。


　スズリも手伝おうとしたのだが、ヒエンに「頼たのむから」と断られている。


　商しよう都とミナマの老舗しにせの商家に生まれ、幼い頃ころから習い事はしたものの、家事などはいっさい教えてもらえなかった。また、あまり器用なほうではなく、勢いばかりあるので、うっかりすると家を綺き麗れいにするどころか破は壊かいしてしまいかねない。


　スズリは屈くつ辱じよくに耐たえて、おとなしくしておくことにした。


　幸いなことに、アリマとヤハギのふたりも掃そう除じなどは手慣れており、ヒエンをよく手伝っていた。


　スズリは綺麗になった部屋で、先ほどまでうとうとと微睡まどろんでいたのである。そして風呂が沸わいたと告げられ、先に入るよう言われたのだ。


　風呂からあがれば、きっと食事の支し度たくもできていることだろう。


（これでは宿に泊とまっているのと、そうかわらぬ）


　ありがたいと思うが、うしろめたさも感じる。


（ヒエンが、わたしを女として見ようとしないのも無理はない）


　スズリは湯船のなかに揺ゆれる自分の身体からだを、確かめるように見つめてみた。


　肩かた幅はばは広く、腕うでも足も太くたくましい。力を入れると腹は六つに割れる。


　ただ、胸と腰こしは自分でも不思議なほど豊かで柔やわらかだ。


　女であることを、思い知らされる。


　スズリは別に女を捨てようと思っているわけではない。


　ただ、女は武使には向いていないと言われつづけてきた。体力はどうしようもなく男に劣おとるし、感情に左右され、心を乱すことも多いからだという。


　思い当たることも多い。


　スズリの剣けんは高ぶった感情にまかせ、烈れつ火かのごとく攻せめたて、そのまま押し切るというものだ。だが、相手が手て練だれだと、戦いはどうしても長くなる。そうなると気力が保もたなくなり、たちまち劣れつ勢せいとなる。


　それが、今のスズリの限界だった。


　自分の剣を変えようと神しん明めい流りゆうに弟で子し入りしたものの、受けはなかなか上達しないし、性格もあいかわらずだ。むしろ、ヒエンにいらいらさせられることが多くなり、感情の起き伏ふくはさらに激しくなった気がする。


「はぁ……」


　スズリは大きくため息をつくと、自らの顔にぱしゃりと湯をかけた。


　そのときである。


「入ってよろしいですか？」


　丁てい寧ねいな声が風ふ呂ろ場ばの外から聞こえてきた。


　ミツルの声である。


「どうぞ、お入りください」


　すこし長湯しすぎたかもしれないと、スズリは湯船からあがる。


　同時に扉とびらが開き、小こ柄がらな少女が風呂場に入ってくる。


　しかし、どこか雰ふん囲い気きが違った。


「もしかして、テマリ様か？」


　スズリが声をかけると、少女の小さな口が左右に広がってゆく。


「いつもながら、見事な霊れい感かんね。巫女みこにならなかったのがつくづくもったいない」


「な、ならなくてけっこうです」


　スズリは身をすくませた。


　子供の頃から霊れい力りよくが高く、なにかの気配に怯おびえたり、亡ぼう霊れいを見たりすることが多かった。幼いスズリには、それが怖こわくてしかたがなかった。


　実は、今でも怖い。


　テマリは生前を知っているし、神しん霊れいとなっているから大だい丈じよう夫ぶだが、最初、殺されたときの姿のまま現れたときには気を失いそうになった。


　テマリは神霊になってからも、ミツルに憑かかったまま、ヒエンについてきている。そしてなにかがあるたび、入れ替かわるのだ。


「いったい、いかがされたのです？」


「久しぶりに、お風呂もいいかなって……」


　テマリは思わせぶりに微笑ほほえむと、洗い場にしゃがんでかけ湯をする。


　神霊になっても、やはりお風ふ呂ろに入りたいものなのかと、スズリは妙みように感心した。


「それでは、ごゆっくりお入りください」


　スズリは一礼して、風呂場から出てゆこうとする。


「つれないわね……」


　テマリが言って、目の前を通りすぎようとしたスズリの足を撫なであげた。


「ひゃあっ」


　冷たい手で触さわられ、スズリは頓とん狂きような悲鳴をあげる。


「もうすこし、いなさいな。女どうしで入るのもいいものよ」


　テマリがぞくりとするような声で言った。


　そして細い目で見つめてくる。


「わ、わかりました……」


　スズリはあわててうなずく。


　この女性には、出会ったときから、どうも逆らえない。まして、今や彼女は〝神〟である。敬うしかない存在だった。


「お背中をお流しいたします」


　スズリは申し出た。


「お願いできる？　自分の身体じゃないせいか、どうも身体の動きがぎこちないの」


　スズリはミツルの肌はだを傷つけないよう、糠ぬか袋ぶくろでこすった。もっとも、袋ふくろのなかに入っているのは、糠ではなく、ヒエンの母セラが作った特製のもので、こすると泡あわ立だち、汚よごれが驚おどろくほど落ちる。また香こう料りようも入っているので、洗ったあと、しばらくはよい香かおりが続くのだ。


　セラからひとつ譲ゆずってもらい、大切に使っている。


　身体からだが冷えないようかけ湯をしながら、スズリはテマリを憑らせている少女の全身を丁寧に洗っていった。そして湯船に浸つからせる。


「あなたも……」


　テマリに命じられ、スズリは素す直なおに従った。


　神と一いつ緒しよに風呂に入るというのは不思議な気分だった。


　スズリは居い心地ごこちの悪さを感じながらも、冷えた身体をもう一度、温めなおす。


「熱い湯、足しとくぜ」


　そのとき、風呂場の外からヒエンが声をかけてきた。


　ここの風呂場は、外に湯ゆ釜がまがあって、樋といを使って熱い湯を注ぎ足してゆくという仕組みになっている。かなり贅ぜい沢たくな造りだ。人が住んでいた頃ころ、ここはかなり裕ゆう福ふくな村だったのだろう。


　そして、もうもうたる湯気とともに、熱い湯が湯船に流れこんできた。


　それにしても、覗のぞいていたのかと思うほどの間である。スズリは腕うでで胸を隠かくすと、顎あごの先が湯に浸かるほど身を沈しずめる。


「ヒエンも、一緒に入らない？」


　テマリが、格こう子し窓に向かって声をかけた。


　次の瞬しゆん間かん、外でがたがたという派手な物音がする。


「そ、その声はミツル……てことは、テマリだな！」


　ヒエンが叫さけぶ声がする。


「スズリもいるわよ」


「なっ……」


　スズリが顔を赤くした。


「なお、悪いぜ！」


　ヒエンがふたたび叫ぶ。


「もったいない。スズリの裸、とても魅み力りよく的なのに……」


　テマリが妖あやしく笑った。


　しかし、ヒエンから返事はなく、遠くへ走り去ってゆく気配があった。


「あいかわらず意い気く地じがない……」


　テマリがつぶやいて、同意を求めるようにスズリを見つめる。


「そういう問題では……」


　スズリは身体が火ほ照てり、頭がのぼせたようになっていた。


「お、お先に、あがらせていただきます」


　スズリは立ちあがり、ふらふらと湯船から出る。


「あなた、ヒエンが好きでしょ？」


「えっ、ええっ!?」


　唐とう突とつに訊たずねられ、スズリは思わず、洗い場で足を滑すべらせそうになった。


　なんとか転ばずには済んだが、足から力が抜ぬけて、ぺたりとその場に尻しりをつく。


「なっ、なっ、なっ……」


　なにかを言おうとするのだが、言葉にならない。


「このまえ、わたしがヒエンと契ちぎろうとしたとき、あなた、邪じや魔ましたでしょ？」


　テマリが妖しく微笑ほほえみかけてきた。


「あ、あれは、朝から騒そう々ぞうしかったので、思わず……」


「夜だったら、邪魔をしなかった？」


「そういうことは、できれば、ふたりきりのときに、し、していただきたい」


「ふたりきりなら、いいのね？」


　テマリが念を押す。


「いいも悪いもないではありませんか？」


　自分がそこにいないのだから、止めようもない。


「テマリ様こそ、ヒエンを好いておられるのですか？」


「好きよ……」


　テマリが静かにうなずいた。


「たったひとりで神じん宮ぐうと戦おうとしていたわたしを、ヒエンは支えてくれたもの。ヒエンがいなかったら、わたしは先の大だい宮ぐう司じミロクと対決することさえできなかったはず」


　テマリの言葉を聞くうち、スズリは胸が苦しくなるのを覚えた。


　湯あたりしたせいだと、自分に言い聞かせる。


「それは、感謝であって、好いているかどうかとは違ちがうのでは？」


「自分のために命をかけてくれる男を好きになるのは、自然じゃないかしら？」


「そうでしょうか？」


　ヒエンに命をかけてもらったことはないし、そうしてほしいとも思わなかった。


　敵に捕とらえられ、殺されそうになったときも、助けは求めてはいない。もっとも、ヒエンが機転を利きかし、気を込めた小こ柄づかを投げて、スズリの心臓を止めた。おかげで、とどめをさされずに済み、蘇そ生せい術をほどこしてもらい、息を吹ふき返すことができた。意識を取りもどしたとき、ヒエンと唇くちびるが重なっていたのを思いだし、スズリはますます頭に血が上ってゆく。


「わたしは武ぶ使しです。守ってもらうとか守るとかはありえません。ただ、ヒエンとともに戦うことならできます」


　ぼんやりとした意識のなかで、そんな言葉が口をついて出た。


　しかし、スズリはそれこそが自分の本心だという気がした。


「あなたが羨うらやましい……」


　スズリの言葉に、テマリが寂さびしそうに顔を伏ふせる。


「わたしは、もう亡ぼう霊れい。ミツルの身体からだを借りなければ、ヒエンと話すことも触ふれることもできない。そしていつまでも、ミツルに憑かかってはいけないこともわかっている」


「テマリ様……」


　スズリは胸が痛むのを覚えた。


　彼女はずっとミツルに憑ついたままでいると思っていたのである。


「ヒエンはわたしを支えてくれた。だからわたしも、もうしばらくは彼を支えてあげたいの。彼はとてもまっすぐで、それだけにとても危なっかしいから」


「危なっかしいどころでは……」


　スズリは顔をしかめた。


「ヒエンは自分が正しいと思えば、相手がなんであれ、向かってゆきます。テマリ様のときにはウツヒミ大だい神ぐう宮じ、今は近衛このえから追われ、妖よう精せいたちと対決しようとしています。そして、いずれは最強の鬼おにに挑いどまねばなりません。いつ、どこで、死んでも不思議ではありません。ヒエンはそんな男です」


「それがわかっていて、なぜ、あなたはヒエンについてゆくの？」


　テマリがじっとスズリを見つめる。


「なぜでしょう？　自分でも、よくわかりません……」


　スズリは首を横に振ふる。


　ヒエンのもとから離はなれる機会はいくらでもあった。しかし、自分でも不思議なことに、今でも一いつ緒しよに行動している。


「もっと素す直なおになってみたら？」


「素直に……ですか？」


　スズリは首をかしげた。


「そうよ。そうすれば、自分の気持ちがわかって、心も落ち着く。最近のあなたは、自分の心を持て余しているように見えるから……」


　テマリはそう言うと、紫むらさきの霊れい光こうとなり、渦うずを巻いて上っていった。


「……あれ？」


　テマリが去り、意識を取りもどしたミツルがあたりを見回し、自分の状じよう況きようをたしかめる。


「テマリ様が入ってこられたのです」


「ナノハ様が？」


　ミツルはつぶらな目を、ぱちぱちさせた。


「はい……」


　スズリは洗い場に正座をし、ミツルに微笑ほほえみかける。


「そういえば、ナノハ様はスズリ様とお話があると仰おつしやってました」


　ミツルがうなずいた。


「なにを話されたのですか？」


「いろいろと……」


　スズリは曖あい昧まいに答えておく。


　先ほど話したことは、ふたりの秘密だと思ったのだ。


　そして、ミツルの視線が、自分の胸に注がれているのに気づく。


「なっ……」


　スズリはあわてて胸を腕うでで隠かくす。


「羨ましい……」
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　ミツルはぽつりと言うと、湯船に身を沈しずめた。


「ミツル様も、いずれは……」


　スズリはあわてて言う。


　ミツルがふっと寂しい微笑を浮うかべ、視線をそらした。


「そ、それでは、わたしはお先に」


　スズリはそう言うと、すっかり冷えた身体を震ふるわせながら、風ふ呂ろ場ばから出た。
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　そこは、いくつもの滝たきが連続する峡きよう谷こくだった。


　巨きよ大だいな山さん椒しよう魚うおが川底を徘はい徊かいし、苔こけむした巨きよ岩がんがそこかしこに転がっている。


　そんな岩のひとつが、突とつ如じよとして金色の光を放ちはじめた。


　そして光のなかから、人の姿をしたものが、ひとりふたりと姿を現す。その数は四人。最後のひとりが姿を現してからしばらくすると、金色の光は消え、岩はもとにもどった。


「昔は、どこでも〝道〟を繫つなげられたのですが……」


　土妖のタンナが小さくため息をついた。


「ダイダラ様の力が、衰おとろえているのだ。しかたがあるまい」


　金妖のラズリが河原の岩を拾い、じっくりと観察しながら言う。


「急ぐことはないさ。人は〝道〟を使えないからな。どうせ、ユルラが人を連れてくるまで、待つことになる」


　火妖のシャムがそう言って、浅く腕うで組ぐみをした。


「行きますよ？」


　水妖のシグレが仲間に注意をうながし、川かわ面もに向かって手を差し伸のべた。


　そして小声で、なにごとかつぶやく。


　すると、川の流れが細かく波立ち、円形に輝かがやきはじめた。


　四人はその光の円に立つ。すると、光の円は急流に乗って滑すべりはじめた。


　光の筏いかだは大小の滝をも平気で乗り越こえる。四人の妖よう精せいたちには水すい滴てきひとつかかっていない。


　妖よう術じゆつ〝水みず蜘蛛ぐも〟という。


　帝てい都とシスイの南にあるコセ沼ぬまの民たみの呼び名と同じなのは、いずれも蜘蛛の霊れい獣じゆうの名に由来しているからだ。妖術には霊獣の名で呼ばれているものが多い。霊獣が使う能力と本質的に同じだからだ。


　霊獣は獣けものが霊性を得て、変化したものだが、それは精せい霊れいが入るということに他ほかならない。入った精霊の種類や強さによって、さまざまな霊獣に変化する。


　言うなれば、妖精も霊獣なのだ。


　神代に鬼おにどもによって人と獣が滅ほろぼされそうになったとき、精せい霊れい神しんダイダラは眷けん属ぞくであり、分霊ともいうべき精霊に呼びかけ、人や獣のなかに入らせたのである。


　そして妖精や霊獣となり、人を助け、鬼たちと戦った。


　しかし、戦いが終わったあとも、妖精や霊獣はアーシアに残った。そして妖精は王国を築き、人を支配したのである。ミズホの反乱が起こり、妖精の王国が滅めつ亡ぼうするまで……


「もしも精せい霊れい樹じゆが復活したら、ヤクシ様はどうされるおつもりでしょうね」


　タンナは不安そうに細い眉まゆをひそめながら言った。


「当然、妖精の王国を復活させるつもりであろうな」


　ラズリがむっつりと言う。


「いいじゃないか？　昔どおり、我々が人間を導いてやればいいのさ。今度は反はん抗こうなど起きないよう、厳しく監かん視ししてね」


「監視が行き過ぎては、また人の反抗を招きますよ。人間を支配するにしても、ある程度の自由は与あたえるべきだと思いますね」


　シャムの言葉に、シグレが反論する。


「それこそ、調子にのって反抗してくるさ。人間には野心と欲よく望ぼうがあるからな。だから、奴やつらは鬼になる。そして戦いくさを起こす」


「妖精とて鬼になることはあります。それに王国でも、戦はあったではありませんか？」


　タンナはシャムにたしなめるような視線を投げた。


「妖よう鬼きになったのは、ほんの数えるほどだろ？　それに鬼き母ぼ神しんリトラの邪じや悪あくな思念波は、心の隙すきをついて入り込んでくる。そして、その心はオレたちのなかにいる人間の魂たましいに由来している」


　シャムがあわてて弁明した。


「ならば、その人の魂を捨てればいいのではありませんか？　そうすれば、我らは精霊に還かえることができます。我らの使命は、鬼を滅ぼしたときに終わっているのですから」


「オレたちが精霊に還ったら、この身体からだは死んでしまうじゃないか？　それは、この身体に宿る魂も滅びるということだろ？」


「わたしたちに支配された身体のなかで、永遠に眠ねむっている魂にとって、どれほどの違ちがいがあるのでしょうね……」


　タンナがひとりごとのようにつぶやいた。


「蘇よみがえった女王は自らが眠りにつき、人間に身体を委ゆだねておられます。姿こそ妖精ですが、あのセラという娘むすめは、間ま違ちがいなく人間です」


「女王はなぜ、あの娘を眠らせなかったのであろうな」


　かるく顎あごに手をあてながら、ラズリが自問するように言う。


「なにか、考えがおありなのでしょう……」


　タンナは顔をあげ、遠くに視線を向けた。


　妖精の女王サクヤは神しん域いきを源流とするカタラ川の精霊である。精霊樹との繫がりがもっとも強く、それゆえ妖術に長たけていた。


　鬼母神リトラを鬼き神しん石せきに封ふうじたのも、女王である。


　そして鬼との戦いに荒あれ果てたアーシアを再興し、疲ひ弊へいしていた人間を導いた。人間は女王を讃たたえ、喜んで彼女に仕えたのである。そうして、誕生したのが妖精の王国だ。常とこ若わかの王国と呼ばれることもある。


「あのヒエンという若者は、女王の魂が入ったあの娘が産んだそうではないか？」


　ラズリはタンナを見つめる。


「しかも、相手は人なのだろう？」


「我ら、妖精は子を産めません。いえ、愛しあい子をなした妖精もいると聞きおよびます。ですが、生まれてきたのは妖精ではなく人間でした……」


「当然だよ。オレたち妖精は、精霊が人に入って変化したもの。生まれた子供に精霊が入らないかぎり、それはただの人に決まっている。鬼が人の女に産ませた子も、すべて人だしね……」


　シャムがわずかに肩かたをすくめた。


　妖精も鬼も、人間が変化してなるという点では同じなのである。


「だからといって、このアーシアの主が人だとは思わないね。このアーシアは、もともとダイダラ様のもの。ウツヒミとリトラは、天上界から招かれただけじゃないか？　そして居座りつづけているにすぎない。だったら、ダイダラ様の分霊たるオレたち妖精に仕えるべきだよ。違うかい？」


「そうかもしれません……」


　タンナはうなずいた。


「ですが、ダイダラ様は、ウツヒミの御み魂たまを分けられた人と獣をお認めになった。彼らが滅ぼされそうになったときには、救うようわたしたちに命じられました。それは、なぜなのでしょうね？　リトラがウツヒミの魂をすべて狩かり集め、天上界に帰るのを静観していればよかったはずではありませんか？」


「それは、ダイダラ様がお優やさしいからさ」


「ならば、わたしたちも人に対し、もっと優しくあるべきだったのではないでしょうか？　人から自由を奪うばい、奴ど隷れいとするのではなく……」


「そうかな？　優しくしていても、結果は同じだよ。オレたちが失敗だったのは、人が無力な存在だと思い込み、油断していたことさ。次は、同じ過あやまちを繰くり返さなければいい……」


　シャムが冷たく笑う。


「しばらくは、人と人とが争うのを、そして鬼おにが人を狩るのを見ていればいい。そのうち、人のほうから、救ってくれと懇こん願がんしてくるさ」


「そうだといいのですがね……」


　シグレが目を細め、じっと一点を見つめている。


　その視線の先には大きな岩があり、そのうえで悠ゆう然ぜんと煙管キセルをくゆらせている者がいた。派手な色の羽織を身に着けているが、それは峡きよう谷こくの景観に溶とけこんでいる。


「あれは？」


　タンナが表情を曇くもらせた。


「人じゃないか？」


　シャムがつぶやく。


「まったく、人っていうのは、どこにでもいるな」


「ただの人ではあるまい。もしそうなら、我らはもっと早くに気がついていただろう」


　ラズリがそう言うと、腰こしに帯びていた細身の剣けんを抜ぬく。


　白銀の刃やいばが、燦さん然ぜんと輝かがやいた。


　妖よう精せいの多くは武器を使わず、術のみで戦う。だが、金妖である彼は、優すぐれた鍛冶かじ師なのだ。彼はかつて人のために武器、鎧よろいを鍛きたえた。妖風と呼ばれる剣、鎧である。人が武術を発展しえたのは、妖精が与あたえた優れた武器、防具を手に入れたからなのだ。


「彼が何者であれ、できれば、戦いたくありません……」


　タンナは小さく首を横に振ふると、河原へと降りる。


「異論はないが、避さけようがあるかな？　あれは、どう見ても、我らを待っておったようだ」


　ラズリが剣の重さを確かめるように素す早ばやく振るう。


　刃から放たれた霊れい光こうが、光の膜まくのような残像を描えがいた。


「キミらは先に行くといい。あいつは、オレひとりで相手をしてやるさ」


　火妖のシャムが鼻で笑う。


「それは危険です。戦うなら、全員で」


　タンナはシャムの肩を摑つかんだが、すぐ振り払はらわれた。


「オレひとりで十分さ」


　シャムはそう言うと、右手を腰の高さまで持ちあげる。掌てのひらが上に向けられ、なにかを摑むように指が曲げられる。と、そこに青白い炎ほのおが浮うかびあがった。


「キミたちは、むしろ邪じや魔まなんだよ。オレの妖よう術じゆつは相手を選ばないからね」


「ここは、火妖にまかせよう。我らが一いつ斉せいに術を使えば、相そう克こくを起こす」


　ラズリがタンナにうなずきかけてくる。


「そういうこと。とくに、シグレの妖術は困るな。それでなくても、ここは水精の力が強いからね。オレの妖術の威い力りよくを削そがれてしまう」


　シャムは邪魔だからどけと言わんばかりに左手で宙を何度も払った。


「わかりました。ここは、あなたにまかせるとしましょう。しかし、くれぐれも無理はしないでくださいね」


　タンナは念を押すように言った。


「無理なんかしないよ。オレの妖術は、無敵だしね。幾いく多たの鬼を、人を焼き殺してきた。跡あと形かたもなくね」


　シャムは誇ほこらしげに言うと、いまだ岩のうえで微び動どうだにせぬ派手な羽織の男に近づいてゆく。


「そうですね……」


　タンナはうなずいた。


　彼女は戦いが好きではないし、得意でもない。側にいても、足を引っ張るだけかもしれない。そして、シャムは妖精のなかでも、もっとも戦せん闘とう的とされ、強力な妖術を使う火妖である。神代から多くの鬼を葬ほうむってきた。そして妖代には、妖精に反はん抗こうしようとした人間を数限りなく殺している。


　タンナはラズリとシグレにうなずきかけると、森のなかへと姿を消した。


　そして急いで、その場から離はなれる。


「おい、おまえ……」


　シャムは羽織の男に向かって声をかけた。


　よく見ると、その羽織には四し聖せい獣じゆうの絵え柄がらが刺し繡しゆうされている。精せい霊れい樹じゆを守っていたとされる霊れい獣じゆうだが、鬼との戦いで、神代に滅ほろんでいる。それもひとりの鬼によって、滅ぼされたのだ。


　その鬼の名は──


「おまえと呼ばれれば、オレと答えよう……」


　男がそう答え、跳はねるように立ち上がり、岩の上からシャムを悠然と見下ろした。


　それまで気配をまったく感じさせなかったのが、突とつ如じよとして強大な気が溢あふれだす。


「むっ……」


　シャムは反射的に身構えていた。


「貴様、鬼か？」


　感じたのは、人ではなく、鬼の気だった。


「貴様と呼ばれれば、俺様と答えよう。鬼かと問われれば、婆ば娑さ羅らと答えよう」


「婆娑羅……だと？」


　シャムの目が大きく見開かれ、白目に赤く血の筋が浮きあがる。


　四聖獣を倒たおした鬼おにこそ、婆娑羅と伝えられていた。


　そのおりには、まだシャムは野火の精霊でしかなかった。野火を消そうとやってきて、煙けむりに巻かれて意識を失った男に入り、シャムは妖精となったのである。


「名を問われれば、ザオウと答える。そなたの名は？」


「オレは火妖のシャム……」


「その名は聞き覚えがある。常とこ闇やみの時代、数多あまたの鬼を業ごう火かで焼き殺したそうな」


「ざっと一万はね」


　シャムは不敵な笑えみを浮かべた。


　誇こ張ちようではない。下鬼まで含ふくめれば、そのぐらいはゆうに屠ほふっている。


「炎は美しい。闇やみのなかで、燃える炎は殊こと更さらに。ましてや、それが荼毘だびの炎とあれば……」


「なにを浸ひたっているのかは知らないが、自分の身を焼かれていても同じことが言えるかな？」


　シャムはそう言うと、右手の掌で躍おどる炎を愛いとおしむように撫なでた。


「さあ、火ひ鼠ねずみたち、遊んでくるがいい！」


　次の瞬しゆん間かん、彼の掌の炎から、次々と炎の塊かたまりが飛びした。それは、あたかも生き物のように地面を這はう。峡きよう谷こくの河原は青白い炎で覆おおい尽つくされ、湯気と煙が濛もう々もうと立ち昇のぼった。


　火鼠は、その名の通り、鼠の霊獣である。野火のなかに棲すみ、野火を大きくするとされている。シャムにとっては兄弟のような霊獣であり、彼がもっとも得意とする術でもある。


　地面を走る火鼠にまとわりつかれたら、いかなる鬼も、たちどころに燃えあがり、真っ白な灰となるまでその炎ほのおが消えることはない。


　炎の塊は、今や、婆娑羅が立つ岩の下までたどりついていた。


　そして、その岩いわ肌はだをゆっくりと登りはじめる。


（さあ、水のなかに逃のがれるがいい。そのときこそ……）


　シャムは次の術に備え、左手を空に向けた。すると、不気味な黒こく煙えんが立ち昇り、黒雲となって、低くたちこめる。
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　妖よう術じゆつ〝火鼠〟は陽動でしかない。


　足あし下もとに敵の注意をひき、空から火球を叩たたきつけるのだ。妖術〝火か車しや〟という。火車というのは猫ねこの霊獣の名でもあり、魍もう魎りようと呼ばれることもある。


「足下に業火！　頭上に暗雲！　これぞ、まさしく絶体絶命!!」


　婆ば娑さ羅らが楽しげに叫さけんだ。


「そうさ。貴様の命運は、すでに尽きている。荼毘の炎に灰となるがいいよ。そして火車に地じ獄ごくへと牽ひかれるのさ」


　シャムはほくそ笑む。


「絶体絶命あってこその起死回生！　婆娑羅が戦いくさは魅せて勝つ!!」


　婆娑羅がもう一度、叫ぶと、背中に負っていた大おお太刀たちをひきぬいた。そして、自分が立つ大岩に向かい、その切っ先を突つきたてた。


　次の瞬間、大岩が轟ごう音おんとともに爆ばく発はつした。


「まさか？」


　シャムはあわてて、飛び退のこうとする。


　だが、無数に襲おそいかかってくる礫つぶてを避さけようがなかった。


　シャムの身体からだは吹ふき飛ばされ、その身体には、砕くだけた岩が突き刺ささっている。


「ちっ！」


　この身体はもう保もたないと悟さとった。


「火車！」


　残る力をふりしぼり、用意していた妖術を発動させる。


　峡谷に低く垂れこめていた黒雲から、巨きよ大だいな火球が走った。そして、大太刀の切っ先を地面に向けたままの姿勢で宙に浮うく、婆娑羅鬼を打とうとする。


　しかし──


　婆娑羅は、姿勢はそのままに大太刀だけを返し、正確に火球の中心に切っ先を合わせた。そして火球は刃やいばに触ふれた瞬間、炎の渦うずと化し、天に昇りながら消しよう滅めつしてゆく。やがて黒雲も霧む散さんしていった。


　婆娑羅は刃を頭上で何度か切り返してから、鞘さやにもどした。


「負けたのか？　このオレが……」


「妖よう精せいは美しい。たとえ、血にまみれていようと……」


　婆娑羅がゆっくりと立ち上がり、シャムを見つめる。


「そうか、オレは死ぬのか？」


　妖精にとっての死とは、ふたたび精せい霊れいとなり、本来の居場所に還かえるだけだ。強風が吹くたび、野火が起こる西方の乾かわいた山野に。


「嫌いやだ……」


　シャムは小さく首を横に振ふった。


「死にたくない……。この身体を失いたくない……」


　精霊にもどれば、もはや、なにもできないし、なにも感じない。


　永遠に世界を傍ぼう観かんし、自然の理ことわりを律するだけなのだ。


　人や獣けものは、ウツヒミが分けた魂たましいを宿すことができる。それはすなわち心を得られるということでもある。


　心とは、すなわち欲よく望ぼうであり、感情だ。それらを欠いていては、たとえ、このアーシアに存在していたとしても、虚こ空くうを漂ただようのと変わりがない。


　精霊は獣や人に入り、霊れい獣じゆうや妖精となることで心を得るのだ。そして一度、心を得ると、それに執しゆう着ちやくすることになる。自我というものだ。


（だから、オレたちは鬼き母ぼ神しんリトラを封ふうじたあとも、精霊に還らなかった……）


　数千年という時の流れのなかで忘れ去っていたことを、火妖は最さい期ごの時を迎むかえ、鮮せん明めいに思い出していた。


（オレたちは、人のように、身体と心をもって、このアーシアに存在したかったのだ）


　いずれ、また妖精になれるのだろうかと、シャムは薄うすれゆく意識のなかで思った。


　だが、そのためには、人がこのアーシアに存在していなければならない。人が滅ほろびては、妖精もまた生まれることはないのだ。


（守ってやらないといけないってことか……）


　だが、自分にできることは、もはやない。


　そのとき、すぐ近くに水が流れていることに気づいた。


（ちゃんと見ていてくれよ）


　シャムは石のように重い身体をなんとか動かし、自らの顔をその流れに映す。


「ゆ、油断するなよ。し、四聖獣を葬ほうむった鬼が……」


　そこまで言って、シャムは力ちから尽つきた。


　渓けい谷こくの流れのなかに突っ伏ぷし、息絶える。


　その身体から、微かすかな赤い霊れい光こうが立ち昇のぼり、すぐに消滅した。





　渓谷の流れのなかに倒たおれた妖精の骸むくろを見下ろしながら、婆娑羅鬼ことザオウは感かん嘆たんのため息をついた。


「最後に残った命の炎ほのおを燃やし尽つくし、仲間に危機を知らせたか……」


　美しい死に様である。


　もっとも、美しくない死に様というのを、ザオウは見たことがない。


　勇ゆう敢かんに戦って死ぬ者も、恐きよう怖ふに震ふるえながら死ぬ者も、予期せぬ死に驚きよう愕がくする者も、皆みな、それぞれに美しさがある。


「この世には、美しいものが数限りなくある。それゆえ幾いく万年、生きようとも、飽あきることがない」


　この世に飽きたときには、アーシアを滅ぼせばいいだけのことだ。


「アーシアが滅びる様も、きっとこのうえなく美しいことであろうよ」


　婆娑羅鬼は、自じ慢まんの羽織をひらめかせながら、その場から立ち去った。





「シャムが敗れました……」


　宙に浮き上がる小さな円えん盤ばん状の水の面おもてを見つめながら、水妖のシグレが沈ちん痛つうな声で言った。


「まさか、あの男が……」


　金妖のラズリが、信じられないというように首を横に振る。


　妖精のなかでも、最強の妖よう術じゆつを使う男であったのだ。


「相手は、何者だったのですか？」


　タンナは哀かなしみを覚えながら、シグレに訊たずねた。


「四聖獣を葬った鬼と、シャムは言っていました」


「まさか！　婆ば娑さ羅ら……」


　シグレの答を聞いて、タンナは言葉を失う。


　神代に争鳴した百鬼のなかでも、最強の鬼のひとりであった。興に乗らねば、戦うことすらないという。だが、ひとたび戦いはじめれば、比類なき力を発揮するのだ。


　大勢の妖精が、婆娑羅と戦い、殺されている。


　精せい霊れい樹じゆに登ってみたいという理由だけで、精霊樹を守護していた四聖獣を葬り去った。


「もしかして、精霊樹の実を……」


　そんな予感がし、タンナは震えた。


　その可能性は十分にある。いや、それ以外に自分たちの前に突とつ然ぜん、姿を現した理由は考えられない。


「急ぎましょう。そしてユルラと合流しなければ……」


　タンナはラズリ、シグレに呼びかける。


　そして三人の妖よう精せいは、湖こ国こくハクサの森を、驚おどろくほどの速さで走りはじめた。
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　元近この衛え北ほく斗と流りゆう当主トウイは、湖こ国こくハクサの東の国境近くの峠とうげにある茶屋で一休みしていた。


　婆ば娑さ羅らと名乗った鬼を追って、東とう荒こうの地よりもどってきたのである。


　まずは神しん域いきにもどり、報告しようと思っていた。


　熱い茶を飲み、茶ちや菓が子しを頰ほお張ばる。


　そのときだった。


　峠を西から登ってくる一団が見えた。殺気だった様子に、トウイは警けい戒かいする。


　だが、しばらくして、彼らの着ているのが、近衛を示す黒を基調とした服だとわかった。白い羽織を上に着ているのは検け非び違い使しの印である。


「なにゆえ、検非違使が……」


　検非違使が動く状じよう況きようは、限られている。近衛の武ぶ使しの誰だれかが禁を犯おかし、逃とう亡ぼうしたとかだ。


　トウイは立ち上がって、検非違使がやってくるのを待つ。


　そして声をかけた。


「トウイ殿どの！」


　検非違使たちは驚いた様子で駆かけ寄ってくる。


「何があった？」


　トウイは訊ねた。


「それが……」


　検非違使たちは、精せい霊れい樹じゆが実をつけたこと、その実を神しん明めい流りゆうのヒエンが盗ぬすみ、逃亡していることなどを早口で伝えた。


「我らの使命は、ヒエンを捕とらえ、精霊樹の実を取りもどすことです」


「あの男が、精霊樹の実を？」


　トウイは眉まゆをひそめる。


「いったい、なにが目的で？」


「執しつ政せい家のシオン様のお考えでは、妖精と関係しているのではないか、と。貴奴きやつの母は、ユウキの妖よう精せい姫きセラですから」


「そういえば、そうだったな。だが、ユウキの妖精姫にはたしか、監かん視しがつけられていたはず。近この衛え応おう仁じん流りゆうの見習いと、執政家からもひとり」


「その見習いたちも、行方ゆくえが知れません。あるいは、貴奴に殺されたのかもしれません」


「まさか……」


　それはあるまい、とトウイは思った。


　ヒエンという男は、未熟な若い武使を斬きるような真似まねはするまい。


（これは、なにかある。もしかすると、婆ば娑さ羅ら鬼きの行方と関係しているかもしれん）


　そんな気がした。


「ここで我々が出会ったのもなにかの縁えんというもの。わたしも協力させてもらえまいか？」


　トウイはそう申し出る。


「ぜひ、お願いします。トウイ殿についていただければ、これほど心強いことはありません」


　検非違使たちは、大喜びでトウイの申し出を受けた。


　ヒエンがかなりの使い手だと知っているからだろう。


　事実、彼の神明流を崩くずしえるのは、近衛でも限られているはずだ。


　無論、トウイはそのひとりであると自負している。


（もし、あいつがオレの思っている男と違ちがっていたとしたら……）


　トウイは心のなかでつぶやく。


（容よう赦しやなく斬って捨ててやるからな）
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　無人の村で一夜を明かした翌日、ヒエンらは大湖の東岸へと渡わたることができた。


　案じていたより簡単に舟ふねが手に入ったからである。


　風ふ呂ろや食事の支し度たくでのぼった煙けむりを見つけたらしく、夜中に水すい賊ぞくが襲おそいかかってきたのだ。


　近くに拠きよ点てんがあったのであろう。


　村が無人のまま放置されていたのは、そういうことだったのだ。


　水賊は五十人ほどの人数だったが、ヒエンらはあっというまに叩たたき伏ふせた。


　そして朝まで縛しばりあげておいて、舟を漕こがせたのである。水賊たちが使っていたのは小型の早舟だったので、広大な大湖を横断するのに一日とかからなかった。


　水賊どもは散々、脅おどしてから解放してやった。だが、湖こ国こくハクサが治まらないかぎり、彼らは水賊でありつづけるだろう。


　上陸したあとは、岸辺近くの林に身を潜ひそめて、妖よう精せいが接せつ触しよくしてくるのを待つ。


　そして日が暮れようとするころに、彼らは姿を現した。


「お姉さま！」


　ユルラが嬉うれしそうに、土妖のタンナに向かって飛んでゆく。


「あれ？　シャム様は？」


　火妖の姿が見えないことに気づき、ユルラがきょろきょろと辺りを見回す。


「シャムは、鬼おにに殺されました……」


　水妖のシグレが重苦しい声でユルラに答えた。


「噓うそ……」


　ユルラが言葉を失う。


　翅はねの動きが止まり、すとんと地面へと落ちてゆく。あわてて翅を羽ばたかせ、ユルラは土妖の肩かたに止まった。


「噓でしょ？」


　涙なみだを滲にじませながら、タンナの肩を小さな手で揺ゆする。


「残念だが、本当なのだ」


　無言のまま顔を伏せている土妖の代わりに、金妖のラズリがユルラに答えた。


　そんな妖精たちの会話は、ヒエンの耳にも入った。


「その話、くわしく聞かせてくれねぇかな？」


　ヒエンは妖精たちに近づいてゆく。


「そのつもりです……」


　土妖のタンナがヒエンを振ふり向き、うなずいた。


　そして火妖の最さい期ごについて、子細を語ってゆく。


「婆ば娑さ羅ら鬼き……だって？」


　話を聞き終えて、ヒエンはアモンを振り返った。


「たしか、神代記にも出てくる鬼だったよな？」


　アモンはウツヒミ大だい神じん宮ぐうで育ったゆえ、神代記をはじめとする史書にくわしい。


「ああ、神代に争鳴した百鬼のうちの一鬼だ。だが、さほど悪名の高い鬼ではない。人を救った話や、人に知ち恵えや技わざ、芸を授さずけた話なども多く伝わっている。堤つつみや溜ため池いけなどに婆娑羅の名を残すものもあるほどだ」


「婆娑羅の行動は、たしかに不可思議です。ですが、恐おそろしい鬼であるのは、間ま違ちがいありません。精せい霊れい樹じゆを守っていたとされる四し聖せい獣じゆうを倒たおしたのは、他ほかならぬ婆娑羅です。それも精霊樹に登ってみたいという理由だけで……」


　タンナがアモンの言葉を補足する。


「なんだ、そりゃ？」


　ヒエンは顔をしかめた。


　どうにも得体が知れないが、霊れい獣じゆうのなかでも最強とされる四聖獣を倒したというのだから、強力な鬼であるのは間違いない。


「そんな鬼が、なんだって、あんたらを待ち伏ぶせしてたんだ？」


「目的は、精霊樹の実なのかもしれません……」


「こいつを？」


　ヒエンは黒漆うるしを塗ぬった大きな葛籠つづらに目を向けた。


　そのなかで、精霊樹の実は、神秘的な虹にじ色いろの霊れい光こうを発しているはずである。


「なんで鬼がこいつを狙ねらうんだ？　それに、こいつが運ばれていることを、どうやって知ったんだ？」


「鬼とは、そういうものです」


　タンナがため息まじりに言った。


　なにも言い返しようのない言葉である。


　しかし、神代にも精霊樹に登ろうとしたぐらいだ。その実を欲ほつしたとしても、不思議ではないのかもしれない。


「追っ手は近衛このえだけだと思っていたが、鬼まで狙っていたとはな……」


　そして鬼の追つい跡せきから逃のがれるのは、近衛以上に難しいはずだった。


「戦うしかねぇか」


　ヒエンはひとりごとのようにつぶやく。


「戦いを避さける方法があればよいのですが……」


　タンナの表情は硬かたい。


　婆娑羅という鬼を、よほど恐れているようだ。


「あんたらは神代に鬼を滅ほろぼしたんだろ？　鬼より強いんじゃねぇのか？」


「神代には、精霊樹の力がアーシア全土に満ちていたからな。今より強い妖よう術じゆつが使えたのだ。そうでなければ、シャムもそう簡単には敗れはせん」


　金銀目の妖よう精せいが、ヒエンを睨にらんだ。


「そうだった……」


　うかつな一言だったというしかない。


　妖精から力を奪うばったのは、他でもない人間なのだ。


「精霊樹の実を鬼に奪われることだけは、なんとしても阻そ止ししなければなりません。これからは、わたしたちも、あなたがたとともに行動させていただきます」


　タンナがそう申し出てきた。


「こちらに異存はねぇ……」


　ヒエンは、もともとそのつもりだったのである。


　だが、婆娑羅という鬼の姿も、シャムという妖精が死ぬところも見たわけではない。妖精たちの言葉を、そのまま信用するわけにはゆかなかった。


「で、この次はどこに向かうんだ？」


　ヒエンが訊たずねると、タンナが毅き然ぜんと答える。


「我々が目指すのは霊れい国こくゴコウです。我々の王国はそこにあります」


「霊国ゴコウ？」


　ヒエンは一いつ瞬しゆん、耳を疑った。


　霊国ゴコウは、東海に浮うかぶ島国である。このまま東の山を越こえ、それから川に沿って、海まで下る。そこからは海路となる。


　ここからだと、まだ十日以上かかる。今、最終目的地を告げる必要はなかったはずだ。


「言っちゃっていいの？　お姉さま？」


　ユルラが焦あせった声で言う。


「かまいません。わたしたちが互たがいに猜さい疑ぎ心しんを抱いだいていては、鬼おににつけいられるだけですから」


　タンナがそう言って、ヒエンを見つめた。


「そう思いませんか？」


「同感だな」


　ヒエンは笑え顔がおでうなずきかえす。


　ユルラの反応を見るかぎり、タンナの言葉は真実と見て間違いなかった。


　妖精も人と同じく鬼を憎にくみ、恐れている。


　その事実に、ヒエンは一筋の光明が見えた気がした。


　鬼という共通の敵がいれば、妖精と人とは共きよう闘とうできるかもしれない。そのためにも、精せい霊れい樹じゆの実は死守しなければならないと、ヒエンはあらためて心に誓ちかった。
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　焚たき火の炎ほのおが揺ゆらめいている。


　ヒエンたちは妖精とともに湖こ国こくハクサの東に聳そびえる山脈に入り、蟲こ国こくザザを目指していた。そこはもう東とう荒こうの地である。


　もっとも蟲国ザザはまだ自然も豊かで人口も多い。東へ行くにつれ、土地は次し第だいに荒あれてゆくのだ。そして東荒の中心、荒こう国こくイワイには鬼き母ぼ神しんリトラを封ふうじた鬼き神しん石せきがあり、瘴しよう気きがたちこめる不毛の地となる。


　だが、そのイワイにも、いまだ人が暮らしていると聞くから驚おどろかされる。


　ヒエンたちは街かい道どうを避け、地元の猟りよう師ししか使わないような山道に入っていた。道は細く険しく、ところどころ氷が張り、あるいは雪が厚く積もっており、一歩進むだけでも、大変な苦労を強しいられた。


　そして今、小さな池の岸辺で夜営をしている。


「とにかく身体からだを温めないとな」


　ヒエンは熱い雑ぞう炊すいを作り、皆みなに配った。


　妖精たちの分も用意したが、彼らは薄うすく焼いた麵麭パンのような食料を持参しており、それだけで十分だからと断られた。


　ヒエンも妖精の好みはわからないので、無理には勧すすめない。


「美味うまい……」


　雑炊をひと口すすって、スズリが思わず声を漏らす。


「本当ですね……」


　ミツルがうなずいた。


　彼女も巫女みことしての修しゆ行ぎようばかりで家事の経験はないらしい。ヒエンが料理をしているのを、興味深く覗のぞくのみだ。いずれ覚えるつもりはあるのだろう。


「ヒエン様は一生、独り身で大だい丈じよう夫ぶだと思います」


　ミツルが真顔で言った。


「め、滅めつ多たなことを言わねぇでくれ。巫女様の言葉だと、予言かと思っちまう！」


　武術の道を選んだ以上、女性と縁えん遠どおくなったのは間ま違ちがいない。だが、好いた女性と一いつ緒しよになり、所帯をもちたいという夢もあきらめたわけではないのだ。


「あ、兄ぃは、いい年だろ？　どうして嫁よめをもらわなかったんだ？」


　ヒエンは救いを求めるようにアモンを振ふり返った。


「神宮にもどったときには、縁えん談だんはいくらでもあった。だが、草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主をやめたからな。身をかためる必要などあるまい？」


　アモンが迷めい惑わくそうに言う。


「お、おまえたちは、まだ早いよな？」


　ヒエンはさらにアリマとヤハギにも問いかけた。


「無論、今は修行が優先です。しかしながら、わたしにも許嫁いいなずけがどうこうという話はあったようです。近衛の武使は神域で暮らしていますので、家族がいる者も多く、自然そういう話も出てくるのです」


　アリマが生き真面まじ目めに答える。


　ヤハギのほうは無言だったが、その表情にはどことなく余よ裕ゆうが感じられた。


　彼は帝てい都とで暮らしているから、修行の合間に遊ぶこともできる。端たん整せいではないが、陰かげのある容よう貌ぼうや物言いなど、若い娘むすめに好まれそうな雰ふん囲い気きがある。


「そ、そうか……」


　ヒエンは内心、ひどく動どう揺ようした。


「まったく……」


　スズリがため息まじりに、冷たい目を向けてくる。


「そんなこと、今はどうでもいいだろう？　婆ば娑さ羅ら鬼きとやらとどう戦うか、童どう子じのあの剣けんをどう受けるか、そういうことに頭を使ったらどうだ？」


「なんだとっ？」


　聞き捨てならない言葉だった。


「武術のことは、いつだって考えているぜ。おまえみたいに気を高めて攻せめるだけの剣とは違ちがって、神しん明めい流りゆうは緻ち密みつで繊せん細さいなんだ。瞬しゆんとか刹せつ那なとか、おまえは考えたこともないだろう？」


「なっ……」


　スズリが言葉を失う。


「わ、わたしとて、いかに速く、いかに鋭するどく、いかに激しく剣を振るえるか考えている。極きわめれば、二の太刀たちなど必要のない一いち撃げき必殺の剣となるからな」


「一撃必殺の剣なんてあるわけねぇ。〝不ふ動どう〟で受ければ、すべての奥義を無力化できるからな」


　ヒエンは鼻で笑った。


「初しよ太刀だちを受けるとき、〝不動〟とやらを出せるほど、気が高まっていればいいがな。そういえば、ヒエンが放つ霊れい光こうは何色だったかな？」


　スズリがあからさまな皮肉で返してくる。


　ヒエンは彼女と違い、全身から霊光を発したことがない。


「な、なんだとっ！　昼ひる行あん灯どんみてぇに無む駄だに光らせてるだけのおまえに言われたくねぇっ！　オレは相手の攻めに備えて、気を内に溜ためてるんだ。漏もれてねぇってだけ──」


「ふたりとも、やかましいぞ！」


　アモンが我が慢まんしきれないというように怒ど鳴なり声をあげた。


「我々は追われている身なのだぞ。もうすこし緊きん張ちよう感かんを持て」


「す、すまねぇ」


「申し訳ありません」


　ヒエンとスズリは我に返って、アモンに詫わびた。


「武術の腕うでと人格とは、あまり関係しないのですね。近衛このえでは、人格も厳しく鍛きたえられるのですが……」


　アリマがヒエンとスズリを見ながら、しみじみと言った。


「困ったことに、実は関係ない……」


　アモンがふかく腕うで組ぐみをしてうなずく。


「だが、武術の腕に人格がともなわないと、いつ外げ道どうに堕おちるともしれんからな。おまえは、人格もしっかりと磨みがくことだ。神刀二流と近衛諸流がしっかりしていれば、世に邪じや流りゆう魔ま剣けんがいくら現れようが、武術の本道が揺ゆらぐことはない」


「心しておきます」


　アリマが生真面目に返事をした。


　すると、ヤハギが唐とう突とつに立ち上がった。


「どうした？」


　アリマがいぶかしむようにヤハギに声をかける。


「我が真しん影えい流りゆうは、その邪流魔剣と呼ばれているからな」


　ヤハギはいつにもまして無表情だった。


　たしかに、執しつ政せい家の御お家いえ流りゆうである真影流は、暗殺剣とも囁ささやかれている。


　気配を殺し、太刀筋すじを隠かくし、影かげ刃ばを重ねて、相手を斬きることを得意としているからだ。その流りゆう儀ぎは、あの無む想そう流りゆうにも通じるところがある。


　そして真影流の武ぶ使しは、まさにユウキ家の影として様々な密命を果たしてきた。喩たとえるなら、神宮における神かむ威いのような存在である。


「オレの言葉を、そう解かい釈しやくしたか？　だとすれば、謝らねばならんかな？」


　アモンがヤハギをじっと見つめた。


「いえ、アモン様のお言葉は、正しく理解したつもりです。神代より武術の基本を伝えつづける神刀二流。武術の可能性を極限まで高め、厳しい掟おきてで律する近衛諸流。武術の本道は、まさしく両派によって守られてきました……」


「それは、すこし違うぜ……」


　ヒエンはヤハギの言葉を聞き咎とがめ、彼に声をかけた。


「アモン兄は、邪流魔剣と呼ばれるような流派を否定してるんじゃない。武術の発展には、そういう自己流こそ必要だと言ってるんだ。だからこそ、基本と規き範はんがしっかりしている必要があるってことさ」


　アモンが世間では邪流魔剣と呼ばれていた退たい魔ま士しヤクモの剣を認めていたのを、ヒエンは知っている。


　八や雲くも退たい魔ま流りゆうと自じ称しようし、魔ま物ものとの戦いから着想を得た彼の技わざと術は、間ま違ちがいなく独自のものであった。


　ヒエンはそれに苦戦をしいられたから、ヤクモの剣が優すぐれていることは理解している。


　ただ相手の虚きよをつく動きが多いゆえ、手の内を知られると対処されやすいという自己流にありがちな弱点もあった。


「熱くなるとは、おまえらしくないな」


　アリマが驚おどろいたようにヤハギを見つめる。


「そうだな、すこし熱くなっているかもしれない。頭を冷やしてくるとしよう……」


　ヤハギがそうつぶやいて、闇やみのなかへと姿を消していった。


　アリマがその後を追おうと腰こしを浮うかしたが、ヒエンは首を横に振ふって、それを制した。


「そっとしておいてやれ。無口な奴やつだが、あいつだって、いろいろ思うことはあるんだろう」


「わかりました……」


　アリマがふたたび腰をおろす。


　しかし、彼の視線は、ヤハギの消えた方向から、しばらく離はなれることはなかった。





　ヒエンらがいる場所から十分に離れたあと、ヤハギは大きくため息をついた。


（不覚だった……）


　心のなかで、つぶやく。


　邪流魔剣という言葉に、つい過か敏びんに反応してしまった。


（その通りだからだ……）


　真影流の武使は、執政家の隠おん密みつとして働くこともある。命じられれば、暗殺も厭いとわない。暗殺剣けんと噂うわさされるのも当然だ。


　そのとき、闇のなかでかすかな気配がした。


　それは、真影流の武使だけが発する特とく殊しゆな気である。そして真影流の武使だけが、それを感じることができるのだ。


　その気は、先さき程ほどからヤハギを呼んでいた。


　ヤハギは慎しん重ちように周囲をうかがう。


　誰だれも、近くにはいない。


　気を感じること、気を秘すことにかけては、真影流の武使は極きわめて厳しく鍛えられている。ヤハギが普ふ段だん、無口なのは、言葉とともにうっかり気が漏もれるのを恐おそれているからだ。まだ未熟だということである。


「遅おそいぞ……」


　闇のなかから沁しみだしてくるような細い声がした。


「妖よう精せいの王国がどこにあるか判明しました……」


　ヤハギは闇に向かって、口を動かすこともなく囁いた。


　同じような細い声が出る。


「霊れい国こくゴコウ。そのどこかにあるとのことです」


「でかしたぞ……」


　声が返ってくる。だが、その言葉には、感情の欠片かけらもない。


「ただちに、あの方に伝えよう。おまえは、このまま任務を続行するように」


「かしこまりました」


　ヤハギはそう答えると、足早に来た道をもどろうとする。


「待て……」


　しかし、闇のなかの声が、それを制した。


「まだ、なにか？」


　気を漏らすまいと、ことさらゆっくりヤハギは声をだす。


「近衛がやってくる。この間道に入ったことを突つき止めたようだ」


「近衛このえが？」


　ヤハギはわずかに目を細める。


「ここで、おまえたちが捕つかまっては計画が狂くるう。さっさとここから離れろ」


「承知しました……」


　ヤハギはうなずくと、足早にヒエンたちのもとへもどった。





「なにをしていた？」


　アリマが立ち上がって、ヤハギに詰きつ問もんする。


「用足しだ」


「声をかけてくれたら、オレも一いつ緒しよに──」


「悪いが、そういう趣しゆ味みはない。そんなことより……」


　ヤハギがアリマを一いち瞥べつしてから、ヒエンの近くに寄った。


　そして小声で告げる。


「近衛が近づいています。早々にここを発たったほうが……」


「近衛が？」


　ヒエンはあわてて気配をうかがう。


　しかし、なにも感じなかった。


「まだ遠くです。しかし、我々がこの道に入ったことは摑つかんでいる様子。いずれ、ここにやってきます」


　ヤハギが言った。


「そうか……」


　ヒエンはうなずく。


「ゆっくり休みたかったところだが、しかたねぇ、今夜は夜通し歩いて、追っ手から逃のがれるとしよう。アモン兄は巫女みこ様をおぶってあげてくれ」


「よろしいですか？」


　アモンがミツルを振ふり返り、うかがいをたてる。


「足手まといにはなりたくありません。よろしくお願いします」


「出発ですか？」


　土妖のタンナが声をかけてきた。


「近衛とは、やりあいたくねぇしな。先日みたいに、妖よう術じゆつで足止めするというのも、あまり気が進まねぇ。近衛との遺い恨こんは最小限にとどめておきたいんだ」


「わかりました」


　タンナが微笑ほほえむ。


　陽ひに焼けたような浅黒い肌はだが、焚たき火の炎ほのおに照らされ、神秘的に輝かがやいている。


　その人ならぬ美しさに、ヒエンは胸が高鳴るのを覚えたが、すぐ頭から振り払はらった。


　スズリに気づかれたら、また節操なしと罵ば倒とうされる。しかも、神しん霊れいとなったテマリもすぐ側にいるのである。ヒエンは霊れい感かんがないので見えないが、向こうはいつもヒエンを見つめているそうだ。神霊なのだから、それこそ心まで見通していても不思議ではない。


　美しい女性を見て、心臓が鼓こ動どうするのは若い男にとって生理現象のようなものだ。しかも、今のように不意をつかれることが多いので防ぎようもない。


　ヒエンは自分に言い訳をしながら、手早く野営の後始末をし、最後に焚き火を雪で埋うめた。


　精せい霊れい樹じゆの実が入った葛籠つづらは、アリマとヤハギのふたりが棒を通して担かつぐ。ミツルはすでにアモンがおぶっていた。


　そのときには、追っ手の気配がはっきりと感じられた。急いでいるせいか、気配を消している感じではない。


「よく知らせてくれたな」


　ヒエンはヤハギに言葉をかけてから、山道を登りはじめた。


　ヒエンが先頭に立ち、ミツルを背負ったアモンが続く。それから、葛籠を担いだアリマとヤハギ。その後にスズリ。そして妖精たちはすこし離はなれて、後方を警けい戒かいしながら進む。


「追いつかれそうか？」


　ヒエンは土妖のタンナに訊たずねてみる。


「大だい丈じよう夫ぶです。近づいてくる気配はありません」


　タンナが答えた。


　と、彼女の肩かたに止まっていたユルラが、なにを思ったかひらひらと飛んできて、ヒエンの頭上を飛び回る。


「どうした？」


「あたしが先導してあげるわ」


　そう恩着せがましく言うと、ユルラの翅はねがひときわ明るく光を放つ。


「妖術〝不知火しらぬい〟」


　ユルラが得意げに言い残すと、ヒエンを追い越こし、数歩先を飛びはじめた。


　足あし下もとが明るくなり、細い道がはっきりと見える。


「ありがとうよ……」


　ヒエンは小妖に声をかけた。


　しかし、ああいう光についてゆくと、底なし沼ぬまに誘さそわれるという伝承を聞いたこともある。


　そんな伝承を思い出したのが、いけなかったのかもしれない。


　しばらくゆくと、すこし森が開けた平らな場所に出た。


　そして、その一面が、ユルラが発する光を反射する。


　水が張っていたのだ。
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　底なし沼ではない。だが、もっと厄やつ介かいなものが、そこにはいた。


　先の近この衛え北ほく斗と流りゆう当主トウイである──
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　トウイはまるで水の上に立っているかのように見えた。


　気配は完全に消えている。


　すでに〝明めい鏡きよう止し水すい〟の境地に入っているのだ。


「おめぇが、なんで、ここに……」


　ヒエンはうめくように言った。


　婆ば娑さ羅ら鬼きとやらよりもある意味、質たちが悪い。斬きるわけにゆかないし、そう簡単に斬られるような男でもない。


「スズリ……」


「どうした？」


　ヒエンに呼ばれて、スズリがやってきた。


　そして彼女もトウイに気がつく。


「トウイ殿どの！　どうして、ここに……」


「それは、すでにオレが言った。あいつはおまえに惚ほれていたよな？　ここを通してもらえるよう説得してこい」


「なっ……!?」


　スズリがいつもどおり絶句し、ヒエンを睨にらみつける。


「よ、よくも、わたしにそんなことが頼たのめるな」


　怒いかりのあまり、目に涙なみだを滲にじませ、スズリが言った。


「あるかなしかのおまえの色気が、ゆいいつ役に立つかもしれない機会なんだぞ？　説得できなきゃ、あいつを斬って通るしかないんだぜ？」


「そ、それは……」


「まずかろう？」


「た、たしかにそうだが、わたしが頼んだぐらいで通してはもらえまい。トウイ殿がいかに近衛このえの掟おきてに忠実かは、ヒエンもよく知っているだろう？」


「それはそうだが、万が一ってことも──」


「ないっ！」


　スズリが断言した。


「じゃあ、どうするかな？」


「あたしが眠ねむらせてやるわっ！」


　ユルラが勢いこんで、トウイのもとに飛んでゆこうとする。


「やめておけ！　水すい刃じんで真っぷたつにされるだけだ。あいつの腕うでなら、蝶ちようどころか小こ蠅ばえだって、両断できるんだから」


　ヒエンはそう言って、ユルラの胴どうをひょいとつまんだ。


「小蠅なんかと一いつ緒しよにするなっ！」


　ユルラが手足をばたばたさせたあげく、ヒエンの指を嚙かむ。


　ヒエンは痛みに耐たえながら、進みでてきた土妖のタンナにユルラを渡わたした。


「シグレの妖よう術じゆつで、あの男をぬかるみに沈しずめることができますが？」


　タンナが小声で言う。


「あいつなら、泥どろに沈むまえにこちらに渡ってくるだろうな」


　水の浮ういた地面は、トウイにとっておあつらえの舞ぶ台たいなのだ。


「では、どうします？」


「こんなときこそ、〝不ふ動どう〟が使えれば、いいんだが……」


　ヒエンはつぶやいた。


　トウイの水刃を神しん明めい流りゆう奥義〝不動〟で止めれば、相手の気力、体力を奪うばい、しばらくのあいだ動きを止めることができる。相手を傷つけることもないし、その隙すきに逃にげればいい。


　だが、ヒエンはまだ、それを繰くりだすための手がかりさえ摑つかんでいない。やみくもに振ふるって、発動するようなものではないのだ。刹せつ那なを捉とらえる感覚がわからないようでは、奥義にはほど遠いというしかない。


「ここは正直にすべてを話すしかねぇな」


　それでトウイが聞き入れないときには、尋じん常じようの仕合で決着をつけようと、ヒエンは覚かく悟ごを決めた。彼の水刃で斬られるか、あるいは彼の水刃を〝木こ霊だま〟で返すかになる。おそらく、どちらかが命を落とすことになるだろう。


　ヒエンは慎しん重ちように一歩を踏ふみだし、薄うすく水が浮く地面に立った。


　距きよ離りはまだあるが、そこはすでにトウイの間合いである。


　ヒエンも鳳ほう翼よく、凰おう翼よくに手をかけ、抜ばつ刀とうできるように備えた。


「抜ぬけ……」


　淡たん々たんとした口調で、トウイが声をかけてくる。


「オレの話を聞いてくれねぇかな？」


　ヒエンは呼びかけてみた。


「問答無用……と言いたいところだが、おまえがなぜ、愚ぐ行こうに及およんだのか、興味がある。どのような理由で精せい霊れい樹じゆの実などを盗ぬすみだした？　見れば、近衛の見習いも同行しているし、いにしえの妖よう精せいもともにいる。そちらにおられるのは、神しん刀とう流りゆうの使い手とウツヒミ大だい神じん宮ぐうの巫女みこであられるか？」


「オレの名は、アモン。今は神刀流を離はなれ、ひとりの武ぶ使しとして修しゆ行ぎようの身にある」


「わたくしは、ミツルと申します」


　そう名乗り、ふたりは丁てい寧ねいに一礼した。


「アモン殿どのといえば、草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主であられたはずだが？」


「いろいろあって、追放されたのだよ」


　アモンが肩かたをすくめた。


「噂うわさに聞いた神宮争乱……」


　トウイがうなずくと、アリマに鋭するどい視線を向ける。


「おまえの流派と名は？」


「こ、近この衛え応おう仁じん流りゆうを修行しておりますアリマと申します。我が当主より、ヒエン殿の母君セラ様の護衛を命じられておりました。しかし、セラ様を妖精たちに連れ去られたため、お救いしようと今、某ぼう所しよへと向かっております」


　アリマが声を震ふるわせながら言った。


「近衛の掟おきてに反することを承知のうえでか？」


「む、無論です。セラ様がおもどりになったあとは、いかような罰ばつでも受けるつもりです」


「愚おろかな真似まねを……」


　トウイが端たん整せいな顔をわずかにゆがめた。


　アリマの行こう為いに弁解の余地はない。掟に従えば、極きよつ刑けいは免まぬかれえないところだ。


「精霊樹の実を盗みだしたのは、妖精と交こう渉しようするためだ。母を連れ帰るかどうかは、当人次し第だいだが、オレとしては妖精と人とが鬼おにに対し、共きよう闘とうできるような関係を築きたい。それが近衛にとっても、最善だと思うからな」


「ならば、盗みだすのではなく、御ご前ぜん会議にかければよかったではないか？」


「会議にかけても、近衛がオレの考えに同調してくれるとは思えなかったんだよ。だが、精霊樹の実が妖精の手に渡ったあとなら、話は違ちがう。その実を大地に植えれば、精霊樹ダイダラが完全に復活するんだ。妖精はいにしえの妖力をふたたび取りもどすことになる。そうなってこそ対等の交渉ができるってもんだろ？」


「もし、妖精が人に対し戦いくさを挑いどんできたとしたら、おまえはどう責任を取るつもりだ？」


　トウイが妖精たちを一いち瞥べつしながら言った。


「責任なんて取れるわけがねぇ。そのときは先頭に立って、妖精と戦うだけさ。あるいは新しい精霊樹に刃やいばを撃うちこむかだな」


「思いあがるな！　おまえごときに皇こう帝ていの代わりができるものか!!」


　トウイが怒ど鳴なる。


「やってみるまでさ。知ってのとおり、オレはあの最強の戦鬼と、いずれ戦うことになる。皇帝の代わりが務まるぐらいじゃないと、勝てるわけがねぇんだよ」


「それは、わたしも同様だ。いずれは、あの童どう子じなる戦鬼に挑む。そのために、わたしは東とう荒こうの地で鬼おに斬ぎりを続けてきた……」


　トウイが憤ふん然ぜんとして答えた。


「それが、おまえの修行というわけか？」


「そうだ。鬼き神しん石せきの影えい響きようの強い東荒の地では、鬼の実力は何倍にもなるからな。それを斬きってこその修行だ。わたしの合理の剣けんは、間ま違ちがいなく磨みがかれた」


「それが、なんでもどってきたんだ？」


「ある鬼を追って来たのだ。その鬼が西へ向かったゆえな……」


「ある鬼？」


　トウイの言葉に、ヒエンはひらめくものがあった。


「もしかして、その鬼は婆ば娑さ羅らというんじゃねぇのか？」


「どうして、それを？」


　トウイの目が大きく開かれる。


「オレたちは、その婆娑羅とかいう鬼にも追われているんだよ。婆娑羅の狙ねらいは、オレたちが運んでいる精霊樹の実を奪うばうことだ」


「なんだと？」


　トウイが思わずというように一歩、足を踏み出す。


「その婆娑羅鬼に、妖よう精せいたちのうち、ひとりが殺されている。鬼にとっては、妖精も敵ということだ。だから、妖精と人とは手を組んで、鬼と戦えるはずなんだ」


　ヒエンは声に力をこめた。


「理り屈くつではな……」


　トウイがひとりごとのようにつぶやくと、しばし思案をした。


「婆娑羅鬼とは一度見まみえただけだが、恐おそるべき鬼だと確信した。生かしておいては、間違いなく人に害をなす」


「そんな奴やつに精せい霊れい樹じゆの実を渡わたすわけにはゆかねぇんだよ。どんなことに使われるか、想像もつかないからな」


「それは、おまえが神しん域いきから、その実を盗ぬすみだすからだろう？」


　トウイがじろりと睨にらんでくる。


「神域にあれば、鬼もそう易やす々やすとは近づけなかったものを……」


「まさか、鬼が狙ってくるとは、思わなかったんだよ」


「母親を救うためとはいえ、あさはかなことをしでかしたものだな」


　トウイがため息をついた。


　すでに闘気は感じられなくなっている。すくなくとも、今、戦う気はないということだ。


「で、オレたちを見み逃のがしてくれるのか？」


「見逃しはせん。だが、今、おまえとやりあっても意味はあるまい。とりあえず、婆娑羅鬼を倒たおすのが先決だ。それまで、わたしも一いつ緒しよに行くぞ」


「とりあえず、感謝しとくぜ」


　ヒエンは苦く笑しようまじりにトウイに答えた。


「追っ手が近づいてきている」


　そのとき、スズリが警告の声を発する。


「そのようだな。急がねぇと……」


　ヒエンはスズリにうなずくと、先頭に立ってふたたび歩きはじめた。
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　ヒエンらは三日かかって、国境の山を越こえた。


　そして、東とう荒こうは蟲こ国こくザザの河原に、ヒエンらはいる。目の前にある川の流れに沿って下ると、東とう海かいへと出る。


　だが、それまでにしておかねばならないことがあった。


　婆ば娑さ羅ら鬼きとの対決である。


　山中で襲おそってくるかと思ったが、姿を現さなかった。


　このまま先に進むと、妖精の王国がどこにあるか、トウイに知られてしまう。


　こちらから捜さがしだして決着をつけようと、ヒエンは提案した。


　異論は、誰だれからも出なかった。


　問題は、どうやって捜すかであるが、それも問題はなかった。


　水妖のシグレが使う妖よう術じゆつ〝雲うん外がい鏡きよう〟である。


　念じれば、望むものが、そこに映しだされるという。


　婆娑羅鬼の背後に映る景色から、居場所を特定しようというのだ。


　シグレが水辺に立ち、なにかを抱かかえるように両手を持ちあげる。


　その手のあいだに、川の水が吸いあげられてゆく。水は形を揺ゆらめかせながら球状となり、ゆるゆると回転し、やがて円えん盤ばん状になる。


　シグレが何事かつぶやくと、その水の鏡になにかが映りはじめた。


　ヒエンはすこし離はなれた場所から、その様子を見守っていた。かなり高度な妖術らしく、水妖が集中しているのが、肌はだにぴりぴりと伝わってくる。


「捉とらえた……」


　しばらくして、シグレがつぶやいた。


　鏡を見ると、岩と同化するように腰こしを下ろした派手な羽織をまとった男の姿が映っている。


「間違いない。あれが、婆娑羅鬼だ……」


　トウイが腕うで組ぐみしながら囁ささやいてくる。


「人の姿だな」


　ヒエンはわずかに身を乗りだした。


「どこにいるか、わかりますか？」


　土妖のタンナが、シグレに訊たずねる。


「鬼の背後に見えるのは、わたしたちが越えてきた山ですね。ここから、そう遠くないようです。鬼を映しているのは、あるいはこの川の水かもしれません。おそらく、ここより川上でしょう。河原の石が幾いく分ぶん、大きい……」


　シグレが慎しん重ちように答えた。


　ヒエンはトウイと顔を見合わせる。


「行くか？」


「無論！」


　ふたりはうなずくと、走りだそうとした。


　しかし、そのとき──


「ん？」


　シグレが怪け訝げんそうな声をあげた。


「どうした？」


　ヒエンは声をかける。


「まさか……わたしを見ている？」


　シグレの表情が陰かげった。


　ヒエンはつられるように、彼の両手のあいだに浮うかぶ水の鏡を覗のぞきこむ。


　婆ば娑さ羅ら鬼きはたしかに、こちらを見ているように感じられた。


　なにかを呼びかけているように、その口が動いている。


　そして、婆娑羅鬼は唐とう突とつに、剣けんを抜ぬいた。黄金の刃やいばである。


　婆娑羅は派手な動作で剣を頭上で振ふり回すと、鋭するどく突ついてきた。


　その瞬しゆん間かん──


「ぐっ！」


　シグレが苦く悶もんの声を漏もらす。


　ヒエンは我が目を疑った。


　水の鏡から、黄金の刃の切っ先が突きでていたのだ。そして、それは水妖の喉のどを完全に貫つらぬいていた。


　刃が抜かれ、血が噴ふきだす。


　糸が切れたように、くたくたとシグレが倒れた。


「シグレっ！」


　倒たおれた水妖に駆かけ寄ったタンナが、動かぬ水妖に駆け寄り、抱だきかかえる。だが、すでに水妖はこときれていた。


「あ、ありえねぇだろ？」


　ヒエンは息を呑のんだ。


「……見られていたゆえ、斬きらせていただいた」


　ヒエンの言葉に答えるように、どこからか声がした。


　鏡からである。


　水妖が妖術で作りだした水の鏡〝雲外鏡〟は、まだ空中に浮かんでいたのだ。


　そして、そこから、手が突きだされる。その手はまるで鏡を押し広げようとするかのように縁ふちにかけられた。雲外鏡が、激しい光を放ちながら、形を歪ゆがめてゆく。


　顔がぬっと出てきた。


　雲外鏡は完全にひき裂さかれ、霧きりとなって四散した。そしてその霧が消えたあとには、派手な羽織の男が、そこに立っていた。


「婆娑羅が見参！」


　婆娑羅鬼がどんと足を踏ふみ鳴らし、首をぐるりと一回転させた。


　そして、その顔を、ヒエンに向ける。


　ヒエンは大きく飛び退のき、間合いを取った。
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　その隣となりにスズリが、すっと並んでくる。


　すでに気が高まっていた。その全身から赤い霊れい光こうが淡あわく立ち上っている。


「先日以来だな」


　トウイが愛刀〝叢むら雨さめ〟を抜きながら、下段に構えた。


　黒金の刃が白く曇くもり、切っ先から水が滴したたりはじめる。


「おおっ、汝なんじはあのときの！」


　まるで旧友にでもあったかのように、婆娑羅の顔がほころんだ。


「貴様を追って来た……」


　トウイが抑よく揚ようのない声で言う。


　すでに〝明めい鏡きよう止し水すい〟の境地に入ろうとしているのだ。


　アモンも広刃の直刀である〝野の分わき〟を構え、ゆっくりと川上へと回りつつあった。


　アリマとヤハギは、ミツルを守るように彼女の前に進みでる。


　その隣に、細剣を抜いた金妖ラズリが立ち、ユルラを肩かたに止まらせたタンナは、ラズリの後ろに立った。


「妖あやかしと人とが、我を取り囲む。遥はるか神代のごとく……」


　婆娑羅鬼が高らかに嗤わらう。


「歓かん迎げい、感謝、感激！」


「よくもやりやがったな！」


　河原に横たわる水妖の骸むくろに手を合わせてから、ヒエンは婆ば娑さ羅らを睨にらみつけた。


「汝が名は？」


　婆娑羅鬼が問うてくる。


「鬼に名乗ってもしかたねぇが、オレは神しん明めい流りゆうクオンが一子ヒエンだ」


「我が名はザオウ。鬼となりては、婆娑羅。汝らとの舞まい、愉たのしみでならぬ。さあさあ、始めようぞ」


　芝しば居いがかった口調で言うと、婆娑羅鬼は刀を肩に担かつぐ。


　ヒエンも鳳ほう翼よく、凰おう翼よくの二刀を抜ぬき、正眼に構えた。


「行くぜっ！」


　ヒエンは気合いの声をあげ、間合いを一気に詰つめる。


　相手のしかけを誘さそうためだ。残念だが、ヒエンが攻せめて勝てるような相手ではなかろう。


　ヒエンが婆娑羅鬼の攻めを受け、隙すきをついてスズリ、アモン、トウイの三人が攻めるという手て筈はずであった。


　しかし、婆娑羅鬼はあいかわらず刀を担いだままである。


（どういうことだ？）


　ヒエンは怪け訝げんに思った。


　まったく無防備に見える。


（こちらから、しかけてみるか？）


　ヒエンは首筋を狙ねらって、左の鳳翼を水平に走らせる。


「のらり」


　身体からだを後ろに倒たおすようにして、婆娑羅鬼はよけた。


　ヒエンは次に右の凰翼で脇わきを斬きりあげる。


「くらり」


　婆娑羅鬼は今度は、身体をひねってよけた。


　ヒエンの太刀たち筋すじが鈍にぶいわけではない。首を断たち、腕うでを斬り落とすほど刃やいばは走っていた。


　それが、こうも簡単にかわされるとは思いもしなかった。


（ならっ、本気でゆくぜっ！）


　ヒエンは気合いを入れ直すと、連続攻こう撃げきをしかけた。


　婆娑羅鬼と密着するほどに間合いを詰め、縦じゆう横おう無む尽じんに小こ太刀だちを振ふるう。


　しかし──


「のらり、くらり、のらり、くらり」


　すべて、かわされた。


（完全に見切られてる!?）


　ヒエンは啞あ然ぜんとなった。


　婆娑羅鬼には、ふざけた台詞せりふを言うだけの余よ裕ゆうがある。しかも、婆娑羅鬼は反はん撃げきする素そ振ぶりさえ見せなかった。あいかわらず、刀を担いだままである。


（なめやがって！）


　頭に血がのぼりそうになるのを、ヒエンは必死で抑おさえねばならなかった。冷静さを失ったら、その時点で勝負は決まる。


　そのとき背後から鋭するどい気配が迫せまってくるのを感じた。


　ヒエンは咄とつ嗟さに右に飛び退のく。


　トウイが〝渡わたら瀬せ〟を使い、滑ってきたのだ。


　そして下段の構えから得意の水刃〝登とう龍りゆう〟を放つ。


（オレごと、斬るつもりかよっ！）


　ヒエンがよけなかったら、間ま違ちがいなく両断されていただろう。


　鬼を斬り、同時に神しん域いきから精せい霊れい樹じゆの実を盗ぬすみだした不届き者も成敗する。たしかに合理だ。


　水刃が迸ほとばしり、婆娑羅鬼に届く。


「ひらり」


　だが、婆娑羅鬼は右足をかるくひいただけで、水の刃をいとも容易たやすくかわしてみせた。


（今の水刃をかわせるのかよっ？）


　ヒエンは脇をすり抜けようとするトウイの身体に腕を回し、その場で止めてやった。


　放っていたら、無防備な体勢のまま、婆娑羅鬼の正面に滑りこんでいたところである。婆娑羅鬼にその気があればだが、一いち撃げきで葬ほうむり去られていただろう。


「なぜ、オレの水すい刃じんがかわされたのだ？」


　トウイがヒエンに向かって怒ど鳴なる。


「オレが知るかよっ。オレの小太刀もことごとくかわされたんだぜ。これまで受けられたことはあっても、ここまでかわされたのは初めてだ。それより、おまえ、オレごと奴やつを斬るつもりだったろう？」


「おまえなら、よけると思ったし、実際、よけたではないか？　そして婆娑羅鬼の意表をつくはずだったのだが……」


　トウイが唇くちびるをかむ。


「心が波立ってるぜ？　いったん、さがって頭を冷やしてくるんだな」


　ヒエンはトウイに回した腕を振った。


　トウイが後ろ向きに滑ってゆく。運うん足そく術じゆつ〝渡瀬〟はまだ効いていたのだ。


　その瞬しゆん間かん──


「キェーイッ！」


　鳥が鳴くような声をしたかと思うと、スズリが細刃の大太刀〝紅こう冠かん〟を最上段に構えながら、斬りこんできた。


　十分に気力を高めたのだろう。刃はすでに炎ほのおに包まれている。


　そしてアモンが川のなかに入り、婆ば娑さ羅ら鬼きの背後に回っていた。スズリが押しこんだら、その隙すきをつくつもりなのだ。


　鬼に対し、正々堂々の戦いなど必要ない。そして尋じん常じようの勝負を挑いどんで、勝てるような相手ではないだろう。


　ヒエンはいったんふたりにまかせ、婆娑羅鬼との間合いを広く取った。


「胡こ蝶ちよう炎えん舞ぶっ！」


　スズリがいきなり術を繰くりだした。


　炎の飛礫つぶてが彼女の刃から無数に迸ほとばしり、弧こを描えがきながら、婆娑羅鬼に迫る。


　ひと太刀めから、気を乗せられるのが、彼女の恐おそろしいところである。それを極きわめれば、たしかに一撃必殺の剣けんとなりうるかもしれない。


　婆娑羅鬼は、炎の飛礫が迫っても平然とした表情だった。


「くるり」


　そして、命中する寸前で、身体を一回転させる。


　派手な柄がらの羽織がたなびいた。


　炎の飛礫は、その羽織の表面に当たったが、布地の表面を滑すべり、後方へと流れてゆく。


「なっ……」


　スズリが言葉を失い、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくす。


　高まった気力も、一いつ瞬しゆんにして萎なえていた。それもやむをえまい。完全に決まったと思った術が、まったく効かなかったのだから。


「ディエーイッ」


　スズリの動きが止まったのを見て、今度はアモンがしかけた。


　水の流れなどをものともせず、婆娑羅鬼に肉にく迫はくする。


「テイッ！　タアッ！　トオッ！」


　重く強い斬ざん撃げきを次々と繰りだすが、婆娑羅鬼は「ひらり、ひらり」とかわしてゆく。


　よく見ると、婆娑羅鬼には無む駄だな動きがいっさいなかった。すべての斬撃が、鬼の身体からだから紙一ひと重えのところを抜ぬけている。


「あの見切りは、尋常じゃねぇ」


　ヒエンはうめいた。


「同感だな。あれは、あの鬼の術かもしれん」


　トウイがうなずく。


　ヒエンはちらりと妖よう精せいたちを見た。


　彼らも妖よう術じゆつで援えん護ごしてくれる手て筈はずである。


　だが、妖精たちがいかなる妖術を使えるのかは、ヒエンは知らなかった。しかも妖精のひとり、水妖のシグレはすでに命を落としている。


　土妖のタンナと金妖のラズリは、注意深く戦いを見守りながら、精神を集中していた。


（しかし、精せい霊れい樹じゆの力が働いていないしな……）


　過度な期待はしないほうがいいだろう。


　ヒエンは注意をスズリとアモンにもどした。


　ふたりは婆娑羅鬼を前後から攻せめたてている。だが、婆娑羅鬼は戯おどけるような動きで、その攻めをかわしつづけている。


　よく見ると、まだ刀を担かついだままだった。


「オレたちが束になっても敵かなわないということかよ……」


　ヒエンは婆娑羅鬼の動きを必死になって目で追う。


　そして気づいたことがあった。


「アモン兄やスズリが剣を振ふるう一瞬前に、あの鬼は動いているんじゃねぇか？」


「たしかに、そう見えるな……」


　トウイがヒエンの考えに同調する。


「振るうより早く動けるのなら、それを越こえる合理はない」


　トウイがいまいましそうに言った。


「しかし、なぜそんなことができる？」


「知らぬよ。そこにいる鬼おにに訊きいてみることだ」


　トウイがむっつりと答えた。


「なにか、いい策はねぇのかよ……」


　ヒエンは舌打ちをして、ふたたび戦いに目を向ける。


　アモンはまるでヒエンと稽けい古こをしているときのように、神しん刀とう流りゆうの基本の型を繰り返していた。その攻めを婆娑羅鬼はあいかわらず、かわしつづけている。だが、アモンに焦あせりは感じられないし、疲つかれた様子もない。


（さすがだぜ……）


　ヒエンはうなった。


　だが、スズリのほうはもう限界に近かった。剣の振りが、あきらかに鈍にぶくなっている。


「スズリ、おめぇはさがれ」


　ヒエンはスズリのところへ駆かけ寄ると、そう声をかけた。


「そ、そうだな……」


　すこしためらってから、スズリはうなずく。


　その目に涙なみだをにじませているのが、ヒエンにはわかった。


　それほどに悔くやしいのだ。


「心配するな。おめぇは間ま違ちがいなく、強くなってる」


　ヒエンはスズリの背中をかるく叩たたいてやる。


「アモン兄、助すけ太刀だちするぜっ」


　そしてヒエンは婆ば娑さ羅ら鬼きの背後にまわり、ふたたび小太刀を振るいはじめる。


「のらり……くらり……」


　婆娑羅鬼はヒエンを振り返ろうともしなかった。


　それでいながら、ヒエンの懸けん命めいの攻めを、すべてかわしてゆく。


　ありえない動きだった。


　だが、それを認めるしかない。おかげで、ヒエンは冷静になれた。


「テイッ！　タアーッ！」


　まるで、からくり仕じ掛かけのように、アモンが延々と剣けんを振るっている。


　気のせいか、その一いち撃げき一撃が重みをましているように感じられた。だが、体力と気力はそろそろ限界のはずだ。


「ひらり、ひら──」


　そのとき、婆娑羅鬼が初めて刀を動かした。


　激しい金属音がし、アモンの剣が、婆娑羅鬼の黄金の刃やいばと交わっていた。


「フンッ！」


　アモンが婆娑羅鬼を押し込もうと渾こん身しんの力を振り絞しぼる。


「なかなか、なかなか！　なれど!!」


　婆娑羅鬼が笑いながら、アモンを押し返す。


　アモンは大きく弾はじき飛ばされ、体勢を崩くずした。


　息も乱れている。


　さすがに限界がきたようだ。


　婆娑羅鬼がアモンにとどめをさすべく、自らの頭上で派手に刀を振り回しながら、一歩、二歩とアモンに近づいてゆく。


　ヒエンは先さき程ほどから必死になって、婆娑羅鬼に斬きりかかっているのだが、ゆらゆらと身体からだを動かすだけで、すべてかわされていた。


　眼中にないどころか、振り返ろうともしない。


　どうやら、アモンが一番の大敵だと看破したようだ。


　そして、婆娑羅鬼は黄金の刃を、一いつ瞬しゆん、ぴたりと止める。


「汝なんじとの舞まいもこれまで──」


　だが、その瞬しゆん間かん、足あし下もとから唐とう突とつに姿を現すものがあった。


　人の形をした泥どろの塊かたまりである。


　妖よう精せいが使った妖よう術じゆつに違ちがいなかった。


　泥の人形は、次々とわきあがり、最後には四つが婆娑羅鬼を取り囲む。


「無ぶ粋すいな……」


　婆娑羅鬼がつぶやいて、妖精たちを一いち瞥べつする。


　そして身体をくるりと一回転させ、泥人形を切り払はらった。


　だが、手て応ごたえはなく、むなしく泥のなかを刃が走っただけである。


「アモン兄！」


　ヒエンはアモンと婆娑羅のあいだに入った。


「あの鬼に刀を使わせるとは、さすがだぜ」


　ヒエンは笑いかける。


「ひと太刀たち、受けさせただけで、褒ほめられるのは初めてだ。だが、ああもかわされ続けていてはな……」


　アモンが顔をしかめながら答えた。


「オレの斬ざん撃げきを刀で受けたとき、婆娑羅鬼には余よ裕ゆうがなかったように見えた。だが、あの一いち撃げきがそれまでとどう違っていたのか……」


　アモンがひとりごとのようにつぶやく。


「あの鬼おにのかわしようは、間違いなく術だ。その術を破るようななにかがあったのかな」


「わからんな。体力も気力も限界だったが、それゆえ、もっとも心技体が高まっていた一撃であったのはたしかだ。昔の感覚をかなり取りもどしていたよ」


「天地とひとつになるという感覚かい？」


「ああ、無我の境地だ……」


　アモンがうなずいた。


　そして、自らの言葉になにかひっかかるところがあったのか、無言となり思案に沈しずむ。


「しばらく休んで、息を整えてくれ。悔しいが、あいつに通じそうなのは、アモン兄だけだ」


　ヒエンはアモンをスズリたちのところまで下がらせると、自らはもう一度、婆娑羅鬼に向かっていった。


　もっとも、婆娑羅鬼が、ヒエンを相手にしてくれるかどうかはわからない。


　その婆娑羅鬼は、妖術で作りだされた泥人形に取り囲まれたままだった。何度となく斬ったが、人形が壊こわれる気配がない。


「妖術〝土ど偶ぐう〟……」


　婆娑羅鬼がつぶやいた。


〝土偶〟というのは、魔ま除よけとして作られたと聞いたことがある。もしかすると、鬼の力を封ふうじる力があるのかもしれない。


「神代にも何度か見まみえたが、素そ朴ぼくでありながらも重じゆう厚こうな趣おもむきがある」


「てめぇはいったい何年、生きているんだ？」


　ヒエンは思わず怒ど鳴なった。


「大神ウツヒミが御み魂たま分けを行いしとき、我は初めて世界を意識した。以来、ずっとだ……」


「御魂分け……以来だって？」


　ヒエンはさすがに啞あ然ぜんとなった。


「てめぇはウツヒミの子というわけか」


　ウツヒミから直接、魂たましいを授さずかった人が、そう呼ばれている。


　ウツヒミの子は無論、何百、何千といるが、その多くが神となって、ウツヒミ大だい神じん宮ぐうで祭さい祀しされている。皆みな、神しん霊れいとなれるほど、強い魂を宿していたからだ。


「不ふ肖しようの子なれど……」


　婆ば娑さ羅ら鬼きが戯けたように言う。


「伴はん侶りよであるウツヒミを失い、哀かなしみにくれる母神リトラに出会い、我はその美しさに魅みせられた。そして、ウツヒミの魂を狩かり集めることを母神に誓ちかい、最初の鬼となった。されど、このアーシアの美しさに魅せられ、人の哀あわれに感じ入り、いまだ誓いを果たせずにいる」


「最初の人であり、最初の鬼というわけか……」


　ヒエンはうなった。


　途と方ほうもない話だが、婆娑羅鬼の非常識なまでの強さを見せつけられたあとなので、疑う気にはなれなかった。


「おまえの目的はなんだ？　精せい霊れい樹じゆの実を奪うばうことか？」


「いかにも」


　婆娑羅鬼は、あっさりとうなずく。


　妖精たちが危き惧ぐしたとおりだった。


「奪ってどうするつもりだ？」


「大神ダイダラの御魂をこの手で抱いだく。そして、その御魂をもちて、母神リトラの封ふう印いんを解く」


　土偶に押しこまれながらも、婆娑羅鬼に動じた様子はない。


「なるほどな……」


　ヒエンは驚おどろきもしなかった。


　精霊神ダイダラの御魂をもってすれば、そのぐらいのことはできるだろう。


「いよいよ、渡わたすわけにはゆかねぇな」


　鬼き母ぼ神しんリトラが復活したら、天下界アーシアは百鬼争鳴した常とこ闇やみの時代が再来することになる。今度は、妖精の力も借りることができず、人は確実に滅ほろぶだろう。


　童どう子じやこの婆娑羅鬼と戦ってみて、つくづく思う。


　どうやれば、目の前の鬼を倒たおせるか、想像もつかなかった。情けない話だが、このまま妖術に屈くつしてほしい。


　ヒエンは小こ太刀だちの二刀を構え、油断なく、婆娑羅鬼の様子を見守った。


　刃やいばが土偶に通じないのは、もはやあきらかだった。また、土偶の囲みからも逃のがれられないらしい。あるいは、逃れようとしないだけかもしれないが……


「神代記に曰いわく、争鳴する百鬼のなかに婆娑羅という鬼あり。鬼道を使いて、人をよく惑まどわす」


　なにを思ったのか、婆娑羅鬼が突とつ然ぜん、神代記の一説を吟ぎんじた。


　そして、刀を肩かたの高さに持ちあげ、切っ先を土偶の一体に向ける。


「木こつ端ぱっ！」


　気合いの声とともに、鋭するどい突つきを放った。


　土偶は無論、避よけることはない。胸の中心を婆娑羅鬼の刃が貫つらぬいていた。


「微み塵じんっ!!」


　その瞬しゆん間かん、刃を撃うちこまれた土偶が、爆ばく音おんをあげて粉々になる。


　ヒエンは咄とつ嗟さに後方に跳とび退のいた。


　土つち煙けむりがもうもうとたちこめ、婆娑羅鬼の姿がしばらく見えなくなる。


　爆音はさらに三回、続いた。そのたびに土煙が大きくなっていった。


　しばらくして、川かわ面もに吹ふく風が、その煙けむりをどこかへ運び去る。


　婆娑羅鬼は、同じ場所に立っていた。


　動かなかったのではない。動けなかったのだ。


　婆娑羅鬼の身体からだは、彫ちよう像ぞうと化したように黒光りしている。黒金の輝かがやきだった。


「これも妖よう術じゆつか？」


　ヒエンは妖よう精せいたちを振ふり返る。


　金妖が勝ち誇ほこったような表情を浮うかべていた。


「土ど偶ぐうのなかには、砂鉄が多く含ふくまれていたのでな。土煙と化したところを蒸着させ、封ふうじたのだ。その像こそ、婆娑羅鬼が鉄の棺ひつぎよ」


「さすがだぜ……」


　ヒエンは安あん堵どの息をつく。


　妖精たちは二重の罠わなを用意していたということだ。ひとつめの術を破るために気力を使ったところを狙ねらわれては、さしもの婆娑羅鬼も抗こうしきれなかったのだろう。


「あのままで、大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　それでも、ヒエンはラズリに確かめられずにはいられなかった。


「しばらくは生きておろう。だが、身体の表面から徐じよ々じよに黒金に置ち換かんされるのだ。最後は身体の芯しんまでもが黒金と化す」


　そう答えながら、金妖は細身の剣けんを手慣れた所作で鞘さやにもどす。


「恐おそろしい鬼だった……」


　これほどまで、自分の無力さを感じたことはなかった。


　スズリやアモン、そしてトウイも同じ気持ちでいることだろう。


　ヒエンは鉄像と化した婆ば娑さ羅ら鬼きに背を向け、彼らのもとへともどろうとした。


　しかし──


　数歩、進んだとき、ヒエンは背中に恐ろしい気がぶつかってくるのを感じた。


　鬼の気である。


「なんだ？」


　あわてて振り返る。


　すると婆娑羅鬼の鉄像が、細かく振しん動どうしているのが目に入った。


「最後のあがきなのか？　それとも……」


　ヒエンはふたたび身構えると、両手を交差させて、腰こしの二刀に手をかける。


　金属音が細く響ひびいていた。やがて、それは高く大きくなってゆき、最後には耳を塞ふさがなければならないほどとなった。


　鉄像の震ふるえも、それにつれ激しくなっている。


「出ようとしてやがるのか？」


　ヒエンは両手で耳を塞ぎながら、目を限界まで見開いて、鉄像の様子を見つめた。


　一いつ瞬しゆんだけ、ラズリの様子をうかがうと、婆娑羅鬼を術で仕留めたと確信していたはずの金妖も驚きよう愕がくの表情を浮かべている。この状じよう況きようは、想定外だということだ。


「まだ……終わりじゃねぇのかよ……」


　ヒエンはうめいた。


　武術でも敵かなわず、妖術も効かぬとあれば、どうやれば倒たおせるのか見当もつかない。


　そして次の瞬間──


　轟ごう音おんとともに鉄像から黒こく煙えんが噴ふきあがった。


　ヒエンは顔を手で覆おおい、息を止める。


　黒煙が薄うすれてゆくと、そこにはまだ彫像のごとく立っているものがあった。


　無論、婆娑羅鬼である。だが、その姿は変化していた。細く長い一角が額から天てんを突き、肌はだの色は赤しやく銅どうに変じている。


「正体を現したってわけか……」


　ヒエンはうめくと、鳳ほう翼よく、凰おう翼よくを抜ぬき放った。
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「万事休してこその起死回生！」


　婆ば娑さ羅ら鬼きが、高らかに叫さけぶ。


「再戦ということかよ？」


　ヒエンは小こ太刀だちの二刀を正眼に構えた。


「汝なんじらとの舞まい、愉ゆ快かいであった。だが、始まりがあれば、終わりあり。さてさてさて、決着をつけようぞ」


「望むところだぜっ！」


　ヒエンは気を奮ふるい立たせようと大声で言い返す。


　婆娑羅鬼はとんとんと跳はねるようにヒエンに近づくと、無雑作に剣を振るった。


　ヒエンは瞬しゆんを見定め、受けようとする。


　攻せめてくれるのなら、ヒエンにもやりようがある。


　婆娑羅鬼の刃やいばを受けながら、気力を高め、反はん撃げきの機会を待てばいい。


　しかし、受けようとしたヒエンの刃は空をきっていた。


「ひらり……」


　袈裟けさに斬きりかかってきた婆娑羅鬼の刃が、燕つばめ返しにひるがえり、逆袈裟に斬りかかってきたのである。


　狙いを狂くるわされ、ヒエンは体勢を崩くずされた。


　だが、ヒエンの肩かたを切り裂さこうとする寸前、逆手に持った右手の凰おう翼よくでからくも受ける。しかし、刹せつ那などころか、瞬さえ逃のがしており、腕うでにしびれが走った。


「お見事！」


　婆娑羅鬼が賞賛の言葉をかけてくる。


　ヒエンは屈くつ辱じよくを覚えたが、おかげで体勢を整えることができた。


「ならば！」


　婆娑羅鬼がヒエンの左から胴どうを狙ねらって、水平に刃を振ふるう。


　ヒエンは左の鳳ほう翼よくを持ちあげ、刃を合わせようとする。


　だが、その寸前で、やはり刃の軌き道どうがかわった。


　あたかも剣けんの重さが消えたように、刃が跳ねあがり、ヒエンの首に襲おそいかかってきた。


「くっ！」


　ヒエンはふたたび右手の凰翼を振るい、ぎりぎりのところで斬ざん撃げきを受ける。


　だが、やはり瞬は逃しており、相手の刃が滑すべり、頰ほおを浅く斬った。


「なにをやっている！　わたしに代われ!!」


　見かねたトウイが走り寄ってくる。


「来るんじゃねぇっ！　こいつに、おまえの剣は通じない」


　ヒエンは怒ど鳴なりかえした。


「なんだとっ？　そんな無様な戦いをしていながら、よくも言える」


「無様かもしれねぇが、今の斬撃はふたつとも、オレを殺しにきていた。だが、オレは受けた。つまり、オレの剣は通用するってことだ」


「なんだ、それは？　まったく理が通っておらぬぞ！」


「通っていなくても、そうなんだよっ！」


　うまく言葉にはできないが、受けならば自分の剣が通用すると、ヒエンは直感していた。


「トウイ殿どの。わたしにも、ヒエンの剣が通じているように見えた。しばらく様子を見よう。そして、あの鬼の術を見み極きわめるのだ」


　アモンがトウイに呼びかけた。


「あなたがそう言われるのなら……」


　トウイが幾いく分ぶん、不満の表情を見せつつも、おとなしくひきさがる。


「本当に、ヒエンで通じると？」


　スズリが不安そうにアモンに問うた。


「わからん。だが、相手の術を見破らずに向かっていっても勝てるとは思えん。しばらくは、ヒエンにまかせてみるしかあるまい」


「我々になにかできることはないのでしょうか？」


　アリマが我が慢まんしきれないというようにアモンに言った。


　ヤハギはいつものように無言だったが、その表情の強こわ張ばりから、自分の無力さを痛感しているのは感じられる。


「残念だが、なにもない」


　アモンがきっぱりと言った。


「おまえたちが今、するべきは、ヒエンの戦いをしかと見届けることだ。神しん明めい流りゆうの受けは、あらゆる流派の武ぶ使しに役に立つものだからな」


　アモンの言葉に、ふたりの少年が厳しい表情でうなずいた。


　そして、ヒエンと婆ば娑さ羅ら鬼きとの戦いを真しん剣けんに見つめる。


　ヒエンは婆娑羅鬼の変へん幻げん自じ在ざいの攻めをぎりぎりのところで受け続けていた。


　瞬を逃さず受けられたかと思えば、刃が動く。その動いた刃をさらに追って受ける。その繰くり返しだった。


　鬼の姿と化した婆娑羅鬼の動きは、ヒエンを凌しのぐほど俊しゆん敏びんである。しかも、その剣は重く、気も乗っている。それが変幻自在の太刀たち筋すじで襲いかかってくるのだ。


　ヒエンは五感を研とぎ澄すませ、婆娑羅鬼の刃に二刀の小太刀を合わせてゆく。


　だが、微び妙みように瞬を捕とらえきれず、〝木こ霊だま〟で返すことはできない。〝不ふ動どう〟を放つなど、夢のまた夢だった。


　腕がしびれ、息があがってくる。


　いっぽう婆娑羅鬼のほうは無限の体力を持っているかのようだった。


（これが、鬼の本当の力か……）


　童どう子じと戦ったときには、神しん域いきに張られた結界によって、鬼の力はほとんど使えなかった。それで、あの強さである。そして次に戦うときは、神域ではないだろう。童子はあのときより、数倍強いということだ。


　だが、このままでは童子と戦うどころか、この婆娑羅鬼に殺されることになる。


（どうすりゃ、いいんだ？）


　さすがに、絶望的な気分を覚えていた。


「神明流、見事なり！　なれど、我が舞まいを受くることかなわず」


　婆娑羅鬼が吠ほえると、突とつ然ぜん、ゆるゆるとした斬ざん撃げきを放ってきた。


　しかも、隙すきだらけである。


（どういうつもりだ？）


　ヒエンはかえって戸と惑まどった。


「いかん！」


　それを見たアモンが声をあげる。


「迷うな。ただ、太刀筋だけに集中しろ!!」


　そう言われても、一度、心に浮うかんだ迷いが、そう簡単に消えるわけがない。


「ままよっ！」


　ヒエンは気合いの声とともに、婆娑羅鬼の斬撃を小こ太刀だちの二刀を交差させて受けにゆく。


　瞬しゆん、いや刹せつ那なさえも捕らえたと思った。


　しかし、刃やいばが交わった瞬しゆん間かん──


（なんだ、これは？）


　その刃は空っぽだった。心技体がまったく感じられない。


〝木霊〟を放とうとしたのだが、返せるものがなにもなかった。


「婆娑羅が剣けんは、ときとして空くう虚きよ」


　婆娑羅鬼がにたりと笑い、次の瞬間、猛もう烈れつな勢いで押しこんでくる。


「そーれ、それそれ！」


「うくっ」


　ヒエンは必死になって踏ふみとどまろうとしたが、足が滑すべり、河原の石に踵かかとがつまずいた。


　あっと思ったときには、後ろ向きに倒たおれていた。受け身を取るが、硬かたい石に背中をしたたかにぶつけた。


　苦痛を感じる間もなく、婆娑羅の黄金の刃の切っ先が迫せまってくる。


　ヒエンは左右に転がって刃から逃のがれた。だが、この体勢では、いかに神明流とはいえ、避よけきれるものではない。


「ここか？　そこか？」


　婆娑羅鬼が弄もてあそぶようにヒエンの顔に向かって切っ先を突つきたてた。


　ぎりぎりでかわしてゆくが、相手にはわざと外しているのではと疑うほどの余よ裕ゆうがある。


　もはや、ヒエンに打つ手はなかった。


（これまでかよ……）


　ヒエンが心のなかでつぶやいた、そのときである──


「鬼の哄こう笑しようが聞こえてくると思ったら……」


　ゆったりとした声が、どこからか響ひびいた。


　だが、その声の主を確かめる余裕が、ヒエンにあるはずはない。


　ただ、婆娑羅鬼の動きが止まった隙を見み逃のがさず、後方に一回転して立ち上がった。


　婆娑羅は刀を肩かたにかつぐと、川岸からすこし離はなれた堤つつみに視線を向けている。


　ヒエンも油断なく、そちらを一いち瞥べつした。


　そこには、黒い着物を着た女が立っている。


「てめぇは……」


　ヒエンはその女を知っていた。


「羅ら刹せつ鬼き……トキノ」


「あいな」


　トキノがヒエンに向かって、かるく会え釈しやくをした。


　そして堤を滑り降り、こちらへ向かってくる。


（婆ば娑さ羅ら鬼きひとりでも、敵かなわなかったというのに……）


　この状じよう況きようは絶望的だった。


　精せい霊れい樹じゆの実を守りきることは不可能といっていい。


（いっそ、この場で精霊樹の実に刃を撃うちこむか？）


　鬼き母ぼ神しんリトラが解放されるぐらいなら、精霊樹ダイダラを葬ほうむり去るほうがましだと思えた。


　ヒエンは婆娑羅鬼が、トキノに注意を向けている隙を見て、葛籠つづらのところへもどろうとした。妖よう精せいたちを含ふくめて、全員がそこに集まっている。


　しかし、ヒエンが一歩、踏みだそうとすると──


「ならぬ……」


　婆娑羅鬼がヒエンを振ふり返ることもなく、黄金の刃を眼前に突きつけてきた。


「大神を弑しいする業ごうは、人が背負うに余りある」


　婆娑羅鬼が言った。


（こいつ……なんで……？　オレの心を読んだのか？）


　ヒエンは愕がく然ぜんとなる。


　あるいは、この状況から洞どう察さつしたものか。いずれにせよ、この鬼の目を盗ぬすんで、精霊樹の実に刃を撃ちこむのは不可能のようだ。


　ヒエンはその場から動くこともできず、なりゆきを見守るだけだった。


　トキノが妖あやしい微び笑しようを浮かべながら、婆娑羅鬼の側に寄ってゆく。


「汝なんじが着物姿は、やはり白昼にこそ見るべき。黒の生き地じに細かくあしらわれた金糸の紋もん様ようの美しきかな」


　婆娑羅鬼がトキノに呼びかける。


「世辞など、いらないわ……」


　トキノがゆっくりと首を横に振った。


「それより、その武ぶ使しは斬きらないほうがいい」


「なにゆえに？」


　婆娑羅鬼が大おお袈裟げさに驚おどろいてみせる。


「……童子が、すでに目をつけているから」


「なんと!?」


「もし殺したら、童子はその武使の代わりに、あなたで道を進もうとするはず……」


　トキノが淡たん々たんと言った。


「それも一興なれど……」


　婆娑羅鬼はその場でひらりと一回転をした。派手な柄がらの羽織が大きくひらめく。


　そして、回り終わったときには、人の姿にもどっていた。


「童子と舞まうは、このアーシアの運命が定まってからとしよう。そして汝らとはいずれまた。精霊樹の実は、汝を討うつことなく手に入れるとしよう……」


　ヒエンに向ってそう言い残すと、悠ゆう然ぜんと肩をそびやかしながら、川上のほうへと去ってゆく。


　ヒエンは思わず、大きく息をついた。


　しかし、安心できるような状況ではない。


　そこにまだ、羅刹鬼トキノがいるからだ。
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　トキノが物もの憂うげな表情で、ヒエンを見つめている。


「なにをしにきやがった？」


「鬼おにが、嗤わらっていたから……」


　ヒエンが問うと、トキノが答えた。


「命拾いしたわね」


「礼など言わないぜ。いずれは、あんたとも死合いをすることになるんだからな」


「いずれ、ね……」


　トキノが妖よう艶えんな微笑を浮うかべる。


「だったら、今、はじめようか？」


　トキノが誘ゆう惑わくするかのように声をかけてきた。


　侮あなどられていると思い、ヒエンは頭に血をのぼらせる。


「おうよっ！　爺じいさんの仇かたき、とらせてもらうぜ」


　ヒエンは抜ぬいたままであった小こ太刀だちの二刀を構えた。


「ツツイ様……」


　トキノの表情が一いつ瞬しゆん、揺ゆらいだように見えたが、無雑作に左手に持っていた太刀たちを抜くと、構えもせず、ヒエンとの間合いをつめてくる。


「助太刀を！」


　スズリが紅こう冠かんを抜いて、最上段に構えた。


「待て！」


　アモンがそれをひきとめる。


「あの女には、殺気が感じられん。ヒエンの言葉から、あの女も鬼の仲間のようだが、オレは最初、ただの人だと思った」


「あの女は、羅ら刹せつ鬼きといいます。人としての名はトキノ。かつては近衛このえの武ぶ使しで女流として知られた雷らい同どう流りゆうの使い手だったそうです」


　スズリが刀を下げてから言った。


「あの女が羅刹鬼か……」


　アモンが腕うで組ぐみをし、ヒエンと羅刹鬼の戦いにじっと見入る。


「なにがあの鬼の狙ねらいかわからぬが、しばらく様子を見ていよう」


「もし、ヒエンが敗れたら、わたしが挑いどみますがよいですか？」


　トウイが憮ぶ然ぜんとした表情で、アモンに言う。


　羅刹鬼には、彼とて遺い恨こんがあるのだ。ヒエンひとりにまかせるのが、釈しやく然ぜんとしないのである。


「そのときには存分に」


　アモンがうなずいた。





　ヒエンはトキノの緩ゆるやかな攻せめを受けていた。


　まだ鬼に変化していないせいか、アオイ島で戦ったときのような激しさはない。


　だが、瞬しゆんを逃のがすことなく受けているつもりが、微び妙みようなずれを感じていた。しかも、一いち撃げきを受けるごとに、なぜか体勢が悪くなってゆくのだ。


（これが雷同流の合気の剣けんか……）


　雷同流も活人剣であり、後の先を取る流りゆう儀ぎと聞いた。


　ヒエンはただ受けているだけのつもりだが、知らず知らずのうちに力を使わされているのかもしれない。その力を利して、トキノはひと太刀ごとに優位に立ってゆくのだ。見事な剣の組み立てというしかない。


「本当……似ている」


　剣を振ふるいながら、トキノがつぶやいた。


　誰だれに似ているのかと問うまでもなく、ヒエンには父クオンのことだとわかった。


「親父おやじは関係ねぇ！」


　この劣れつ勢せいの状じよう況きようで、父のことは思い出したくなかった。


　そして父が行方ゆくえ不明となったのは、この羅刹鬼のせいであることも思い出す。


　もし、父が死んでいるとしたら、羅刹鬼は父の仇かたきでもある。しかし、父がまだ生きているとしたら……


「あんたは、ずいぶん親父に執しゆう着ちやくしていたらしいな？」


　ヒエンはトキノに向かって言った。


「……そうよ」


　一瞬の間があって、答が返ってきた。


「わたしは……クオンが欲しくてならなかった。殺したくて、殺されたくて……」


　トキノの声が震ふるえる。


　同時に、うっすらと黒い霊れい光こうが、彼女の身体からだから煙けむりのように立ち昇のぼる。


（鬼に変化するか？）


　警けい戒かいしたが、トキノは羅刹鬼の姿にはならなかった。


　彼女は父クオンのことを好いていたらしい。だが、武使として、クオンに勝ちたいという気持ちもあった。そのふたつの想おもいがともに満たされることなく、トキノはしだいに狂くるっていったのだという。


「あんたは、親父を手に入れたんじゃないのか？　親父は今、あんたたちのところにいるんだろ？」


　ヒエンはかねてから疑問に思っていたことを投げかけてみる。


「そうよ……」


　トキノがこくりとうなずいた。


（やはり！）


　予期していた答である。


　だが、実際に言葉として聞くと、激しい動どう揺ようを覚えた。


　気が乱れ、太刀筋すじさえぶれそうになる。


「あなたの父……クオンは今、鬼き神しん石せきがある荒こう国こくイワイで鬼き道どう衆しゆうに囚とらわれているわ……」


「囚われている？」


　その言葉は、父がまだ鬼道衆の仲間になっていないということを意味していた。


（だったら、なぜ、あの童どう子じは親父の神しん明めい流りゆうを使う？）


　あの父が脅おどしに屈くつして神明流を教えるとは思えない。


「童子ってのは、いったい何者なんだ？」


　ヒエンは最大の疑問を、トキノにぶつけた。


　会話しながらも、両者は相変わらず刃やいばを交えつづけている。


　だが、死合いというより、申し合わせた型の稽けい古こをしているようなものだ。トキノからは殺気や邪じや念ねんは感じられないし、鬼の気配もまだかすかである。


（もしかして、オレになにかを伝えようとして、ここに来たのか？）


　そんな気すら起こさせた。


「童子は……クオンのなかにいた鬼よ」


　トキノがひと呼吸おいてから答える。


「どういうことだ？」


　意味がわからず、ヒエンはさらに訊たずねた。


「わたしたちは、あらゆる手を使って、クオンを鬼に変化させようとしたの。最強の武ぶ使しこそが、最強の戦鬼となるから……」


「それで？」


　ヒエンは続きを促うながす。


「でも……、クオンは鬼にならなかった。自らの心に棲すむ鬼を奥底に封ふうじて、人であり続けようとしたわ……」


　トキノは斬ざん撃げきと同じく、ゆったりとした口調で話していた。


「だから、わたしたちは……クオンの心のなかの鬼をえぐりだし、移し替かえることにしたの。産まれるまえの赤子にね。そうして生みだされたのが……童子」


「親父を、鬼に生まれ変わらせたってことか？」


　ヒエンは全身の血が頭にのぼったような気がした。


「すこし違ちがう……。クオンは、まだ生きている。術と薬で、生死の狭はざ間まにいるけれど。……童子は……クオンの分身のようなもの。ふたりの魂たましいは、まだ繫つながっているから」


「なんてこった……」


　ヒエンは愕がく然ぜんとなる。


　童子の太刀たち筋すじに父のそれが重なるのも当然だった。


「あなたこそ、まるで……クオンの生まれ変わりのよう……」


　トキノが愛いとおしげに目を細めて、ヒエンを見つめる。


「姿形にも……クオンの面おも影かげがある。なによりその太刀筋は……クオンの神明流そのもの」


「散々、鍛きたえられたからな」


　ヒエンは憮ぶ然ぜんとして答えた。


「でも、似ているだけ。まだまだ足りていないわ」


　トキノがずばりと言う。


　反論したいが、今のこの状じよう況きようでは認めるしかない。


「あなたは目が利きいて、動きが俊しゆん敏びんで、手先も器用……。それに、頼たよりすぎ……」


　トキノが刃やいばを連続で繰くり出しながら言った。


　ヒエンはその斬撃をすべて受ける。


　だが、あいかわらず瞬しゆんを捕とらえた実感がないし、気がつくと不利な体勢をしいられている。


　舞まうような優ゆう雅がな動きをしているのはトキノのほうなのに、自分のほうが踊おどらされてる気分だった。


（親父おやじにも同じようなことを言われてたな……）


　苦い記き憶おくである。


　神明流は後の後を取るゆえ、相手の攻めに合わせ、素早く剣を動かさねばならない。


　だから、動きの速さや手先の器用さは必要な資質だ。だが、体に頼りすぎると、他ほかがおろそかとなり、最後には心技体がばらばらになるのだ。それでは刃を受けることができても、〝木こ霊だま〟や〝不ふ動どう〟といった術は発動しない。


　父からも、そのことは厳しく戒いましめられてきた。


　しかし今でも状況が苦しくなると、ヒエンは体に頼ってしまう。先刻の婆ば娑さ羅ら鬼きとの戦いなど、まさにそうだった。


「刃を目で追い、手先で合わせているかぎり、あなたは……クオンに及およばない」


　トキノがそう言うと、いきなり太刀筋すじを変えた。


　それまでの緩ゆるやかに弧こを描えがく攻せめではなく、鋭するどく素す早ばやい直線的な攻めとなる。


　だが、ヒエンの身体からだはごく自然に反応していた。なぜなら、その攻めは、ヒエンがもっともよく知っているものだったから。


「こ、この剣けんは！」


「そう……クオンの剣よ。神しん明めい流りゆうの稽古をつけるときの……」


「どうして、そんなことまで？」


　知っているのか、とヒエンは疑問に思った。


「いつも、見ていたから……」


　トキノが当然というように答える。


　だが、その情景を思い浮うかべると、恐おそろしいものがあった。


（この女、オレに稽古をつけようとしているのか？）


　理由はわからないが、トキノの言動はそれ以外に考えられなかった。


（なにを教えたいのか知らねぇが！）


　乗ってやろうと、ヒエンは心に決める。


「刃を振ふるう者の気を感じ、合わせる。それが雷らい同どう流りゆうの合気の剣。でも、それは神明流にも、すべての活人剣にも通じるもの……」


　トキノは驚おどろくほど正確に父クオンの太刀筋を再現していた。


　いつも父を見ていたというのは間ま違ちがいない。そして父と何度も仕合、あるいは死合いを重ねたからでもあるのだろう。


（たしかに、オレは刃を瞬や刹せつ那なで受けることばかり考えていた……）


　そして、この太刀筋なら、たとえ目を閉じていても受けられる。


　トキノが言ったとおり、彼女の気を感じ、合わせてみようとした。


　無論、すぐ会得できるものではあるまい。だが、感覚だけでも摑つかんでおけば、あとは稽けい古こや実戦で磨みがくことができる。


　トキノの剣には、あいかわらず邪じや気きや殺気がほとんどなかった。


　刃を通して伝わってくるのは、とても柔やわらかな気である。羅ら刹せつ鬼きであった彼女と戦ったこれまでとは、まったく異質のものだった。


「あんたは……人にもどったのか？」


　ヒエンはトキノに声をかける。


　神しん域いきでの戦いで、ツツイはトキノの悪あしき剣をすべて受け止め、正しき剣を思い出させようとしていた。そして、彼女の哀かなしみや苦しみもすべて受け入れようとも……


　神明流の神しん髄ずいとは、そういうところにあるのかもしれない。しかし、ヒエンは自分が強くなるのに必死で、相手を受け入れるような余よ裕ゆうはない。


「わたしは人として、死のうと思った。でも、死ねなかった。だから……鬼おにとして生きる」


　トキノが淡たん々たんと答えた。


「わたしは……童どう子じに戦いを挑いどむつもりよ」


「童子に戦いを？」


　ヒエンは驚いた。


「おまえは親父を捕らえ、鬼に変化させようとした。そして童子を生みだしたんだろう？　望みを果たしたんじゃないのか？」


「そのつもり……だった。でも、違ちがった……」


　トキノが自じ嘲ちようの笑えみを漏もらす。


「……童子はね。鬼の王、阿あ修しゆ羅らとなろうとしてるの。そのためには、戦い続けねばならない。強い武ぶ使しを、そして戦鬼をも倒たおし、アーシアで最強の存在になる。究極には魂たましいを持つ者すべてを狩かって、魂を集める器うつわとなる。そして鬼き母ぼ神しんリトラとともに、天上界ラーシアへ昇のぼるのよ。大神ウツヒミとなってね……」


「御み魂たま分けで散さん華げした魂をすべて集め、ウツヒミを蘇よみがえらせるってことかよ!?」


　ヒエンは思わず叫さけんでいた。


「それが、鬼の究極の目的か!!」


　それが達成されたとき、アーシアには人も獣けものも、魂をもつものはすべていなくなっているはずであった。


「鬼母神リトラが、それを望んでいるから……」


　トキノが静かにうなずく。


「天下界アーシアに万ばん物ぶつを生みだすため、性別のないひとつ神であった二柱の天上神ウツヒミとリトラはそれぞれ男性神、女性神となり、夫婦めおと神として結ばれたの。そして天下界の創造を終えた後、天上界ラーシアへと帰るはずだった。でも……」


「御魂分けにより、ウツヒミはアーシアにとどまった……」


　ヒエンは絞しぼり出すような声で言った。


「そうよ……。創造のためではあったけど、リトラは夫となったウツヒミを、愛してしまったの。そして愛する者を失った哀しみで、リトラは……狂くるった。わたしのように……ね」


　あまりにも途と方ほうもない話で、ヒエンはなにも言うことができなくなっていた。


　しかし呆ぼう然ぜんとなりながらも、トキノの繰くり出す刃やいばは受け続けている。


「わたしは……童子を止めるつもり」


　トキノがぽつりと言った。


　その瞬しゆん間かん、ヒエンはぞっとするような感覚に襲おそわれる。


「童子を止めて、あんたはどうするんだ？」


「わたしが……道を進むわ。そして……阿修羅となる」


　トキノのなかで、鬼気がゆっくりと膨ふくれあがってくるのが感じられた。


「人にもどる気は、ねぇってことか？」


「言ったでしょ？　鬼として生きるって……」


　トキノが妖あやしく嗤わらった。


　黒い霊れい光こうが、ふたたび淡あわく揺ゆらめく。


「ねぇ、わかるでしょ？　わたしが、鬼になろうとしているのが、わかるでしょ？」


　恍こう惚こつとした表情を浮うかべ、トキノが言った。


「ああ、わかるぜ。せっかく、爺じいさんが、あんたを人にもどそうと命をかけたのになっ！」


　ヒエンはトキノを睨にらみつける。


「わたしの業ごうは……深い。だから、わたしは羅ら刹せつになりえた……」


　先さき程ほどまでの柔らかな気は見る影かげもなくなり、邪気と鬼気とがトキノの刃を通して伝わってきた。


（こんな想おもいを、爺さんは受け止めたのか？）


　ヒエンはあらためてツツイの偉い大だいさを思い知った。


「わたしはね……決着をつけるの。……クオンをようやく手に入れて、はっきりわかった。どんなに欲しくても……クオンは、決してわたしのものにならないと。……クオンの心のなかには、ユウキの妖よう精せい姫きがいるから。わたしは……クオンを殺すことはできなかった。……クオンは、わたしを殺してくれなかった。だけど、童子なら……」


　トキノの剣けんは、すでに父の太刀たち筋すじではなく、羅ら刹せつ鬼きのそれとなっていた。


　一いち撃げき一撃が、強く重く激しくなってくる。鬼の力、鬼の技わざ、それに鬼の気が、彼女の刃に乗りはじめていた。


「あんたは、童子に勝てるのかよ？」


「どう……かしら？」


　トキノがわずかに首をかしげた。


「もし、童子が死んだら、親父おやじはどうなる？」


「知らない……」


　トキノがわずかに口を尖とがらせた。


「ちっ……」


　ヒエンは舌打ちしたが、どうしようもない。


　父を救うには、鬼き道どう衆しゆうの本領がある荒こう国こくイワイにゆかねばならないのだ。


「わたしが負けたら……童子はあなたを殺しにくるわ。道を進むためにね」


「承知してるさ……」


　ヒエンは応じた。


「そのときは、オレが童どう子じを止めてやるぜ」


「あなたじゃ、無理……」


　トキノが冷れい笑しようする。


「だって、ここで死ぬのだもの」


「簡単にっ！　やられるかよっ!!」


　ヒエンは気合いを入れ直した。


　稽けい古こは終わり、これからが本当の死合いということだ。


「あなたを見ていると……クオンを思いだす……」


　トキノは羅刹鬼に変化こそしなかったが、まさしく鬼おにの力で、太刀を振ふるいはじめる。


「それが、わたしを……狂わせる」


　トキノの刃が風を切り、唸うなりをあげた。


　ヒエンは小こ太刀だちの二刀をひらめかせ、その激しい攻せめを受ける。


　雷らい同どう流りゆうの合気の剣を使ってくるかと思ったが、完全な力押しであった。


　ヒエンは力負けし、じりじりとさがってゆく。


（頭では、わかっているんだ……）


　ヒエンは小太刀を操あやつりながら、自らに言い聞かせる。


（刃を合わせるだけが、受けじゃねぇ。武ぶ使しの刃には、相手の心技体が乗っている。本当に受けなきゃならねえのはそっちなんだ）


　トキノが指し摘てきしたように、目で追い、手先で合わせているだけでは、刹せつ那なを捉とらえることは永遠にできないのだ。


（いっそ目を閉じてみるか？）


　そんな考えも一いつ瞬しゆん、浮かんだが、目を瞑つぶっていて止められるほど、トキノの剣は甘くない。


（刃やいばを目で追うのが悪いわけじゃねぇ。気の流れを、同時に感じればいいだけだ……）


　気は刃より先に動くから、正確に気を摑つかめば、今より早く動きだせるはずだった。


　だが、それが難しい。


　刃と異なり、気は目で見えるものではないからだ。それゆえ捉えにくく、読み誤ることも多い。気を感じる力は、なにより経験によるところが大きいのだ。


　父と稽古していたときには、おもに体の鍛たん練れんと技を教えられてきた。それが一定の水準に達したから、帝てい都とでの修しゆ行ぎようを許されたのだと思う。実戦で経験を積んで、心技体のうち、武術においてもっとも大切とされる心を鍛きたえてこいということだったのだろう。


　正直、帝都で修行しているあいだは、稽古相手に恵めぐまれず、さほどの経験は積めなかった。だが、その後は鬼を相手に死し闘とうを重ねているし、一流の武使と仕合や稽古で刃を交えている。


　経験は十分のはずだった。


　ヒエンの脳のう裏りに過去の戦いの記き憶おくが次々と浮かびあがる。


（いったい、どんな気が流れていた？　意識してないだけで、間ま違ちがいなく感じていたはずだ）


　ヒエンはそれを思い出し、今の戦いに重ねようとした。


「迷っているの？　焦あせっているの？　あなたの気……揺れているわ。だから、太刀筋も……」


　トキノが唇くちびるの形を確かめるように真っ赤な舌でなぞる。


「くそっ！」


　気を意識するあまり、いつもより反応が遅おそくなり、ヒエンは何カ所か浅手を受けていた。体勢も、どんどん崩くずされている。このままでは、いずれ致ち命めい傷しようを受けるに違ちがいなかった。


　トキノの刃からは、殺気が迸ほとばしっている。ヒエンを切り刻もうという邪じや気きが、はっきりと伝わる。膨ふくれあがった鬼の気に、弾はじき飛ばされそうなほどだ。


（いったん間合いを取って……）


　立て直さなければ、とヒエンは思った。


　ヒエンは後方へ跳とぼうと、足に力を入れる。


　その瞬しゆん間かん、トキノの太刀が、ぴたりと止まった。


　目が糸のように細くなり、冷たい視線がヒエンに向けられる。


「これまで……ね」


　振りあげた刃が、黒い霊れい光こうで完全に包まれた。


　トキノがとどめをさしにくることは、わざわざ気を感じなくともわかる。


　だが、ヒエンは跳ばなかった。


「来やがれっ！」


　その場に踏ふみとどまって、自らに気合いを入れ直す。


（こんなとき、オレはいつも逃げていた……）


　手先で刃を合わせ、それでも間に合わないときには刃をかわしてきた。


　そうしなければ、死んでいたからだ。


　だが、それは神しん明めい流りゆうを捨てたということである。


（そういうことかよ……）


　ヒエンは、自分を笑いたくなった。


「受けるか、死ぬかってことだっ！」


　自分に足りていなかったのは、神明流を極きわめる覚かく悟ごだったのである。


　ヒエンは小こ太刀だちの二刀を握にぎりなおし、トキノの一いち撃げきを待った──
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　スズリは焦しよう燥そう感かんにかられていた。


「アモン様！　あの女から鬼気が膨れあがっています！」


「そのようだな……」


　アモンが厳しい表情でヒエンと羅ら刹せつ鬼きの戦いを見つめたままうなずく。


「しかも、ヒエンは崩されています！」


　スズリの声は、かすれそうになっていた。


「そのようだな……」


　アモンがふたたびうなずく。


「無様の極みだ……」


　トウイが吐はき捨てた。


　だが、彼は刀を抜ぬく素そ振ぶりすらない。


　ヒエンと羅刹鬼との戦いに決着がつくのを見届けてから挑いどむつもりのようだ。言うまでもなく、そのときにはヒエンは死んでいる。


「わたしは助すけ太刀だちに参ります！　ここで、ヒエンを死なせるわけにはゆきません!!」


　スズリはそう言うと、紅こう冠かんを抜き、上段に構えた。


　だが、焦っているせいか、なかなか気が高まってこない。


「今しばらく待てないか？」


　アモンが一瞬だけ、スズリに視線を向け、そう声をかけてきた。


「ヒエンはたしかに崩されている。オレも動こうかと思いかけた。だが、そのときヒエンの顔が変わったのだ。一瞬だが、オレには笑ったように見えた」


「間違いなく、笑っていました……」


　トウイが憮ぶ然ぜんと言う。


「どう見ても、追いつめられているというのに」


「だからこそ……かもしれんな」


　アモンがひとりごとのようにつぶやいた。


「我ら武ぶ使しは、相手の身体からだに刃やいばが届く瞬間に、心技体をすべて一いつ致ちさせようとする。神しん明めい流りゆうの奥義〝不ふ動どう〟とやらは、その一点と刹せつ那なで受けることで、相手の心技体を完全に打ち消そうというものだろう。そのためには、斬られる感覚を会得する必要がある。それゆえ、神明流は間合いの短い小太刀の二刀から教えはじめる」


「非合理です……」


　トウイが断じた。


「人の本能は、危険に身を晒さらすようにはできていません。刃を前にすれば、誰だれしもが心を乱す」


「その通り。武術を極めるには、その心の乱れを克こく服ふくせねばならない。北ほく斗と流りゆうの〝明めい鏡きよう止し水すい〟然しかり、我が神しん刀とう流りゆうの〝無我の境地〟然り……」


「元げん流りゆうもそうです。攻せめ続けるかぎり、相手の刃に自らを晒すことはありません」


　アモンの言葉に、スズリはあわててうなずいた。


　一撃必殺こそが、至上なのだ。


「ヒエンとて、その本能を克服できなかったのだろう。神明流を崩されると、あいつはいつも本能のままに動いてきた。そして、ヒエンの身体能力は、はかりしれんほど高い。それが神明流を極めるための壁かべとなってきたのやもしれん……」


「それはつまり……神明流を崩くずされたその先に、奥義に到とう達たつするための光明があるということでしょうか？」


　スズリはアモンの言葉をなんとか理解しようとしたが、かえって混乱していた。


「惜おしいが、それは違ちがうな……」


　アモンがかすかに笑い、首を横に振ふる。


「我が身を斬られるその一いつ瞬しゆんで受ける。その恐きよう怖ふに耐たえるには、自らの武術に絶対の自信を抱いだく必要がある。だが、もうひとつ──」


「それ以外に助かる術すべのない状じよう況きように自らを置く……ですか？」


　トウイが静かに言った。


　まるで自らが、その状況にあるかのように気を高めている。北斗流の極意である〝明鏡止水〟の境地に入ろうとしているのだ。


　アモンが無言でうなずいた。


「つまり、ヒエンは自らを死地に追いこんだということですか？　もし受けられなかったときには……」


　無論、どうなるかは、スズリにもわかっていた。それ以上、言葉を続けられなかっただけである。


　アモンもトウイも当然のごとく、なにも言わなかった。


　羅ら刹せつ鬼きが放つ次の一いち撃げきで、すべてが明らかになるからだ。





「わたしが……怖こわくないの？」


　一瞬、飛び退のこうしたものの、その場に踏ふみとどまったヒエンを見て、トキノがわずかに口くち許もとをゆるめた。


「どうやら、怖いらしいや。これまで、そんなことは考えたこともなかったけどな。死ぬのを恐おそれてちゃ、武使なんてやってられねぇし、親父おやじとの稽けい古こで、オレは何度も死んでたからな」


　無論、本当に死んだわけではなく、自らの死を実感させられていたということである。


　そのおかげで、死を恐れることはなくなったと思っていた。


　だが、身体のほうは違っていたらしい。受けを崩され、受けきれないと思うたび、身体は自然に反応していたということだ。


「童どう子じのあの剣けんは、絶対に避よけられないはずだ。だったら、受けるしかねぇよな？」


「あいな……」


　ヒエンの呼びかけに、トキノがこっくりとうなずく。


「気とは、魂たましいから発せられるもの。魂の波動、鼓こ動どう、息吹いぶき、叫さけび、高まり、どう呼んでもいいわ。そして童子が、いえ……クオンが編みだしたあの剣は、人の魂そのものを斬る。このアーシアに散さん華げした大神ウツヒミの御み魂たまを刃としてね。神明流を極きわめた……クオンが、自らが受けえぬ剣を求め、見つけだした最終奥義。絶対の剣だと思っていたけど……あなたは受けた」


「受けられぬ剣なんてねぇんだよ。そして絶対の受けも、おそらくはねぇ。武術が目指すのは無限の高みだからな。その頂には、決してたどり着けない。それでも登り続けた者だけが、近づくことができる」


「人には、ね。鬼おにになれば、その頂、簡単に飛び越こえられる。ヒエン……あなたも鬼になれば？　鬼の王、阿あ修しゆ羅らこそが、このアーシアに存在する最強の者なのよ。あなたなら、なれるかもしれない。東とう荒こうにいたとき、童子が帝てい都との方で誰かがあげる鬼き哭こくを聞いたわ。あれ、あなたでしょ？　あなたのなかには、とてつもなく強い鬼が棲すんでいる。わたしには見えるの。あなたのなかから、こぼれようとしている残ざん忍にんな鬼の霊れい光こうが……」


　トキノがそう言いながら、ゆっくりと右手一本に刀を持ち、ゆっくりと後方に回してゆく。


「そうかもしれねぇ……」


　ヒエンは否定しなかった。


　たしかに、あのときは人というより、鬼のように戦っていた気がする。


　沼ぬま人びとの娘むすめを失い、そうせずにはいられなかったのだ。


　あのまま、アモンと死合いを続けていたら、あるいは自分も鬼となったのかもしれない。だが、スズリがヒエンの刃のまえに我が身を投げだして、それを止めてくれた。


「武術ってのは、人が強くなるために編みだしたものなんだぜ？　人でなくなったら、おしまいってことなんだよ！」


「あなた……おもしろい……」


　トキノが声をあげて笑った。


「おもしろすぎて、わたし……狂くるいそう……」


「狂いなよ。それが、あんたの──羅刹鬼の剣なんだろ？　だったら、オレが受けてやるさ」


　どんな攻せめであれ受ける──それこそが神明流の流儀〝総そう受じゆ一いつ攻こう〟だ。受けられなくば、死あるのみである。


「生意気なんだよぉっ!!」


　トキノが急に金切り声をあげて、刃やいばを真横に振るう。


　唇くちびるを割って、真っ赤な舌が、だらりと伸のびていた。


　ヒエンは小こ太刀だちの二刀を交差させ、その刃を受けようとする。


　だが、その瞬しゆん間かん、他ほかにも三本の腕が刃を振るっているのを感じた。


　影かげ刃ばである。それが四方向から同時に迫せまってきた。


　本物の刃を受けても、そのままでは影刃に斬きられることになる。しかし、小太刀の二刀では、四本の腕から振るわれる刃を、すべて止めることはできないだろう。


「それでもっ！」


　ヒエンは相手の術の心技体が一いつ致ちすると感じた一点と刹せつ那なに、交差させた鳳ほう翼よくと凰おう翼よくを合わせていった。


　トキノが振るった本物の刃である。


　残る三つの影刃は、すべて無視した。


　そして、激しい金属音が響ひびく。


「惜おしかったわね……」


　トキノが顔に飛び散った返り血を長く伸びた舌で舐なめた。


　ヒエンの額と左右の上じよう腕わんがざっくりと割れ、血が流れだしている。


「瞬しゆんを……いや刹那を逃のがしていたか……」


　ヒエンは苦痛に呻うめくと、その場にがくりと膝ひざをついた。


　鳳翼、凰翼を取り落とす。意識はまだはっきりしていたが、まるで影刃に吸い取られたかのように、身体からだに力が入らない。


　トキノがもうひと太刀たち振ふるえば、おしまいだった。


　しかし──


　ふと気がつくと、彼女の太刀が、ヒエンの目の前に落ちている。


「……クオンの〝不ふ動どう〟は、受けられた瞬間、その形のまま動けなくなるの。あなたのは、ぜんぜん未熟……」


　トキノが苦しそうに声を出し、太刀を拾いあげた。


　だが、それを振るおうとはせず、近くに落としていた鞘さやにもどし、足あし下もとをふらつかせながら、ヒエンに背を向ける。


「どこへ……行くんだ？」


　ヒエンは彼女の背に向かって、声を絞りだす。


「言ったでしょ？　童子を……止めるの……」


　トキノは振り返ろうともせず、答えた。


「あんたじゃ……無理なんだろ？　童子は親父おやじの分身で、しかも鬼の力を得ている。オレは今、あんたの剣けんを受けて、たしかにあんたの気を感じたぜ。鬼の気のなかに、柔やわらかくて温かな人の気も混じっていた。なんとかして、人にもどれねぇのか？　神しん域いきへ行って、鬼の気を封ふうじて、もう一度、武術を鍛きたえなおして……。牛ご頭ず鬼きコブトと馬め頭ず鬼きスクネも、そうやって人にもどろうとしているんだぜ？」


　ヒエンは呼びかけた。


　トキノの足が止まり、ゆっくりとヒエンを振り返る。


「牛頭鬼、馬頭鬼ごときと一いつ緒しよにしないで。わたしの業ごうは……深い。それは、犯おかした罪の深さでもある。わたしの命ぐらいでは、償つぐなえないほどの……ね」


「だが、あんたが狂ったのは、近衛このえの男どものせいなんだろ？　いちばん悪いのは、あんたの気持ちに気づかなかったオレの親父なんだろうが……」


　父は仕合をした相手のすべてと心を打ち解け、友となったと聞いている。


　トキノはただひとりの例外なのだ。男と女ゆえであろうか？


「あなたは……クオンの子。愛いとしくて、憎にくくて、欲しくて、殺したかった男の……。わたしが、あなたを産みたかった。ユウキの妖よう精せい姫きではなく、このわたしが……」


　トキノがそう言うと、目から涙なみだを溢あふれさせた。


　しかし、それは血の色をしている。


「あなたを見ているだけで、わたしは……狂いそう。羅ら刹せつの剣を受けられて、今は鬼き気きも鎮しずまっているけど、長くは耐たえられない。あなたは本当に……クオンに似ているから。愛おしくて……殺したくて……」


　トキノはそれだけを言うと、もう一度、ヒエンに背を向けた。


「次に会うことがあったら……わたしは鬼の王だから」


「そのときには、オレがあんたを止めるさ。今度こそ、完全にな」


　ヒエンはトキノに答えた。


「愉たのしみに……してるわ……」
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　トキノは振り返ることなく答えた。


　そして、しばしの間があって、思い出したように言葉を続ける。


「そうそう……あの婆ば娑さ羅ら。あれは、天あまの邪じや鬼くなの。だから、悟さとる。斬きろうとしても避よける。術にかけようとしても破る……」


「悟る？　それが、ヤツの能力なのか？」


　トキノの言葉で、自分の刃やいばがかすりもしなかったことに納なつ得とくがいった。


（しかし、どうやれば、そんな能力を持つ鬼を斬ることができる？）


　婆娑羅鬼は、精せい霊れい樹じゆの実を奪うばうため、また、やってくると言っていた。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　そのとき、スズリがやってきて、ヒエンの顔を覗のぞいてくる。


　そして顔を強こわ張ばらせた。


「骨が……見えているぞ？」


「骨を割られてなきゃいい……」


　ヒエンは苦く笑しようした。


　羅ら刹せつ鬼きの四本の腕から繰くりだされる術を受け損そこなったのである。命があるだけ儲もうけものと思うしかない。


「だが、漠ばく然ぜんとだが、刹せつ那なを捕とらえる感覚を摑つかめた気がする。羅刹鬼のおかげだな……」


「今のは稽けい古こだったのか？　それとも、死合いだったのか？」


　スズリがヒエンの傷の手当てをはじめながら訊たずねる。


「どっちもだろうな……」


　ヒエンは一いつ瞬しゆん、考えてから答えた。


「羅刹鬼は、オレに親父おやじとの違ちがいを教えようとしたんだ。だが、オレがそれに気づかないようなら、そのままオレを殺していただろう。羅刹鬼は童子に挑いどむと言っていた。おそらく、敗れて死ぬのは覚かく悟ごのうえだ。そのうえで、オレを試ためしたんだ。オレに童子を止められるだけの素質があるかどうか……」


「殺されなかったということは、素質を認められたということか？」


　スズリが手を止めて、ヒエンに訊ねる。


「どうかな？　この様だぜ？」


　だが、トキノと刃を合わせた瞬しゆん間かん、ヒエンは互たがいの刃が通りぬけたかと思った。


　それほど、手応えがなかったのである。その感覚に戸と惑まどい、刃に気を込めるのが遅おくれた。


　そして額と両りよう腕うでに影かげ刃ばを受けたのである。


「オレの術は完全じゃなかったが、羅刹の気力、体力を奪っていたらしい。もっとも、オレのほうもずいぶん、持っていかれたみたいだけどな」


「そうか……」


　スズリがうなずくと、ふたたび傷の手当てを再開する。


「どうやら、怪け我がは大丈夫そうだな」


　アモンたちが、全員、そろってやってきて、ヒエンに声をかけた。


「こいつが、ちゃんと手当てしてくれたらな」


「なっ！」


　スズリが顔色を変え、ヒエンを睨にらみつける。


「塩でも塗ぬり込んでやればよいのです」


　トウイが冷ややかに言った。


「なんだと？」


　ヒエンはいきりたったが、スズリが傷口にかけた焼しよう酎ちゆうが目に入り、苦痛にうめく。


「おまえ、もうちょっと優やさしく……」


「できぬ！」


　スズリがヒエンが言い終わるより先に言った。


「ちっ……」


　ヒエンはスズリの乱暴な手当てをまぎらわそうと、羅刹鬼トキノと交かわした会話について、皆みなに語っていった。


「あの童子が……クオン様の分身？」


　スズリが目を大きく見張り、真実を打ち消そうとでもするように首を横に振ふる。


「信じがたいが、そういうことらしいや。だが、かえってすっきりしたぜ。親父の分身なら、神しん明めい流りゆうを極きわめていて当然だからな。そして童子がオレたちに放ったあの剣けんは、人の魂たましいを斬るものらしい。アーシアに満ちるウツヒミの御み魂たまを刃として放つのだそうだ。肉体を傷つけることなく、魂を断たち切るというものだ。親父が決して受けられない必殺の剣として編みだしたらしい。オレは親父の型を見ていたから、偶ぐう然ぜん、受けることができたけどな」


「絶対の受けを極め、絶対の攻めをも欲ほつしたということか……」


　アモンが厳しい表情でつぶやく。


「そして童子なる鬼おには、その双そう方ほうを受け継ついでいる」


「ま、童子があの剣を放ってきたら、もう一度、受けるまでさ。今度こそ完全に……」


　ヒエンは決意の表情で言った。


「できるのか？」


　トウイが問いかけてくる。


「やるしかねぇよ。それに、オレになにが足りていなかったかは、羅刹鬼が教えてくれた。完全には受けられなかったが、刹那を捕らえる感覚みたいなものは摑んだ気がする。なんとか、ものにしてみせるさ……」


　ヒエンはひとりごとのようにつぶやくと、アモンを見つめた。


「どうした？」


　ヒエンがなにか言おうとしていると気づき、アモンが先をうながす。


「話は変わるが、婆ば娑さ羅ら鬼きのことだ。あの鬼は〝悟さとり〟という術を使うらしい。こっちが斬きろうとしても、かならず先読みして避よけるそうだぜ」


「やはりな……」


　アモンが大きくうなずく。


「なんだ？　気づいていたのかよ？」


　もったいぶって言っただけに、ヒエンはひどく拍ひよう子し抜ぬけした。


「婆娑羅鬼がオレの剣を一度だけだが、かわしそこねて受けただろう？　そしてヒエンの受けも崩されてから通じた。オレが思うに、無心の剣ならば、婆娑羅の〝悟り〟の術は効かぬということだ」


「なるほど！」


　ヒエンはぽんと手を叩たたいた。


「考えて剣を振るっていたら駄だ目めということか？　オレの場合、反射で剣を合わせていたから受けることはできた……」


　狙ねらって攻せめているあいだは、すべてかわされたのも、それならば納なつ得とくがゆく。


　アモンはヒエンが婆娑羅鬼と戦っているあいだに、真実を看破していたのだ。


「つまり、わたしの合理の剣では、まったく通じないということですか？」


　トウイが端たん整せいな顔をしかめて、アモンに問う。


　北ほく斗と流りゆうは深い読みと緻ち密みつな組み立て、そして無む駄だをいっさい省いた太刀たち筋すじこそが身上なのだ。極意である明めい鏡きよう止し水すいの境地も、いっさいの感情を省いて冷静に思考するためのもので、無心とは異なる。


「残念ながら……」


　アモンの返答に、トウイがむっつりとなり、西の山を振り返る。


　いつのまにか、太陽がその稜りよう線せんにさしかかろうとしていた。


　ヒエンもさすがに同情を覚えたが、かける言葉すら見つからない。


　武術の流派には相あい性しようというものもあるから、ある意味しかたないのだ。だが、それを認めるのは、武ぶ使しとしては辛つらい。誰だれしもが自分の流派こそが、最強であると信じているからだ。


「わたしの剣でも駄目でしょうか？　なにも考えず、剣を振るっている気もするのですが……」


　スズリが救いを求めるような表情でアモンに訊たずねた。


「どうかな？　無心とはなかなか難しいものだからな。無意識に動いているように思っていても、高速で思考し、判断していることもある。記き憶おくがついてゆかないゆえ、なにも考えていなかったという気になるのだがな」


「そ、そうなのですか……」


　スズリががっくりと肩かたを落とした。


「そう落らく胆たんするな。絶対最強の流派などないということだ。逆にいえば、どの流派であれ極めれば最強となりうる。皇こう帝ていもひとつの流派からしか出ないということはあるまい？」


　アモンがスズリに慰なぐさめの言葉をかける。


「近この衛え応おう仁じん流りゆうこそが、もっとも多くの皇帝を出している流派です！」


　アリマが反射的に言ってから、すぐ、しまったという顔をする。


　全員の視線が、彼に向けられた。


「それは、なによりだな」


　ヤハギが冷たく言う。


「も、申し訳ありません……」


　アリマがうなだれる。


「事実だからな。謝る必要などあるまい？」


　トウイが振ふり返り、辛しん辣らつな口調で声をかけながら、アリマの背中を突ついた。


　軽く突いたように見えたが、アリマは息が止まったらしく、背中を弓ぞりにして悶もん絶ぜつする。


「先さき程ほど、ヒエンもなにがしか摑つかんだようだが、オレも婆娑羅鬼と戦い、かつて達していた無我の境地に近づいたように感じた。それを確実なものにするため、荒あら行ぎようをしようと思う」


「それは、オレも望むところだぜ。一刻も早く、刹せつ那なの感覚を完全なものにしてぇ！」


　ヒエンは鼻息荒あらくうなずいた。


　そして妖よう精せいたちを振り返る。


「そういうことで、寄り道をしていいかな？」


「婆娑羅鬼が追っている以上、ここから先へは行けませんから……」


　土妖のタンナが静かにうなずいた。


「いたしかたあるまい」


　金妖のラズリがあいづちをうつ。


「おまえの〝登とう龍りゆう〟、不ふ動どうで受けてやるぜ」


　ヒエンはトウイを振り返って言った。


「命を落としても知らんぞ」


　トウイが憮ぶ然ぜんとして言う。


「その覚かく悟ごこそが、オレには必要なんだ」


　ヒエンはにやりとして答えた。


　受けるか死ぬか、その境にこそ、不動を放つための〝刹那〟がある。それを正確に捉とらえれば、神明流奥義〝不動〟が放てるはずなのだ。


「アリマ、おまえもついでに鍛きたえてやるからな。応仁流の型の剣けんで、我が合理の剣を受けられるかどうか、身をもって教えてやる」


　トウイがまだ咳せきこんでいるアリマに向かって言う。


「あ、ありがたきしあわせ」


　アリマがひきつった表情で答え、トウイの視線から逃のがれるようにヤハギを振り向く。


「ヤハギ、おまえもお願いするんだぞ？」


「勝手に、オレを巻き込むな」


　ヤハギが迷めい惑わくそうに顔をしかめた。


「ヒエン……」


　スズリが傷の手当てをひととおり終えて、ヒエンの両りよう肩かたに手をかける。


「おめぇも遠えん慮りよせず、打ち込んでくるんだぜ？　小手先で止められるような攻せめを続けてたら、破門にするからな」


「無、無論だっ！」


　スズリが眉まゆをつりあげる。


「これまでは、稽けい古こだから遠慮していたにすぎぬ。ヒエンに死ぬ覚悟があるというなら、全力でゆくまで」


「ああ、期待してるぜ」


　ヒエンはそう言って、立ち上がる。


　足に力はもどっていた。いや、先程より力がみなぎっている気がする。


「さて、この近くに、どこか修しゆ行ぎように向いている場所はねぇかな？」


「ちょうどよいことに、この川の源流近くに軍神フツキとタイシが武術に開眼したとされる有名な修しゆ験げん場じようがある。オレはそこで千日こもって修行し、神しん刀とう流りゆうの奥義を極きわめた」


　アモンが答えて、北の方を振り返る。


　その方向にも遠く山々が連なっていた。


「千日はかけられねぇぞ？」


「三日、いや十日で取りもどす。それまでに会得できなければ、おそらくオレの命が保もたないだろうしな」


　アモンが平然と言う。


　それほどの荒行ということだ。


　稽古とはいえ、命いのち懸がけのものになるとは、皆みな、覚悟している。


（人が人のままで強くなるには、そうするしかねぇんだ）


　ヒエンは自らの心に刻みつけた。


（オレは人のまま、鬼に勝つ。婆ば娑さ羅ら鬼きであろうと、鬼王阿あ修しゆ羅らであろうと……）
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　ヒエンら一行は、川に沿って北へと向かい、神しん刀とう流りゆうの修しゆ験げん場じようへとやってきた。


　そこは奇き岩がんが林立する巨きよ大だいな岩山で、大小の谷川が渓けい谷こくを刻み、いくつもの滝たきがある。谷川は麓ふもとでひとつとなり、ヒエンらが遡さかのぼってきた川となってくだる。


　岩山の麓には山門があり、軍神フツキとタイシの神社が建てられていた。小さいながらも道場があり、各地から修しゆ行ぎようのため集まった神刀二流の武ぶ使しが十人ばかり滞たい在ざいしている。


　アモンが事情を話すと、彼らはあっさりと受け入れてくれた。


　そして、神社で修行の成じよう就じゆを祈き願がんしてから、アモンはひとり山へと入っていった。


　十日過ぎて降りてこなければ、死んだと思えと言い残して──


　そしてヒエンも、トウイ、スズリを相手に、神しん明めい流りゆうの奥義〝不ふ動どう〟を会え得とくするため、激しい修行を開始する。


　術こそ使わないが、実戦と変わらない。ふたりの本気の攻せめを、刃やいばが我が身を切り裂さくぎりぎりのところで受けるのだ。


　刃を合わせるのが遅おくれたら、間ま違ちがいなく命を落とすし、たとえ刃を合わせても、瞬しゆんを逃のがしていたら、心技体の乗った斬ざん撃げきを止めることはできない。


　ふたりの刃が滑すべり、ヒエンは数限りなく、傷を受けた。


（だが、こうして感覚を磨みがいてゆくしかねぇ）


　斬きられて死ぬか、不動で止めるかは、それこそ一いつ瞬しゆんのまた一瞬の差しかないのだ。まさに〝刹せつ那な〟である。


　スズリ、トウイ、はては神刀流の武使たちやアリマ、ヤハギにもかかってもらい、ヒエンは体力の限界まで、ひたすら刃を受けつづけた。


　そうして、七日が過ぎた──





　ヒエンは道場の床ゆかに敷しいた布ふ団とんで転がっていた。


　全身が悲鳴をあげているように痛み、体力、気力も消しよう耗もうしている。


　だが、なかなか眠ねむりにつけなかった。


　ヒエンは夜半にひとり道場を抜ぬけ出し、神社の境けい内だいを歩く。


　夜よ霧ぎりがかかり、昇のぼったばかりの半月が、東の空でおぼろに輝かがやいていた。身を切るような夜風に、ますます頭が冴さえ渡わたる。


　夜の闇やみのなかを見つめていると、迫せまりくる刃の幻げん影えいが浮うかんできた。


（当然だよな）


　この七日というもの、起きているあいだ、常に刃に身をさらされていたのである。


　寝ねていても、夢のなかで刃を受けていたように思う。


　ヒエンは無意識に持ってきていた小こ太刀だちの二刀を抜くと、正眼に構えた。身体からだを動かすことなく、自らが幻影の刃を受けてゆく姿を頭に思い浮かべてゆく。


　神明流の受けとは、刃ではなく自らの命で受けるようなものだ。それゆえ、相手のすべてを受けられるのだろう。


　その感覚は、漠ばく然ぜんとだがわかった。


　それを確かにするためには、誰だれかの奥義を受けるしかないという気がする。もともと不動は相手の奥義を受けるために編みだされたものなのだ。


　羅ら刹せつ鬼きが使った四本の腕うでから繰くりだされる影かげ刃ばのような。あるいはトウイの登とう龍りゆう、そして皇こう帝ていタイガが放つ光こう刃じん、童どう子じの魂たましい斬ぎりの刃。


　どれも受けそこなえば命を落とす究極の奥義だ。


　安易に試ためせるものではない。だが、童子と対決するまえには、挑ちよう戦せんしておく必要がある。


　ヒエンは、トウイに頼たのもうと思っていた。


　正式な仕合を申し込み、真しん剣けん勝負で彼の奥義を不動で止められるか試すのである。


　そのとき、かすかな物音がヒエンの耳に届いた。


　枯かれ葉はが鳴る乾かわいた音である。


（獣けものか？）


　そう思ったが、生き物の気配はない。


　だが、音はしだいに近づいていた。


　闇のなかにかすかに白いものが見えてくる。それは人の形をしていた。


（亡ぼう霊れいか？）


　ヒエンは一瞬、そう思った。


　それほどに生気が感じられない。


　しかし、その白いものが誰かは、やがてわかった。


「アモン兄！」


　ヒエンは歓かん喜きの表情を浮かべる。


「もどってきたんだな」


　だが、アモンから返事はなかった。


　無言のまま歩きつづけ、ヒエンの前を通り過ぎてゆく。


「アモン兄？」


　ヒエンはあわてて、アモンの肩かたを摑つかんだ。


「どうしたんだ？　いったい？」


　本当に亡霊なのかと不安になったが、アモンには触ふれることのできる肉体があった。


　しかし、その身体は血が通っていないかと思うほどに冷たい。


　衣服も水に濡ぬれている。


「アモン兄！」


　ヒエンは彼の肩を強く揺ゆすった。


　ようやく反応があり、アモンがゆっくりとヒエンを振ふり返る。


「おまえは……ヒエンか？」


「き、決まってるじゃねぇか……」


　ヒエンは表情を強こわ張ばらせた。


　アモンの心が壊こわれたのかと心配になったのだ。


「そうだ……おまえは、ヒエンだ。そしてオレは……」


　アモンは呆ぼう然ぜんとつぶやくと、何度かうなずいた。


　それから、ヒエンを見つめなおす。


　その目にようやく光がもどっていた。


「とりあえず、道場のほうへ。身体を温めねぇと……」


　ヒエンはアモンの肩を押し、道場へ連れてゆこうとする。


　しかし、アモンはその場から動かなかった。


「それよりも、今すぐオレの剣けんを受けてもらえないか？」


「無我の境地、取りもどしたのか？」


　ヒエンは訊たずねた。


「ああ、思い出した。ウツヒミの御み魂たまは天地に遍あまねく存在する。その御魂は、人の身体に入りて形を成し、自我となる。だが、無我の境地に至れば、人の魂たましいはふたたび天地と融ゆう合ごうし、この世の森しん羅ら万ばん象しようを明察しうる……」


「ど、どういう感覚か、オレにはわからねぇが、自我がなくて戦えるのか？」


「それが、真に為すべきことならばな」


　アモンが静かにうなずく。


「とにかく、見せてもらうぜ。無我の境地から繰りだされる剣とやら、受けてみてぇ」


　ヒエンはそう言うと、アモンと間合いを取った。


　そして小太刀の二刀を逆手に持ち、刃やいばを水平に開く。


　アモンもすらりと〝野の分わき〟を抜ぬいた。重じゆう厚こうな広ひろ刃ばの直刀だが、まるで重さがないように軽々と八相に構える。


「なんだ？」


　目の前にいるアモンは、いかなる気も発していないように感じた。


　だが、気を殺している印象もない。


（これが天地とひとつになるってことか）


　まるで大空が高く、大海が広く、大地が固いように、アモンはそこに在あった。


　しかし、ただ在るだけでは、人を斬きることはできない。


「参る……」


　アモンが淡たん々たんと言い、気合いの声もなく、袈裟けさ斬ぎりに刀を振るった。


（緩ゆるい……）


　ヒエンは瞬しゆん間かん、そう思った。


　その刃には、殺気や闘とう気きが感じられなかったからである。まるで刃に映る月光と同化したように激しさも鋭するどさも強さもない。


　だが、それゆえに、いつどこで刃を受ければいいのか、ヒエンにはまるでわからなかった。


　そしてヒエンは最後まで刃を動かすことすらできなかった。


　斬られたと思ったが、アモンの刃はヒエンの肩に触れるか触れないかというところで、ぴたりと止まる。


「この剣は……受けられねぇ……」


　ヒエンはうめいた。


「瞬しゆんも刹せつ那なも、まったく見えなかった」


　アモンが無言のまま一礼し、野分を鞘さやに収める。


「今のが、無我の境地なのかよ？」


「そう、真の無心から繰くりだされる剣だ」


「婆ば娑さ羅ら鬼きは空っぽの剣を使ってきたが、同じようなものか？」


「受けてみればわかるが、オレの剣は空ではない。心技体が天地と融合しているゆえ、そう感じられるだけだ」


「だとしたら、神しん明めい流りゆうでは、止められねぇかも……」


　ヒエンは大きな衝しよう撃げきを受けていた。


　会え得とくもしていないのに言うのもどうかと思うが、心技体が一いつ致ちする瞬間を見み極きわめられなければ、たとえ不ふ動どうでも受けようがない。


「そうでもないぞ。我が父カノウの剣を、おまえの父クオン殿どのは受けたのだからな」


　アモンが苦く笑しようする。


「親父おやじは、無心の剣を止めたのか……」


　ヒエンはがっくりと肩かたを落とした。


　上には上があり、その上にもまた上があるということだ。


「ところで、おまえの修しゆ行ぎようのほうはどうだ？」


　アモンが訊ねる。


「情けないが、まだ〝不動〟を会得できねぇ。摑つかみかけているとは思うんだが……」


　ヒエンは言葉を濁にごした。


「そうか……」


　アモンがうなずく。


「オレのほうも、荒あら行ぎようで取りもどしたとはいえ、いつまで今の境地を保てるかわからん。明日には、ここを発たつぞ。川を舟ふねで下り、婆娑羅鬼が現れるのを待つとしよう」


「その身体からだで、大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」


「食を断たち、滝たきに打たれ、軍神に祈いのりを捧ささげる日々だった。生と死の狭はざ間まに自らを追いこまねば、天地とひとつにはなれんからな。今、この場で死んでも、不思議ではあるまい……」


　アモンが淡々と言う。


　その言葉が冗じよう談だんでないことは、ヒエンにもわかった。


「とにかく、今夜だけはゆっくり休んでくれ」


　ヒエンはそう言って、今度こそ、アモンを道場に連れ帰る。


　そして薄うすい粥かゆを食べさせてから、寝ね床どこへと押しこんだ。
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　ヒエンらは舟で川を下り、東とう海かいを目指した。


　だが、その途と中ちゆうで婆ば娑さ羅ら鬼きが精せい霊れい樹じゆの実を奪うばいに来るのは間ま違ちがいない。


　はたして、婆娑羅鬼は姿を現した。


　前回、戦った場所から、さほど離はなれていない川の中なか州すに立ち、刀を肩に担かつぎ、扇おうぎを広げてヒエンらを招くように打ち振ふっていたのである。


　すでに鬼の姿に変化していた。


「行くぞ！」


　アモンが声をかけ、舟を中州に漕こぎつける。


　舟にはアリマ、ヤハギ、ミツルとふたりの妖よう精せいが精霊樹の実を収めた葛籠つづらとともに残り、ヒエン、アモン、スズリ、トウイの四人が、中州へ降り立った。


「汝なんじらとの舞まい、心待ちにしていた！」


　婆娑羅鬼が声こわ高だかに言う。


「それは、こっちもだぜ！」


　ヒエンは応じた。


　そして四人の武ぶ使しは、一いつ斉せいに刀を抜ぬく。


「ほう？」


　婆娑羅鬼がわずかに目を細めると、扇を捨て、黄金に輝かがやく刀を頭上に掲かかげるように持つ。


　その瞬間、我が慢まんしきれないというように、スズリが気合いの声を発し、紅こう冠かんを上段に振りかぶり、斬りかかっていった。


　トウイは叢むら雨さめを下段に構える。


　アモンは野の分わきを八相に構えたまま、瞑めい想そうしはじめていた。


　そしてヒエンは鳳ほう翼よく、凰おう翼よくの二刀を正眼に構えつつ、スズリに続いた。スズリが攻せめ疲つかれたら、すぐ間に入るつもりである。


　婆娑羅鬼はスズリの烈れつ火かの攻めを「ひらひら」と言いながらかわしている。


　スズリの攻めは鋭するどく、激しいが、悟さとりの能力でよけているのだ。だが、反はん撃げきの余よ裕ゆうはないらしい。あるいは、そうする気がないだけかもしれないが。


　スズリはしばらく攻めつづけたが、やがて太刀たち筋すじが鈍にぶった。


　ヒエンは下がれと声をかけようとしたが、それより先にスズリが後方へと跳とんだ。ヒエンが間に入り、婆娑羅鬼の追撃に備える。


「さてさて、困った。汝は童どう子じの贄にえなれば、斬きることができぬ」


　困った困ったと繰くり返しながらも、婆娑羅鬼の顔は笑っていた。


「それは、そっちの事情だ。こっちは遠えん慮りよなくゆくぜ」


　ヒエンはそう言い返す。


　だが、彼が動くより早く、右から黒い影かげが動いていた。


　トウイである。


〝渡わたら瀬せ〟で滑すべってはおらず、走っていた。


　そして水すい刃じんを放つことなく、斬りかかる。無む駄だに術を使う気はないということだ。


　そして彼の攻めにも、いっさい無駄がなかった。ひと太刀ごとに、かならず返しの刃やいばを入れ、ときには三段、四段と連続の攻めを続ける。


　足の運び、身体の動きも絶ぜつ妙みようだった。


　ひとつひとつの動作に意味があり、それを完かん璧ぺきにこなしてゆく。明めい鏡きよう止し水すいの極ごく意いにより、いっさいの感情を消していることもあり、まるで精せい巧こうなからくりを見ているようだった。


　だが、近この衛え北ほく斗と流りゆうの合理の剣けんも、婆娑羅鬼には通じない。「ひらりひらり」とかわしていた。スズリの場合と同じく反撃を試みる様子はない。


　トウイもしばらく攻めたあと、息が乱れるまえに婆娑羅鬼から離れた。


　それを見て、ヒエンは進みでようとする。


　だが、その肩かたを誰だれかが摑つかんだ。


　気配を感じなかったので、ヒエンは一いつ瞬しゆん、びくりとなる。


　振り返ると、アモンの姿があった。


　無我の境地に達したのだろう。


　スズリとトウイは、アモンの準備ができるまでの時間稼かせぎだったのだ。次はヒエンが出る番だったのだが、どうやらその必要はなくなった。


「婆娑羅鬼の攻めはオレが受ける。アモン兄は、攻めに専念してくれ」


　ヒエンは声をかける。


　アモンから返事はなかった。だが、声は聞こえているはずだ。


　人が、天地とひとつになる。


　その感覚は、無論、ヒエンにはわからない。


　だが、アモンの無心から繰りだされる剣を、ヒエンは見た。それは受けることができなかったし、もし受けていたとしても、押し潰つぶされていただろう。


（今のアモン兄なら、婆ば娑さ羅ら鬼きに勝てる）


　ヒエンはそう信じている。


　アモンと婆娑羅鬼との間合いは、ゆっくりと縮まっていた。


　ヒエンもアモンから数歩さがって続く。いざというとき、アモンを守るためだ。婆娑羅鬼がどんな手を使ってくるか知れないのである。


「人とは、かくも面おも白しろい……」


　アモンを見つめ、婆娑羅鬼が声をかけた。


「わずか十日ばかりで、別人のごとく変わる」


　アモンは答えない。


　今の彼は、天地とひとつだ。風が吹ふくごとく、木々が茂しげるごとく、火が燃えるごとく、山が聳そびえるごとく行動しているのだろう。


「我には、汝が無心の剣はよけられぬ。だが、止めてみせよう」


　婆娑羅鬼の視線は、アモンにのみ集中していた。


（オレなんか、眼中にないってか？）


　ヒエンは心のなかでつぶやく。


（だが、オレこそ、おまえの刃を止めてみせるぜ）


　ヒエンはアモンの邪じや魔まにならないよう、左後方に開いた。


　そしてアモンが気合いの声もなく、袈裟けさに斬り下ろす。ヒエンが受けられなかったあの一いち撃げきである。


　婆娑羅鬼はその斬ざん撃げきを黄金の太刀で受けたが、あきらかに刃の勢いに押しこまれていた。


　アモンは続けて逆袈裟に斬撃を放つ。


　ヒエンがよく知る草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの型だった。


　重く、強い剣である。わずかに受けそこなっただけでも体勢を崩くずされる。無我の境地となった今は、どうやらさらに重く強いようだ。


　だが、婆娑羅鬼には、強きよう靭じんな鬼の力がある。その力で、アモンの無心の剣を止めるつもりなのだ。そして婆娑羅鬼は押しこまれつつも、アモンの斬撃を止めていた。


　アモンとて、いつまでも攻め続けることはできない。天地とひとつになるため、生死の境に身を置くような荒あら行ぎようをしたのだ。


　体力、気力は極限まで消しよう耗もうしている。


　多少、回復しているとはいえ、このまま無心の剣を振ふるうかぎり、いつ心臓が止まっても不思議ではなかった。


　見守ることしかできないのが歯がゆい。


「神代に覚かく醒せいし、数千年を生きたが、この天下界にも、そして人にも飽あきるということがない。世は移り変わり、人は生まれ変わってゆくゆえに……」


　婆娑羅鬼が感かん嘆たんの声をあげた。


　そして初めて斬撃を返す。


　上段から大地ごと、アモンを両断しようという強きよう烈れつな一撃であった。


　だが、アモンはごく自然に身体からだを右へと移動させていた。まるで、彼のほうがその反はん撃げきを悟ったかのように。


　そしてヒエンも、アモンに操あやつられたかのように動いていた。


　婆娑羅鬼の刃が空を切ろうとする真下に潜もぐりこんでいたのだ。そして鳳ほう翼よく、凰おう翼よくを交差させ、婆娑羅鬼の斬撃を受ける。


　瞬しゆんを捕とらえたという感覚があった。


　ならば、為なすべきことはひとつしかない。


「木こ霊だまぁああっ！」


　ヒエンは気合いを込め、右手の凰翼を縦に一いつ閃せんさせた。


　鬼の力を風ふう刃じんに変え、返したのである──





　婆娑羅鬼は、自分の斬撃を神刀流の使い手がよけるのも、神しん明めい流りゆうの使い手がその斬撃を受けるのも悟ることができなかった。ただ、術による反撃のみは悟ることができた。


「のらり」と上体を右に傾かたむけ、迫せまりくる風刃をかわす。


　だが、その瞬しゆん間かん、婆娑羅鬼は神刀流の武ぶ使しが、彼の首を刎はねんと刃やいばを振るうのが見えた。


　無心の攻せめである。


　どう避よければいいか、わからなかった。


　また、この体勢から刃を合わせようとしても間に合うとは思えない。


　しかも、神刀流の使い手が振るう剣けんには天地人の一致がある。アーシアにおける最強の一撃といえた。間に合っても、刀を叩たたき折られるだけである。


　婆娑羅鬼が悟ったのは、自らの敗北であった。


　その瞬間、婆娑羅鬼は天上界にも届きそうなほどの大声をあげた。


「参ったぁ！」


　アモンの刃が婆娑羅鬼の首から紙かみ一ひと重えのところで、ぴたりと止まる。


　そして婆娑羅鬼は、黄金の刃をした太刀たちを、地面に放り投げた。





「なんで、止めたんだ？」


　ヒエンは驚おどろいてアモンを振り返った。


「止めたのではない。止まったのだ……」


　アモンが静かに答える。


「止まったということは、それが天意だからだろう。あの夜、おまえを斬きらなかったのと同じことだ」


「天意って……」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとなる。


「この鬼を生かしておくことが天意なのかよ？」


「そういうことだ……」


　アモンは、野の分わきをゆっくりと鞘さやに収めた。


「初めての人として生まれ、初めての鬼となり、人の世の移り変わりを見てきた。ときには人に害を為し、ときには人に益えきをもたらしながら。おそらく、この鬼には、なにかの役目があるのだろう……」


「オレにはわからねぇよ」


　ヒエンはうめいた。


　だが、無我の境地に至ったアモンは、もしかしたら未来すら予見できるのかもしれない。


　いずれにせよ、婆ば娑さ羅ら鬼きに勝ったのはヒエンではなくアモンだ。彼が斬らぬと決めたのなら、それに従うしかない。


「敗れたからには、この婆娑羅、二度と汝なんじが前には姿を現さぬ。だが、必要なときには、我を呼ぶがよい。我は即そく座ざに馳はせ参さんじ、汝が命にしたがおう」


　婆娑羅鬼がアモンの前で平へい伏ふくしながら、奏上するように言った。


　そして黄金の刃をした太刀を拾い、アモンに捧ささげる。


「もし、我に役割があるとすれば、それは人の世の終わりを見届けることと存ずる……」


「そうかもしれんな」


　アモンは警けい戒かいした様子もなく、婆娑羅鬼から太刀を受け取った。


　婆娑羅鬼は晴れやかな表情で立ち上がると、「くるり」と背を向け、堂々と川のほうへ歩いてゆく。


　そして流れの間ま際ぎわで大きく跳ちよう躍やくし、一いつ瞬しゆんの後には向こう岸に立っていた。そのときには、人の姿になっている。


「婆娑羅のさらば」


　川を渡わたる風に乗って、爽さわやかな笑い声が響ひびいてきた。


　やがて、婆娑羅鬼ザオウの姿は、ヒエンたちの視界から消える。


　それを見届けてから、ヒエンはアモンを振ふり返った。


「さすがだったぜ」


　だが、そう声をかけた瞬間、アモンの身体からだがぐらりと傾いた。


「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」


　ヒエンは、あわててアモンの身体を支える。


「なんとかな……」


　アモンが苦く笑しようを浮うかべた。


「荒あら行ぎようを行い、無我の境地に至ったが、やはり長くは保もたんようだ。人が真に天地とひとつになりたければ、死ぬしかないということだろう……」


　ヒエンはアモンの脈を確かめてみたが、止まるような感じではない。


　そのとき、スズリとトウイが走り寄ってきた。


「お見事でした……」


　トウイが賞賛の言葉を述べる。


「お身体は大丈夫でしょうか？」


　スズリが心配そうに訊たずねる。


「なんとか生きてるよ。だが、もうすこし長引いたら、どうなっていたかわからんな」


「せっかく取りもどした無我の境地だが、死んでしまったら意味がねぇ。とにかく、アモン兄には、しばらく養生してもらわないとな」


　ヒエンがアモンに肩かたを貸しながら言った。


「そうさせてもらおう。オレは、やはり俗ぞく物ぶつだよ。天地とひとつになる感覚よりも、美味うまい物を食べ、酒を呑のみ、娘むすめたちと遊んでいるほうが性しように合っている」


「なんだ？　また、一年前にもどっちまうのか？」


　ヒエンが顔をしかめる。


「そのほうが、オレらしいというだけだ。もどりたくとも、しばらくはもどれまい……」


　アモンがため息をついた。


　世のため人のため、今は剣けんを置くことはできそうにない。


「もどられたら、困るぜ。帝てい都とにいた頃ころ、アモン兄が本気で相手をしてくれてたら、オレはもっと強くなっていたんだから」


「強くなりたければ、近衛このえにくればいいのだ……」


　トウイが唐とう突とつに話に割り込んできた。


「近衛には、わたしより強い武ぶ使しが、何人もいる。ツツイ殿どのが亡なくなられ、近衛神しん明めい流りゆうはこのままでは断絶となるかもしれん。受けの得意な稽けい古こ台がいないと、なにかと不都合なのだ」


「な、なんだと？」


　ヒエンがいきりたつ。


　しかし、ふと思うところがあり、すぐ冷静さを取りもどした。


「おまえは、これから、どうするつもりなんだ？」


「決まっている。このまま同行し、妖よう精せいの王国とやらへ行く。妖精の真意を確かめたうえで、なにが最善か、判断させてもらう。嫌いやとは言わせんからな」


「まあ、そうだろうな」


　ヒエンはうなずいた。


　トウイが最大限の譲じよう歩ほをしているのはわかる。本来なら、ここにいる全員を捕とらえて、精せい霊れい樹じゆの実とともに神域へと連行するべきなのだ。


　妖精の王国でなにがあるかもわからないし、トウイが同行するのは、ヒエンにとっても悪いことではないかもしれない。


「だったら、もう、しばらくよろしく頼たのむぜ……」


　ヒエンはトウイににやりと笑いかけた。


「不ふ動どうを会え得とくするための稽古台をな」





「勝たれたようですね」


　船底に敷しかれた座ざ布ぶ団とんのうえできっちりと正座しながら、ミツルが微笑ほほえんだ。


「皆みな様さま、さすがです。わたしも一刻も早く、あのような立派な武使になりたいと思います」


　アリマが興奮気味にうなずいた。


「あの鬼おにもだが、あの人たちも化け物だ。とうてい追いつけるとは思えない」


　ヤハギのほうは、複雑な表情である。


「なっさけないわねぇ。鬼ぐらいちゃっちゃっとやっつけるぐらい強くなりなさいよ。でも、妖精には負けるのよ」


　ユルラがヤハギの肩に飛び移って、勝手なことを言った。


「人の強さ、見届けました」


　土妖のタンナが、ミツルに向かって一礼する。


「勝ったのはいいが、あの婆ば娑さ羅らという鬼、逃にがして大丈夫なのか？　いつまた襲おそってくるともしれんぞ」


　金妖のラズリのほうは不満そうだった。


　アモンたちと婆娑羅鬼とのやりとりは、ミツルたちにも聞こえていたのである。


「わたしは、大丈夫という気がします。婆娑羅鬼は精霊樹に登りたいという理由だけで、四し聖せい獣じゆうを倒たおすような鬼なのでしょう？」


　ミツルは金妖に笑いかけた。


「どういう意味だ？」


　ラズリが憮ぶ然ぜんとする。


「普ふ通つうの鬼なら、約束を守るはずなどありません。だからこそ、婆娑羅鬼は約束を守るのではないでしょうか？」


　ミツルは金妖に答えた。


「わたしも同感です……」


　タンナがうなずく。


「とにかく精霊樹の実が鬼の手に渡わたらず、安心しました。今度は、わたしたちが応こたえなければなりませんね」


「どう応えてくださると？」


　ミツルは褐かつ色しよくの肌はだをした美しい妖精を見つめた。


「妖精のなかには、千年前の人との争いを忘れられぬ者がいます。精霊樹を取りもどしたら、ふたたび人と戦おうと主張する者さえいます。ですが、妖精の多くが、人と共存したいと願っています。かつて手を携たずさえて鬼たちと戦い、美しい王国を協力して築きあげたように……」


「お仲間を説得してくださるのですか？」


「そうしたいと思います」


　タンナが力強くうなずく。


「ぜひ、お願いします。ヒエン様は、それを強く望んでおられますから……」


　ミツルはそこで言葉を切ると、顔をわずかにあげた。


　ナノハの意志を感じたのだ。


（あなたは、どうなの？）


　ナノハの声が、ミツルの心に響ひびく。


（わたし、ですか？）


　ミツルは首をかしげた。


（あなたも、自分の意志をはっきりもたないといけない。わたしの言いなりになってばかりでは、だめ……）


　ナノハの言葉に、ミツルははっとする。


（そうですね……。わたしは大だい宮ぐう司じ様に命じられるまま、取り返しのつかないことをしてしまうところでした。それを繰くり返してはなりませんね）


（過あやまちを犯おかすことは誰だれでもある。でも、なにも考えずに犯した過ちには、後こう悔かいだけが残るわ。だから、十分に考え、納なつ得とくしてから行動しなさい）


（そうします！）


　ミツルはうなずくと、しばし考えた。


　ナノハやヒエンではなく、自分がどうしたいのか……


　その結論は、すぐに出た。


　だが、ミツルはその先まで思い巡めぐらす。


「どうしました？」


　突とつ然ぜん、沈ちん黙もくしたミツルを心配し、タンナが声をかけてきた。


「わたしには、なにができるかを、考えていました……」


　ミツルはタンナに答えた。


「人と妖よう精せいとがふたたび争うことが、世のため人のためになるとは思えません。妖精と人とが共存できるよう、わたしも全力を尽つくそうと思います」


　はぐれ巫女みこでしかない自分に、なにができるかは、まだわからない。だが、まず、それを考えることからはじめればいいのだ。


　自分の足で立ち、歩きだすことが、もっとも大切なのだから……


（そのとおりよ……）


　ナノハの声が心に響く。


（でも、もうすこし、わたしはあなたに憑かからせてもらうけれどね）


（ナノハ様が望むかぎり、いつまででも）


　それこそが、ミツルがもっとも強く望んでいることでもあった。





　　　　３




　婆ば娑さ羅ら鬼きを退けたヒエンらは、ふたたび川を下り、東とう海かいへと出た。


　そこからは海路となる。だが、底の浅い川かわ舟ぶねでは、海を渡るのは危険だった。


　だが、問題はすぐに解決した。


　土妖のタンナが霊れい道どうを開いてくれたのである。


　ヒエンはかつて霊れい鳥ちよう〝八や咫た烏がらす〟が開いた霊道を通ったことがあった。霊道ではぐれれば、そのまま永遠に現世にもどれないということも知っている。


　ヒエンらは妖精たちに先導され、真っ暗な道を遠くに見える光に向かって歩いた。


　そしてその光を抜ぬけたとき、ヒエンらは霊れい国こくゴコウの地に立っていた。


　霊国ゴコウは、東海に浮うかぶ島国だ。


　かつて国主もいたが、今は東海を拠きよ点てんとする水軍の基地となっている。平野が少なく、領民の数はさほど多くない。島の北側に港町があり、その近くに漁村が点在しているのみだ。


　住民たちは「神じん代だい樹じゆの森」と呼ばれる古木が茂しげる島の南側へは、あまり近寄らないという。妖精の隠かくれ里ざとが存在していることを、薄うす々うす、感じているのかもしれない。


　そしてそれを騒さわぎ立てることもなかった。この島では、交流こそなかったものの人と妖精とが共存していたとも言える。


　ヒエンらは、妖精たちの道案内で、神代樹の森にあるという妖精の王国へと入った。


　森のなかは暖かく、花が咲さき、虫が飛び交かっている。


　まるで、ここだけに春が訪おとずれたような光景だった。


　ヒエンらは入ってすぐのところにある広場で、しばし待たされた。


　やがて妖精たちの一団が姿を現す。


　そのなかには、セラの姿もあった──





「遅おそかったではないか？」


　セラはとくに拘こう束そくされている様子もなく、つかつかとヒエンのところへ歩いてきた。


　妖よう風ふうの衣服を着ているほかは、変わったところはない。


「……こっちは、いろいろ大変だったんだよっ！」


　ヒエンは思い出したように言い返した。


　神域から精せい霊れい樹じゆの実を盗ぬすみだし、近衛このえから逃のがれ、婆娑羅鬼を退け、やっとの思いでたどりついたのである。


　それを、遅いなどと言われるのは、心外だった。


「とにかく、迎むかえにきてやったぜ。で、どうするんだ？　帰るのか？　帰らないのか？」


　ヒエンは無ぶ愛あい想そうに言った。


「ここは居い心地ごこちがよいから、迷うのう。だが、わしがここにいると、あのふたりの立場が悪くなるのではないか？」


　セラが言って、アリマとヤハギのふたりを振ふり返り、笑え顔がおで手招きする。


　ふたりは感かん極きわまった表情でやってくると、セラのまえで平へい伏ふくした。


「我々がついていながら、申し訳ありませんでした」


　アリマが涙なみだを流しながら謝る。


「どうか、我らとともにお帰りください」


　ヤハギが淡たん々たんと言った。


「勝手に決めないでくださいませんか？」


　緑の髪かみをした妖精が、ひとり近づいてきて言った。


「ヤクシ様です。樹妖となる前は、この神代樹の森の精霊です。生き残った妖精をこの地に呼び寄せ、王国を再建してくださいました」


　土妖のタンナがヒエンに耳打ちする。


「あんたが、妖精の代表というわけか？」


　ヒエンはヤクシという樹妖を見つめた。


「オレは神しん明めい流りゆうクオンが一子、ヒエン。ついでにいえば、セラはオレの母親だ」


「ついでじゃと？」


　セラの眉まゆがぴくりとなったが、ヒエンは無視する。


「とにかく、精霊樹の実は、ここに運んできた。だが、こちらとしても、まだ渡わたすと決めたわけじゃねぇ……」


　そう言うと、ヒエンはトウイを振り返った。


　トウイがうなずいて、ヒエンと交こう替たいする。


「近この衛え北ほく斗と流りゆう先の当主トウイという。人の代表というわけではないが、そちらの提案を神域へ持ち帰り、会議にはかることはできる」


「アーシア各地の戦乱を鎮しずめる力すらない帝てい国こくを相手に、どのような交こう渉しようをしようと無む駄だという気がしますが……」


　ヤクシが冷ややかに言った。


「まあ、よいでしょう。こちらからの提案は、ひとつだけです。精霊樹の実をおいて、早々に立ち去ってください。我らは、これまでどおり、人とかかわることなく、この森で暮らしてゆきます。アーシアの自然が蘇よみがえるだけでも、ありがたいと思うのですね」


　その言葉に、土妖のタンナが顔色を変える。


「この森で暮らす妖よう精せいの多くは、昔のように人とともに暮らしたいと願っています。わたしたちが、人に力を貸せば、アーシア各地の戦乱を鎮めることもできます。なにより、跳ちよう梁りようする鬼を退治しなければ、我ら妖精もいずれ滅ほろぼされてしまいます……」


　そして土妖は婆ば娑さ羅ら鬼きや羅ら刹せつ鬼きのこと、そして鬼王阿あ修しゆ羅らになろうとする童どう子じという戦せん鬼きのことなどを伝えた。


「鬼の真の目的は、魂たましいを持つ者をすべて殺し、ウツヒミを蘇らせることなのです。我ら妖精にも魂があります。鬼は、わたしたち妖精をも滅ぼそうとするでしょう」


「そうでしょうね」


　タンナの懸けん命めいの訴うつたえに、ヤクシは平然と答えた。


「そのときには、滅びればよいではありませんか？　我らの本ほん性しようは、妖精ではなく精霊なのです。ウツヒミとリトラが天上界に帰れば、人の世が始まる前にもどるだけのこと。我らは精霊となり、自然の理を司つかさどればいいのです」


「ヤクシ様……」


　タンナが信じられないという顔をする。


「このまま滅ぼされるのを待てというのですか？　シャムやシグレのように、鬼に殺されるのを待てと？」


「我らを滅ぼすのは、鬼ではなく人かもしれませんよ？　千年前の戦いのとき、大勢の妖精が殺されました。他ほかならぬ妖精の女王サクヤ様もです」


　ヤクシが言って、セラを見つめる。


「たしかに、そのとおりです。ですが、人の世が続くかぎり、わたしたちは妖精として生まれ変わることもできます。もし、人が滅びれば、我らは二度と、妖精にはなれません」


　タンナが寂さみしげに首を横に振る。


「人は、精せい霊れい神しんダイダラ様を封ふうじてきました。そして先さき頃ごろ、新たなる大神を天上界より降臨させようとしたとも聞き及およびます。このまま人がいれば、精霊樹ダイダラは弑しいされ、この美しいアーシアそのものが失われるかもしれません」


　ヤクシは両手を大きく広げ、森の景色を見回した。


「わたしがアーシアを美しいと知ったのは、妖精になってからです。いかに美しい世界でも、その美しさを感じ、心を震ふるわせる者がいなければ、なんの意味があるでしょう？　精霊神ダイダラが、天上界ラーシアよりウツヒミ、リトラを招いたのは、この天下界の美しさを照覧して欲しかったからではありませんか？　天空神であったウツヒミ、リトラは、このアーシアの美しさに魅みせられ、分身ともいうべき生き物をこの大地に残しました。それが人や鳥ちよう獣じゆうです。そしてウツヒミ大神は自らも、この地に留とどまり、その分身たちにも、アーシアの美しさを知る機会をお与あたえになった。それこそが〝御み魂たま分け〟ではありませんか？　我らも、その魂を授さずかっているかぎりは、人と同じ、ウツヒミの子でもあるはずです……」


　タンナがそう言って、この場にいる妖精たちを見つめてゆく。


　彼女の言葉に反論の声をあげる者は、誰だれもいなかった。


　黙だまって聞いていたヒエンにも、彼女の主張は筋が通っていると思えた。


「鬼という共通の敵がいるから、人と妖精とが和解できるかもしれないと、オレは思っていた。だが、それは間ま違ちがいだった……」


　ヒエンはひとりごとのようにつぶやいた。


　それを聞き咎とがめ、スズリがヒエンを見つめる。


「間違い？　なぜだ？」


「共通の敵がいなくても、人と妖精とは共存しなくてはならないってことさ。鬼を滅ぼしたら、人と妖精とがまた戦うってことになったら意味ねぇんだから」


「そのとおりだな」


　スズリが大きくうなずいた。


「当たり前のことじゃ。そんなことも気づかず、ここにやってきおったのか？」


　セラが呆あきれたように言う。


　ヒエンは憮ぶ然ぜんとしてセラを睨にらんだが、反論はできなかった。


「あなたがたは精霊としての本性を忘れ、もはや人と変わるところがないようです。ならば、人とともに暮らせばいいでしょう。ただ、人があなたがたを受け入れてくれるのならですが」


　ヤクシが妖精たちを冷ややかに見回した。


「精霊樹さえ復活すれば、人を恐おそれることはない。もし、人が我らを受け入れなければ、支配すればいいだけのこと。かつてそうだったように……」


　ひとりの妖よう精せいが、声をあげた。


　トウイがその妖精に鋭するどい視線を向ける。


「そういう傲おごった考えが、人を虐しいたげるようになり、最後にはミズホの反乱を招いたのではありませんか？　わたしたちはふたたび人を助け、信用を取り戻もどさねばなりません。まずは人とともに鬼と戦い、美しい自然を取りもどしましょう。人が忘れ去った妖よう風ふうの知識や技術をふたたび伝え、より豊かで幸福な暮らしをしてもらうのです。そして、わたしたちは人のなかに溶とけこんで暮らすのです。支配者としてではなく、良き隣りん人じんとしてです」


　タンナが妖精たちを説得しつづけている。


　その様子を、樹妖ヤクシは曖あい昧まいな微び笑しようを浮うかべ、無言で見つめていた。


「おまえが語っているのは夢物語のようだ……」


　そのとき、金妖のラズリが声をあげ、タンナの隣となりに並んだ。


「だが、わたしは人とともに旅をし、それなりに愉ゆ快かいであった。また、人の強さも思い知った。シャムやシグレをいとも容易たやすく殺した鬼を、彼らは打ち負かしたのだからな。そしてその鬼を殺さず、赦ゆるしもした。わたしはそれが後々、害を為なすのではないかと危き惧ぐしている。だが、それで人とは話しあいができると確信した。争うより先に、まず人を信じてみてはどうだろうか？　我らが人とどう関係すべきかは、それから決めればよかろう」


「こいつら、たしかにそんなに悪い奴やつじゃなかったよ。まあ、あたしたちが導いてやらないと、いろいろと間違ったことをしでかすけどね」


　ヤハギの肩かたに止まっていた小しよう妖ようのユルラが、ひらひらと舞まって、ヤクシの肩に移った。


「ふたりとも、タンナと同じ意見ということですね？」


　ヤクシが翡ひ翠すいのような瞳ひとみを金妖と小妖のふたりに向ける。


「そう思ってもらってよい」


「ま、まあね……」


　ラズリが答え、ユルラも動どう揺ようしながらもあいづちをうつ。


「この森で千年、暮らしているあいだに、あなたがたの考えは変わってきたようですね。いいでしょう、人と話しあいとやらをしましょう。ですが、わたしには、人が信じるに足る相手とは思えません。あとは、タンナに任せましょう……」


　そう言って、ヤクシは褐かつ色しよくの肌はだの土妖を見つめた。


「ありがとうございます、ヤクシ様……」


　タンナが安あん堵どの表情を浮かべ、ヤクシに礼をする。


　だが、そのとき──


「大変です、ヤクシ様！」


　森の奥のほうから、ひとりの妖精が駆かけてきた。


　髪かみや瞳の色から、水妖だとわかる。


「なにごとですか？」


　ヤクシが水妖に訊たずねた。


「この島の沖おきに、軍船が多数、姿を見せました」


「軍船が？」


　水妖の声が聞こえ、ヒエンは顔をしかめた。


「どこかの水軍が、東とう海かいに攻せめこんできたのか？」


「いえ、違ちがいます……」


　ヒエンの自問めいた言葉に答えたのは、ヤハギであった。


　そして、彼はヒエンの前に進みでて、ひざまずく。


「ヤハギ……」


　彼の表情を見て、ヒエンはただ事ではないと察した。


「おまえは、なにか知ってるんだな？」


　ヒエンはヤハギに声をかける。


「はい、わたしの役目は、もう終わりましたゆえ……」


　ヤハギはこれまで抑おさえていた感情を吐はきだすかのように声を震ふるわせた。


「役目？　おまえが執しつ政せい家から与あたえられていたのは、監かん視しを兼かねたセラの護衛だろう？」


「それもあります。ですが、他ほかにももうひとつ。わたしはヒエン様の監視も、役目として仰おおせつかっておりました。セラ様が妖精に連れ去られてから、ヒエン様がなにをなさろうとするか、逐ちく一いち、報告しておりました」


「なんだって？」


　ヒエンは愕がく然ぜんとなった。


「ヤハギ……」


　アリマも驚きよう愕がくの表情で、同じ役目を与えられていたと信じていた真しん影えい流りゆうの見習い武ぶ使しを見つめている。


「沖に現れた軍船は中ちゆう海かいの水軍です。そして乗りこんでいるのは、近衛このえの武使なのです」


　ヤハギが顔を伏ふせたまま言った。


「これまで、皆みな様さまを謀たばかりつづけ、申し訳ありませんでした。お許しいただこうとは思いません。どうか、この場でお斬きりください……」


　ヤハギの伏せた顔から、涙なみだがこぼれ落ちてゆくのを、ヒエンは見た。


「つまり、我々は泳がされていたということか……」


　アモンがぽつりと言う。


「ヤハギ！　貴様!!」


　アリマが激げき昂こうして、刀を抜ぬく。


「やめておけ……」


　ヒエンは刀を振ふりかぶろうとするアリマを手で制した。


「こいつも苦しかったんだろうさ。真影流は気を秘すのが得意だからな。オレたちが気づかないように連れん絡らくを取っていたのだろう」


「どうやら、夢物語は終わったようですね……」


　ヤクシが淡たん々たんと言うと、森の奥へとひきあげようとする。


　妖よう精せいたちが様々な表情を浮うかべながら、彼に続いた。


　ラズリとユルラも無言のままヤクシに従う。


「わたしは欺だまされていたのですか？」


　タンナひとりが、その場に残り、ヒエンに訊ねた。


「そのつもりはなかったが、結果的には、そうなってしまったな……」


　ヒエンは苦しげに答えた。


「近衛は──いや、先の執政代行ユウキ・シオンは精せい霊れい樹じゆの実とオレを囮おとりに使ったんだ。妖精の王国がどこにあるか見つけだすために……」


　ヒエンはそれ以上、言葉を続けられず、拳こぶしをかたく握にぎりしめた。


「この森で暮らす妖精は、二百人あまり。このアーシアに残る最後の妖精です。そして精霊樹は今や失われ、わたしたちは、さしたる妖術を使えません……」


　タンナが哀かなしそうに言った。


　戦いになれば負けると認めているのだ。


「ですが、こうなったからには、戦うしかありません。この森を失えば、我らはもはや妖精としては存在できません。そのときには、いさぎよく精霊にもどるまでです。おそらく、二度と妖精として覚かく醒せいすることはないでしょう」


「させねぇ……」


　ヒエンは低く、つぶやいた。


「今、なんと？」


「させねぇって言ったんだ。もし、近衛が妖精を攻めるというのなら、オレが相手をしてやる。こんな卑ひ劣れつなやり方、オレは絶対に許さねぇっ！」


　ヒエンは吠ほえるように言うと、いきなり走りはじめる。


「待て！」


　スズリがあわてて追いかけた。


「タンナ殿どの……」


　トウイはヒエンたちを一いち瞥べつしてから、土妖に声をかける。


「このようなことになり、とても残念です。勝てる見込みのない戦いくさなら、どうか降こう伏ふくしてくださるよう」


「わたしたちは脅おどしに屈くつすることはありません。妖精たちは、もはや人の言葉をなにも信じないでしょう……」


　タンナが哀しそうに首を横に振った。


「人の言葉は信じなくともいいです。ですが、あのヒエンという男の言葉だけは、信じてやってください。あの男が、これからなにをするか、どうか見届けていただきたい」


　トウイはそう言って、もう一度、礼をした。


「わかりました。それを見届けて、皆みなに伝えましょう。わたしにできるのは、そこまでです」


「十分です」


　トウイはうなずくと、畏かしこまったままの姿勢で涙を流しつづけるヤハギの頭を小こ突づいた。


「おまえは役目に従っただけだろう。堂々とついて来い。アリマ、おまえもだ。自らの信念に従っての行動だ。どのような結果になろうと、胸を張っていろ」


　トウイの言葉に、ヤハギは無言のまま立ち上がり、涙を腕うででぬぐった。


　アリマのほうは覚かく悟ごの表情でうなずく。


「しっかりせい！」


　セラがヤハギとアリマのあいだに入ると、叱しつ咤たの声をあげ、ふたりの肩かたを叩たたいた。


「我々も行くとしますか？」


　アモンがミツルに声をかける。


「はい……」


　ミツルが決意を秘ひめた表情をしていた。


　そして、彼らはヒエンの後を追って、神じん代だい樹じゆの森を後にしたのである。





　　　　４




　中ちゆう海かいの水軍は、神代樹の森からそう遠くない浜はま辺べの沖おきに停てい泊はくした。


　そして小こ舟ぶねを使い、近衛このえの武ぶ使したちを上陸させる。


　その数は五千を超こえた。近衛だけではなく、近衛諸流の門人、さらには近衛の呼びかけに応じた武使たちも加わっていた。


　これほどの数の武使が集結したのは、人妖戦争以来かもしれぬと、武使たちは囁ささやきあった。


　そして戦の相手は、妖精である。このアーシアに生き残る最後の妖精を滅ほろぼし、人妖戦争に決着をつけるのだと、彼らは思っていた。


　この戦には、今上皇こう帝ていタイガが親しん征せいしている。


　その傍かたわらには、先の執しつ政せい代行ユウキ・シオンの姿もあった。


「いいのかい？」


　タイガは近衛風の軍装に身を包んだシオンに声をかける。


「なにがです？」


「オレが来たからには、穏おだやかには、すまないぜ？」


「たしかに、陛下に出張っていただいて、自重してくださいとは申せませんね」


　シオンが遠くに見える森を見ながら答えた。


　そして、ひとりごとのように続ける。


「神代樹の森とはな……。なるほど、妖よう精せいが隠かくれるにふさわしい場所といえる」


「オレの出番が来たら、教えてくれ。こんな遠くまで連れてこられたんだ。愉しませてくれねぇと、承知しねぇからな」


「覚悟しておきます」


　シオンはタイガを振ふり返って答えた。


「覚悟かよ……」


　タイガが苦く笑しようする。


　シオンは荷船から兵ひよう糧ろうが降ろされてくる作業を監かん督とくするため、タイガのもとから離はなれた。


　軍資金や物資を集めるには、かなりの苦労があった。最終的には商しよう都とミナマの商人から借り入れて、取りそろえるしかなかった。


　皇帝が妖精を討うつための親征を行い、それに執政家が従っているとの噂うわさが広がりつつある。


（帝国がはじまって千年を経て、初めて皇帝と近衛が動いたのだ。アーシア各地で争う者たちの目に、それがどのように映るか……）


　シオンは心のなかでつぶやく。


　慎しん重ちように考え、冷静に計算し、この親征を実行に移した。


（思惑おもわく通りに事が運べばいいが……）


　最悪、すべてを失うことになるかもしれない。


　だが、彼女は偶ぐう然ぜん、訪おとずれたこの状じよう況きようにすべてを賭かけようと思ったのだ。


「シオン様！」


　声をかけてくる者があり、シオンは振り返った。


　そこに、緩ゆるやかに波打つ赤茶けた髪かみをした長身の女性が立っていた。


　彼女はキリハという。


　波の模様が描えがかれた青い着物を外がい套とうのように羽織り、肱ひじまでを通している。その下には細い紐ひもで身体からだにぴったりと締しめあげた当世風の胴どう着ぎを着ていた。その色は白で、日焼けした肌はだによく映はえた。


　彼女は、中海に浮うかぶアオイ島という小島の領主に過ぎないが、昨年起きた中海での争乱のあと、急速に頭角を現し、女ながらに中海の水軍を動かせるほどの実力者となっている。


　偶然にも、アオイ島はクオンとセラが隠れ住んでいた場所でもあった。ヒエンもそこで生まれている。


　キリハはヒエンとは姉弟きようだい同然に育ったそうだ。彼女はクオンから武術の手ほどきを受け、セラからは高い教養を受けている。


　そして彼女は商都ミナマの商人たちの後こう援えんも得ていた。


　シオンは出会ってすぐ、キリハを味方にしたいと思った。彼女とは年ねん齢れいも境きよう遇ぐうも近く、幸いにしてすぐ意気投合した。


　だが、キリハも中海の水軍を完全に掌しよう握あくしているわけではないし、また水軍の利益と安全を守らなければならない立場にある。


　シオンは彼女が納なつ得とくする条件をいくつも提示し、この親征への協力を取りつけたのだ。


「荷物は大方、降ろしましたよ」


「それは手て際ぎわのよい」


　シオンは感心した。


「どこかに陣じん屋やを建てましょうねぇ。それから、あたしらは港のほうへと向かいます。東とう海かいの水軍に挨拶しておきませんとねぇ」


「必要なら、帝国と近衛、そして執政家の名を出していただいてけっこう」


「まあ、そのあたりは臨機応変に……」


　キリハはシオンに微笑ほほえむと、手下の男どもに大声で指図をしてゆく。


「わたしが口を出すまでもないか……」


　シオンは満足げな笑えみを浮かべた。


　そのとき、ひとりの武使がシオンに近づいてきて、小声で耳打ちをした。


　ユウキ家御お家いえ流りゆうである真しん影えい流りゆうの武使である。


「なんだと？」


　シオンの片かた眉まゆがぴくりと動く。


「いかがなされます？」


「まず、わたしが行こう。陛下には、その後で……」


　シオンはその武ぶ使しに答え、神じん代だい樹じゆの森のほうへと歩きはじめた。


　真影流の武使が、影のようにその後に続く。


　神代樹の森へと続く道をしばらく行くと、その男が見えた。


　小こ太刀だちの二刀を腰こしに帯び、大おお太刀たちを背負っている。


　ヒエンである。


　彼の傍かたわらには、赤い着物の女武使が立っていた。


（スズリと言ったな……）


　ヒエンの弟で子しということで、神域から精せい霊れい樹じゆの実を盗ぬすみだしたときも共にいた。


　近衛このえでは、彼女も罪人ということになっている。


　数人の近衛の武使が抜ばつ刀とうしてヒエンと対たい峙じしているが、まだ事には及およんでいなかった。





「出やがったなっ！」


　シオンがやってくるのに気づいて、ヒエンは大声をあげた。


「ご苦労だったな」


　シオンが平然と近づいて、そう声をかけてきた。


「よくも、オレを謀たばかりやがったな！」


「声を落とせ……」


　シオンが眉をひそめる。


「おまえは自分の意志で、精霊樹の実を盗みだしたのだろう？　わたしはそれを利用したまでだ。違ちがうか？」


「その通りだが、やり方が卑ひ劣れつなんだよっ！　ヤハギのような若い武使に辛つらい役目をさせやがって……」


「それがユウキ家御家流の武使というものだ。人妖戦争において、我が祖は始し皇こう帝ていミズホの文字通り影となり働いたとされる。それゆえ国主に取り立てられた」


「そして権けん謀ぼう術じゆつ数すうを用いて、世せ襲しゆうの執しつ政せい家になったんだろ？　立派なもんだよなっ！」


「光なきゆえ、影が表に立たねばならなかっただけだ。国主家同士が争うより、アーシアは平和であったはずだ。そう長くは保もたなかったがな……」


　シオンが自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。


「オレはそんな議論をしにきたんじゃねぇ。戦いくさをしにきたんだ。あんたらが妖よう精せいを攻せめるというなら、オレが相手になる」


「近衛と諸流の武使五千を相手にか？」


　シオンが冷ややかにヒエンを見る。


「数なんて、関係ねぇ。戦って、斬きり死にするのみだ」


　ヒエンはシオンを睨にらみかえした。


「とにかく、落ち着け。たしかに、わたしはおまえを利用した。だが、それは妖精を滅ほろぼすためではない。妖精との関係を築くためだ」


「武力で脅おどして、思い通りにさせようと言うんだろ？」


「それも交こう渉しよう術のひとつだからな」


　シオンが平然と言う。


「わたしはこの霊れい国こくゴコウを妖精の封ほう土どとしようと思っている。この島に留とどまるかぎり、我ら近衛が、妖精に害を為なすことはない……」


「それで？」


　ヒエンは先を促うながした。


　シオンがなにを企たくらんでいるか、聞いておこうと思う。


「精霊樹は、神域にて復活させ、封ふう印いんも解く。そして近衛は精霊樹の監かん視しを役目とする。もし、妖精が人に対し、敵対的な行動に出た場合には、ふたたび精霊樹を封じればよいからな」


「精霊樹は人ひと質じちということか？」


　ヒエンは鼻を鳴らした。


「いけないか？　妖精も叔母おば上うえを人質に取り、おまえに精霊樹の実を盗みださせようとしたと聞いたが？」


「たしかにな。そしてオレも盗みだした精霊樹の実を人質にとって、妖精たちにここまで案内させたしな」


「同じことではないか？」


「根本的に違うぜ。オレは精霊樹の実を妖精に返し、そのうえで人と対等な立場で共存しようと思った。あんたは妖精を隷れい属ぞくさせようとしているだけだ。始皇帝ミズホは、なぜ妖精に対し、反乱を起こした？　それは、妖精が人間を隷属させたからだろう。もし、あんたの言うとおり、精霊樹を人質に取って、妖精を従属させたとしよう。妖精はその恨うらみを決して、忘れないぜ。そして隙すきを見て、反乱を起こす。人妖戦争の逆が起こるだけだ」


「人は妖精を恐おそれている。無条件に解放したら、恐きよう慌こうが起きよう……」


　シオンがいらだったように早口で言った。


「妖精のひとりがこう言ってたぜ。まず、人を信じることから始めようってな。オレたちも、まず妖精を信じなきゃいけないんだ。精霊樹の実を返し、彼らの完全な自由を保証する。そのうえで、人と妖精とがどういう関係を築くか、話しあってゆけばいい！」


「正論ではある……」


　シオンが冷たく笑った。


「だが、夢物語だ。問題は、それをどうやって実現させるかなのだ。そのために段階というものを経る必要がある」


「奇き遇ぐうだな。妖精の代表であるヤクシという男が、あんたとまったく同じ言葉を使っていたぜ。夢物語だってな。だが、夢がなくて、いったいなにを目指せる？　どんな我が慢まん、努力ができる？　武使たちがなぜ、厳しい修しゆ行ぎようを一生、続けられると思うんだ？　すべては夢からはじまるんだぜ。夢を与あたえられなくなったら、国は乱れ、やがて滅ぶ。妖精の王国がそうだったように。そして今の帝てい国こくがそうであるように」


「わたしは現実主義者だからな。夢を語られては、分が悪い……」


　シオンが苦く笑しようをもらし、かるく腕うで組ぐみをした。


「だが、残念だが、わたしはすでに行動を起こした。そして、わたしが示した条件は、かろうじて近衛このえの承しよう認にんを得たもので、これ以上の譲じよう歩ほはできない。おまえたちは、わたしの密命で行動したことにしてある。罪を問われることもない」


「余計なお世話だぜ。オレは、母さんを助けたかった。そして妖精と人とが対等な関係を築くことが、世のため人のためだと思い、行動しただけだ。それが間ま違ちがっていると思うなら、オレを止めればいい。あんたの言う現実とやらは、残念だが、うまくゆかねぇ。ヤクシという妖精はこう言っていた。妖精も、人も鬼おにに滅ぼされてしまえばいいってな。そしてウツヒミが復活し、リトラとともに天上界へ帰れば、このアーシアは人の世がはじまる前にもどるだけだ。精せい霊れい神しんダイダラが作りあげた永遠の平和と繁はん栄えいが約束された静せい寂じやくの天下界にな」


　ヒエンはそう言うと、シオンの背後に視線を向けた。


　つられて、シオンは背後を振ふり返る。


　皇こう帝ていタイガが、近衛十流の当主らを従えて、近づいてくるところだった。


「おまえが、わたしの思い通りにならないことはわかっていた。だが、こうまで使えぬとも、思わなかった。もはや、わたしではどうしようもできない。あとは陛下にまかせるとしよう」


　シオンがそう言い残し、ヒエンに背を向けると、タイガのもとへ行く。


　アモンたちが、姿を現したのも、ちょうどそのときだった──
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「愉たのしくなってきたなぁ」


　タイガがヒエンを見ながら、にたりと笑った。


　シオンは子細を皇帝に話す。


「それで、おめぇの思い通りになったのかい？」


「まさか……」


　シオンは顔をしかめる。


「ですが、想定内です。妖よう精せいが我らの提案を拒きよ絶ぜつするなら滅ぼすまで。精せい霊れい樹じゆの実は取り返し、神域にて保管しましょう」


「そうなると、皇帝と近衛このえの仕事がなくなっちまうなぁ」


「陛下と近衛が親しん征せいを行い、妖精を滅ほろぼしたという噂うわさは、すぐアーシア全土に広まりましょう。次は東とう荒こうに親征を行い、鬼を討うちます。その威い光こうをもってすれば、アーシアを平定するのも難しくはないはずです」


「見事だっ！」


　タイガがいきなり大声をあげ、シオンの肩かたを乱暴に抱だき寄せた。


　そして声を落として続ける。


「妖精を討つという大義名分で近衛を動かし、そして鬼退治、アーシアの平定までとはな。まさに見事というしかねぇよな」


「素す直なおに賢さかしいと仰おつしやってください。わたしは父ハサイが成し得なかった夢をかなえたいだけです。その夢を、父を討った陛下に託たくそうとしているだけのつまらぬ女です。とうとう底を知られてしまいました……」


「だから、覚かく悟ごしてるってか？　だが、それには及およばねぇぜ。これから、どうやら愉しいことが起こりそうだからな……」


　タイガがシオンを離はなすと、獲え物ものを見つけた猛もう獣じゆうのように舌なめずりをし、進みでていった。


　そして、そこにはヒエンの姿がある。


　シオンはふたりから目を背そむけると、そっとその場から離れた。





「スズリ、おめぇはさがってな」


　皇帝タイガが近づいてくるのを見て、ヒエンはスズリに声をかけた。


「これはオレの戦いくさだ。おまえには関係ねぇ」


「なっ……」


　スズリが一いつ瞬しゆん、言葉を失い、ヒエンを睨にらみつける。


「ここまでつきあわせておいて、突つき放すとはどういうことだ？」


「この先までつきあわせると、確実に死んじまうからな。オレの母親はユウキの妖よう精せい姫きだからな。妖精の味方をして死んでも筋は立つ。だが、おまえは違ちがう。どうせなら、ここは生きて、鬼を退治してくれ」


　ヒエンはそう言うと、背後を振り返り、そこにトウイがいることを確かめた。


　トウイはヒエンの意図に気がついたように無言でうなずきかえしてくる。そして彼は進みでてきて、皇帝のまえにかしずいた。


「東荒での鬼おに斬ぎりの噂、聞こえてるぜぇ」


「畏おそれ入ります。陛下にお願いしたき儀ぎがありますが、それは後ほど……」


　トウイが淡たん々たんと言い、近衛十流の当主たちのもとに行く。


「なぜ、トウイ殿どのが、あのユウキの無礼者と？」


　近衛十流筆頭、近衛応おう仁じん流りゆう当主シラセが言った。


「それも後ほど……」


　トウイがシラセに一礼する。


「それより、我らも離れませんと」


「そうだな」


　シラセがうなずいた。


　これからなにが起こるかは、誰だれもがわかっていた。


「よぉ、ユウキの無礼者！　オレは以前に言ったよなぁ。近衛というのは単純でよぉ。強い者が認められる、ってな。そして、こうも言った。オレの光こう刃じんを受けられるか、ってな」


　タイガが嬉き々きとした表情で、声をかけてくる。


「望むところだ！　あんたの光刃、受けてみせるぜっ!!」


　ヒエンは大声で応じた。


　虚きよ勢せいではない。彼は本心から、それを望んでいた。


　光刃という至高の奥義を受けるには、神しん明めい流りゆう奥義〝不ふ動どう〟しかないのだ。他ほかの選せん択たくはない。ただ刹せつ那なを見み極きわめ、刃やいばを合わせるのみだ。


「そうこないとなぁ」


　タイガがにたりと笑い、光こう刃じん剣けんを抜ぬいた。


　すでに燦さん然ぜんと輝かがやいている。その刃は、あらゆる鋼を組木細工のように繫つなぎあわせ、鍛きたえられていた。それゆえ、その霊れい光こうは虹にじ色いろとなる。だが、その刃は脆もろく、ひと太刀たち合わせただけでも砕くだけ散ってしまうという。光刃を放つためだけの剣なのだ。それゆえ、タイガ自身は光刃剣を鈍刃なまくらと呼んでいる。


「ところで、これは大おお仕じ合あいだからな。オレが勝ったら、近衛は妖よう精せいと戦だ。だが、おまえが勝ったら、おまえが未来の皇こう帝ていだ。近衛を好きなようにしていいぜぇ」


　タイガはそう言うと、光刃剣を脇わき構えにとる。


　虹色の輝きが、どんどんと増していた。


　ヒエンは小太刀の二刀を抜くと、正眼に構える。


　彼には、迷いも気負いもない。


　ただ、覚悟だけがあった。


　自らの命をもって、光刃を受ける覚悟である。


　ヒエンは、タイガの気が爆ばく発はつ的に膨ふくれあがってくるのを感じていた。その気に合わせ、ヒエンも自らの気を高めてゆく。


　当人は気づいていなかったが、彼の全身からは蒼あおい霊光が、薄うすくたちのぼっていた。





「ヒエンの身体からだから霊光が……」


　スズリは驚おどろいて、思わず声を漏もらした。


「蒼か、あいつらしいな……」


　アモンがつぶやく。


「ヒエンは光刃を受けられるでしょうか？」


「あいつはまだまだ子供だ。心の鍛たん錬れんがまるで足りん。だから、むらがある。だが、素質は恐おそるべきものだ。今のヒエンなら、成し得るという気がする」


「それは、無我の境地から明察されたのでしょうか？」


　スズリは期待をこめて、アモンに訊たずねた。


「いや、今は天地とひとつとなっている感覚はない。ただの勘かんだ」


　アモンが苦く笑しようまじりに答えた。


　婆ば娑さ羅ら鬼きと戦うため、苛か烈れつな荒あら行ぎようで取りもどした無我の境地であるが、アモンはあえて緩めている。あらためて修しゆ行ぎようをしなおし、今度こそ確実にその境地を取りもどすつもりだった。


「わたしは、ヒエンを失いたくないのです」


　それは、スズリの心の奥底から無意識に漏れでた一言であった。


　次の瞬しゆん間かん、タイガが光刃剣の刃を返し、ヒエンに向かってまっすぐ突きだす。


　そして、光が放たれた──





　刻ときが止まったような感覚があり、刀を合わせるべき一点が、自分の目の前に浮うかびあがっているようにも思えた。


　ヒエンは無我の境地に達していたわけでも、明めい鏡きよう止し水すいの境地に入っていたわけでもない。


　だが、タイガが光刃剣を放つ瞬間、凰おう翼よくと鳳ほう翼よくは自然に動いていた。


　ヒエンは逆手に持った左右の小太刀の刃を返し交差させると、肱ひじを脇に押しつけた。両足は水平に開き、腰こしは低く溜ためる。まるで、転がってきた巨きよ岩がんを受け止めるような姿勢だった。


　そこへ、光刃が奔はしった。始し皇こう帝ていミズホが編みだし、今上皇帝タイガのみが再現しえた帝てい王おう流の究極奥義だ。


　光刃の切っ先が、交差された鳳翼、凰翼の刃と重なり、眩まばゆい光が膨れあがる。


　だが、その威い力りよくを、ヒエンはまったく感じなかった。


　そして、膨れあがった光は、小太刀の二刀に吸いこまれてゆくように小さくなる。


　それと反対にヒエンの身体からだから発せられていた蒼色の霊れい光こうが輝かがやきをましていた。


　そして、その輝きが消えたとき──


「受けやがったな……」
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　光こう刃じんを放ったままの姿勢で、タイガが口だけをかろうじて動かした。


「なるほど、これが不ふ動どうかよ」


　ふたりの仕合を見守っていた人々から、動どう揺ようの声があがる。


　だが、ヒエンもまた動けなかった。


　刹せつ那なを捉とらえたのは間ま違ちがいないし、光刃も完全に打ち消したはずである。


　だが、わずかな違い和わ感かんが残っていた。


　そして蚊かが飛ぶような細く高い音が、どこからか響ひびいてくる。手に震ふるえも感じた。


　ヒエンは交差させたままの鳳翼、凰翼に目を落とした。


　音と振しん動どうは、その刃はから発せられていたのだ。


「鎮しずまれ……」


　ヒエンは両刀に気を込めてみる。


　気が込もっていない刀は、簡単に刃がこぼれるし、折れるものだ。


　だが、金属音は耳をつんざくほどになり、鳳翼、凰翼の刃の振動はさらに激しくなる。


　そして乾かわいた破は裂れつ音とともに、ふたつの刃は同時に砕け散った。


　ヒエンはあわてて顔だけを背そむける。


　だが、飛び散った刃が、全身に突つき刺ささった。


「くっ！」


　ヒエンは苦痛に身をのけぞらせ、その場に膝ひざをつく。


「やはり、受けそこねていたのか？」


　ヒエンはうめいた。


　ふと気がつくと、腿ももの内側から大量に血が噴ふきだしている。他ほかの傷口からも血がどくどくと溢あふれだしていた。


（これは助からねぇな）


　そう思った瞬しゆん間かん、気が遠くなる。


　そして、ヒエンの意識は深い闇やみのなかへ沈しずんでいった──





　　　　６




　突とつ然ぜん、激痛を感じ、ヒエンは思わず、跳はね起きた。


　目を開き、あわてて周囲を見回す。


　そこは妖よう風ふうの調度品が並べられた部屋であった。ヒエンが寝ねていたのも、妖風の寝しん台だいだ。


　すぐ近くに、セラの姿があった。そしてスズリ、シオン、なぜかキリハの姿まである。


　一瞬、自分が、夢を見ているのかと思った。あるいは、自分はすでに死んでいて、自分の葬そう儀ぎでも見ているのかと。


　だが、激しい痛みが、これが現実のことだと実感させた。


「オレは……生きているのか？」


　ヒエンはつぶやく。


「ようやく目覚めたか？」


　セラが呆あきれたように言った。


「ヒエン～、よかったよぉ～」


　キリハが大きな泣き声をあげながら、抱だきついてくる。


「なっ……」


　それを見たスズリが顔色を変えたが、なにも言わず、目を逸そらした。


「い、痛いんだって！」


　ヒエンは悲鳴をあげる。


　冗じよう談だんではなく、死にそうなほど痛かった。


　自分の身体を見ると、ほとんど全身に包帯が巻かれ、薬の臭においが鼻をつく。


「神しん刀とう流りゆうのアモン殿どのと巫女みこ様に感謝するのだな。ふたりが、怪け我がの治ち療りようと神しん霊れい術による祈き禱とうを行ってくれたのだ。さもなくば、助からなかっただろう」


　シオンが椅い子すから立ち上がって、ヒエンに声をかけた。


「なぜ、あんたがここにいるんだよ？　それにキリハ姉まで……」


　ヒエンは従姉いとこである女性を睨にらみつける。


「このまま意識がもどらぬかと思ったからな。親族が死に際ぎわに立ち会うのは、おかしなことではあるまい？」


　シオンはヒエンの視線を平然と受け止める。


「それから、キリハ殿には中ちゆう海かいの水軍を率いてもらっていたのだ。彼女は今、そういう立場にあってな」


「ヒエンがいなくなってからね、中海も大変だったのさ。アオイ島と水軍を守ろうとして、一いつ生しよう懸けん命めいやってたら、みんながついてきてくれてね。気き恥はずかしいけど、誰だれかが代わってくれるまではがんばるよ」


「そうだったのか……」


　ヒエンは驚おどろくと同時に誇ほこらしく思った。


「ところで、仕合のほうはどうなったんだ？　意識を失ったってことは、オレは負けたんだよな？」


　ヒエンはふたたびシオンを睨む。


「奥義と奥義の衝しよう突とつに耐たえきれず、おまえの刃やいばは砕けたが、光こう刃じんは不ふ動どうにて完全に受けられていた。もし、おまえに皇こう帝ていを斬きる気があれば、できただろう。ゆえに仕合はおまえの勝ちと判定された。陛下は喜んでおまえに帝てい位いを譲ゆずると仰おつしやっている」


「こ、皇帝だって？　え、遠えん慮りよしとくぜっ」


　ヒエンはあわてて首を横に振ふる。


「そんなことより、近衛このえと妖よう精せいの戦いくさは、どうなった？」


「仕合の前に、おまえの夢物語を聞いていたからな。そのとおりに交こう渉しようし、妖精も受け入れてくれたのだ。精せい霊れい樹じゆはこの地で復活させる。妖精には完全な自由を認めた。人と妖精が完全に和解したことを、帝てい国こくと執しつ政せい家の名において、すでに宣言してある……」


「というと、ここは？」


「神じん代だい樹じゆの森の妖精の国じゃ。怪我の手当をしたあと、わしが住んでいた屋や敷しきに運びこんだのじゃ。安静にさせておくしかなかったからのう」


　ヒエンの問いに答えたのは、セラだった。


「オレはいったい何日、眠ねむっていたんだ？」


　どうやら、意識を失っていたあいだに、様々なことが起こったらしい。


「三日ぐらいだけどさ……」


　キリハがまだ涙なみだを流しながら答えた。


「たった三日で、そこまで？」


「おまえが光刃を受けたということは、近衛にとって、それほどの衝しよう撃げきだったということだ。近衛からは反論もでなかったよ。そして妖精も、人ではなく、おまえの言葉を信じると言っていた。ヤクシという妖精の代表に、夢物語をしにきたと伝えたら、笑っていたよ……」


　シオンがそう言って、彼女自身も笑った。


「おまえに敗れたのは陛下だけではない、わたしもだ。わたしのやり方では、妖精との戦は避さけられなかった。だが、うまくいったのは、ただの偶ぐう然ぜんだからな。それは、わきまえておけ」


「わかってるさ……」


　ヒエンはふてくされたように、寝台のうえに胡座あぐらをかいて座り直す。


「妖精と和解できたからには、叔母おば上うえは自由だ。そして皇帝と近衛は、精霊樹と妖精を封ふうじるという古い役割から解放された」


「だったら、帝国はどうなるんだ？」


「体制が一新されるのだ。ミズホの帝国は終わったというしかないな。当然、執政家も、その役割を失うことになる」


「この先、アーシアはどうなるんだ？　いや、あんたは、どうするつもりなんだ？」


「近衛とも相談したが、まずは鬼おにを討うつ。鬼どもの強さ、恐おそろしさは、近衛もわかっているからな。妖精もともに戦ってくれると約束してくれている。それから、帝国の再統一にのりだす」


　シオンの言葉は自信にあふれていた。


「タイガ皇帝が、わたしの願いを聞いてくださったのだよ。もっとも、陛下はこれまで同様、なにもされる気がない。光こう刃じん剣けんも二度と抜ぬかないと仰おつしやっておられた。わたしもそれでいいと思う。それと、わたしは正式に皇帝の妃きさきとなるからな」


「そりゃ、よかったな」


　ヒエンは素す直なおに祝福したいと思った。


　政略的な結けつ婚こんではあるが、シオンがタイガを愛しているのは間ま違ちがいない。


　そして再統一された帝国は、実質、彼女が治めることになるはずだ。彼女にその大役を負うだけの才覚と覚かく悟ごがあることは疑いない。


「なんとなくだが、新しい時代が来る予感がするぜ」


「わたしも、そう願っている……」


　シオンが静かにうなずく。


　しかし、その表情はすぐに厳しくなる。


「だが、すべては鬼を討とう伐ばつできれば、だ。妖精の協力があるとはいえ、勝てるかどうかは、わたしにはわからない。そして負ければ、人の世が終わることになろう」


「だったら、勝つしかないぜ」


　ヒエンはシオンに笑いかけた。


「そのためにも、早く怪け我がを治せ。おまえには、童どう子じという最強の戦せん鬼きを倒たおしてもらわねばならないのだからな」


　シオンがそう言い残し、部屋をあとにする。


「看病疲づかれで、腹が減ったわ。昼飯でも食べてくるとしよう」


　セラが大きく伸のびをして、キリハに声をかけた。


「そうですね。ヒエンにも、なにか持ってこないと……」


　キリハがうなずき、セラとふたりで部屋の外に出る。


　部屋にはヒエンとスズリだけが残った。


　スズリはそれまで無言だったが、ふたりきりになると、いきなり落ち着きがなくなった。何度となく扉とびらを振り返ったり、意味もなく窓の外を見たりする。


　それから、ヒエンが座る寝しん台だいの近くに椅い子すを持ってやってきた。


「その……なんだ……見事……だったな」


　スズリはひとつ咳せき払ばらいをしてから、言葉を選びつつ言った。


「ありがとよ」


　ヒエンは素直に答える。


「だが、鳳ほう翼よくと凰おう翼よくが砕くだけたのは、やはりオレが未熟だからだ。皇帝も近衛も、おそらくわかっているんじゃねぇか？」


「だが、皆みなが、ヒエンの〝不ふ動どう〟に感かん銘めいを受けたのは確かだ。だからこそ、ヒエンの望んだとおりに、妖よう精せいとの完全な和解が成立した。わ、わたしも……」


　スズリがまだ落ち着かないようで、身体からだをもぞもぞ動かしている。


「どうした？　腹が減ってるなら、行っていいぞ？　それとも用足しか？」


「馬鹿っ！」


　スズリが顔を赤くして、立ち上がった。


「馬鹿とはなんだ？　気を利きかしてやってるのに……」


「どこがだっ！」


　スズリが怒ど鳴なる。


　握にぎりしめた拳こぶしがわなわなと震ふるえていた。


「なにを怒おこってるのかはしらねぇが、今、手出しするのはやめてくれよ。全身が痛くて、動かしたくねぇんだ。元気になったら、いくらでも相手してやっから」


　自分でもわかるほど、肌はだには血の気がないし、頭もくらくらする。大量に出血したのは、間違いない。


「それと、あとでいいから、体力のつく食い物を持ってきてくれ。気を遣つかって、粥かゆとかにしなくていいぞ。とにかく一日でも早く、回復させねぇと。修しゆ行ぎようを一日休むと、取りもどすのに三日かかるっていうからな……」


　ヒエンはぶつぶつと言う。


　光こう刃じんを受けた感覚があるあいだに、不動を完成させたいのだ。


「すこし黙だまれ……」


　スズリが怒りながら、身を乗りだしてくる。


「なんで、オレのまわりにいるのは、怒りっぽい女ばかり──」


　ヒエンの言葉は、スズリに遮さえぎられた。


　唇くちびるを重ねられたのである。


（な、な、なっ……）


　ヒエンは動どう揺ようし、心のなかでも言葉にできなかった。


　スズリがおずおずとヒエンの身体に腕うでを回してくる。


　それから唇を離はなすと、大急ぎで背を向けた。


「ヒエンが……怒らせるからだ……」


　スズリがぽつりと言う。


「おまえ、どういうつもりで？」


「だからっ！」


　スズリがどんと床ゆかを踏ふみ鳴らした。


「女が男に唇を重ねるのは……つまり……そういうことだっ！」


　スズリが切れ切れに言うと、我が慢まんしきれないというように部屋から飛び出していった。


　ヒエンは呆ぼう然ぜんと開けたままにされた扉とびらを見つめる。
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　その向こうには、美しい神じん代だい樹じゆの森の光景があった。
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　トキノは、人の姿のまま、刀を抜ぬいて立っていた。


　十歩離はなれた間合いに、子供の姿をした鬼おにの姿がある。


　鬼王となるべく生みだされた最強の戦せん鬼き──童どう子じだ。


　その向こうには、血の色に輝かがやく鬼き神しん石せきがそびえている。遠巻きにするように餓が鬼きどもが群れ、真っ赤な目を輝かせていた。


　待っているのだ。


　いずれかが、屍し肉にくとなるのを……


　トキノは童子を相手に一刻近く、剣けんを交えていた。


　トキノは持てる力と技わざをすべて使ったが、ことごとく童子に受けられた。


（クオンとの死合いと……同じ……）


　人のままでは、やはり勝てる相手ではない。


　トキノはゆっくりと羅ら刹せつ鬼きへと変化していった。


「やっと鬼の力を使う気になったんだな……」


　童子が無む邪じや気きに笑う。


「これで終わりにできる。大きく進ませてくれよ、トキノ」


「勝つのは……わたしよ。だって……育てておいたもの……」


　羅刹鬼となったトキノは、だらりと伸のびた赤い舌で、手にする刀を舐なめた。


　そしてそれを片手で持ち、天に向かって突つきあげる。


　その瞬しゆん間かん、影かげ絵えのような五本の腕うでが扇おうぎ状じように伸びていった。それぞれが黒い刀を握にぎっている。


「今日は六ろつ臂ぴね……いい調子」


　トキノがにたりと嗤わらう。


「育てたって？　誰だれをだよ？」


　童子が訊たずねてくる。


「答えない。答えると、わたし、狂くるうから……」


「それじゃあ、いいや。誰が来ようと、オレは勝つからな」


　童子がしらけたように鼻を鳴らす。


「さあ、来いよ」


「行くわ……」


　羅刹鬼トキノは六本の腕と刃やいばで童子に斬きりかかっていった──





　しばらくして、赤黒い血だまりに餓鬼どもが群れていた。


　屍しかばねとなった女の身体からだを奪うばいあっているのだ。


　子供の姿をした戦鬼が右手に太刀たちを下げたまま、その様子を見つめていた。


　左手は肱ひじの辺りから切断され、赤黒い血がそこから滴したたり落ちている。


「片腕を持っていかれるとはな。これで、また遅おくれる……」


　トキノは六臂と見せかけて、さらに一臂を〝奥の手〟として隠かくしていたのである。


　そして童子の左腕を斬り落としたのだ。


「ゆるりと待っていてよいようです……」


　白びやく老ろう鬼きがやってきて、童子をなだめるように声をかける。


「どうやら、向こうからやってきてくれる様子。大勢の武ぶ使しが、そして妖よう精せいも……」


「それは、愉たのしみだな……」


　童子は顔を輝かせる。


「この爺じいもです。いよいよ、あなた様が鬼王となられる刻ときがくるのですからな」


　白老鬼が目を細めて、うなずいた。


　童子はとんと跳はね、鬼神石の天てつ辺ぺんに立つ。


　そして腕うで組ぐみをして、西のほうを見つめた。


　見み渡わたすかぎり、東とう荒こうの荒こう野やが広がっている。


「早く、やってこい！」


　童子は地平に向かって叫さけんだ。




第６巻に続く
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　あとがき







　遅おくれました！　予告していたとおり、冒ぼう頭とうでお詫わびいたします。


　初夏には出したいと思っていたのですが、もう暦こよみでは秋になってしまいました……


　もともと、今回は厳しいという予感めいたものはあったのです。ただ、想像以上に苦しみましたね。とにかく、なにを書くにも設定からはじめなければなりません。まったくの空想で書いているわけですが、想像力にはやはり限界があります。ヒントを求めて、資料を読んだり、ネットで検けん索さくするという作業が、欠かせません。


　ホテルにもずいぶん泊とまりました。あまりの辛つらさに逃にげ出して、酒を呑のみにもゆきました。いつもつきあってくれる池いけ袋ぶくろの面々には本当に感謝しています。


　今回は妖よう精せいの王国が出てきます。第４章の章タイトルにもなっている「ティル・ナ・ノーグ」ですが、アイルランドの伝説に出てくる妖精の国の名めい称しようです。アイルランド人の先祖に敗れて、移り住んだ土地だそうです。同名のファンタジー・ロールプレイングゲームも昔あって、よく遊びました。


　ブレドラは和風ファンタジーですから、妖精は地水火風の四大精せい霊れいではなく、木火土金水の五行に対応させることにしました。風がないので、風妖は（今のところ）いません。人に精霊が入って、妖精になるという設定です。獣けものに精霊が入ると霊れい獣じゆうとなり、虫、花などに魂たましいが宿ると小妖となります。おわかりとは思いますが、小妖は西洋のピクシー、フェアリーに該がい当とうします。もちろん、『聖戦士ダンバイン』のミ・フェラリオも意識しています。


　妖精は基本、美形としました。妖精化すると、美形になるということで（笑）。このあたりは、まあ、お約束ですよね。肌はだや髪かみ、瞳ひとみの色が違ちがいますが、姿はほぼ同じです。あと、妖精の森がある神代樹の森は、屋や久く杉すぎの森をイメージしました。


　妖精は妖術を使います。もともと精霊ですから、『ロードス』『ソードワールド』の「精霊魔ま法ほう」に近い感じです。名前は（できるかぎり）日本の妖よう怪かいから取るようにしました。たとえば、火妖シャムが使った術は、「火ひ鼠ねずみ」と「火車」。水妖シグレが作りだした水鏡は「雲外鏡」というようにです。


　火鼠は『竹取物語』に出てくる難題のひとつ「火鼠の皮かわ衣ぎぬ」で知られています。「火車」はお金がないときなどに喩たとえとして使われる「火の車」の由来で、地じ獄ごくに亡もう者じやを運ぶ車のことです。「雲外鏡」は鏡の付つく喪も神がみですね。また、土妖タンナが東門の武使を足止めさせた「塗ぬり壁かべ」は『ゲゲゲの鬼太郎』で有名ですから、ご存じでしょう。もともとは夜道を歩いている人を通せんぼする姿の見えない妖怪でしたので、術もそういう設定で使いました。もっとも、金妖が使った鉄で相手を封ふうじ込こめる術だけは、適当な名前が見つけられなかったので、つけませんでした。


　妖術も、武術や鬼き術じゆつと同じく、頭のなかで映像を思い描えがきながら書くわけですが、できるだけ派手になるようアイデアを絞しぼっています。


　また、今回、敵として立ちはだかる婆ば娑さ羅ら鬼きも、とにかく派手にしてみました。第３章の章タイトルでもある「ヴァジュラ」は、婆娑羅のサンスクリット語の語源です。もともとはダイアモンドを意味しているそうですが、日本で「ばさら」といえば、南北朝期の反権けん威い的な社会的風潮や華か美びを好む独特の美意識のことですね。戦国時代の「かぶき」に繫つながってゆきます。本来、鬼の名前ではありませんが、そこはアーシアでの設定ということで。


　ところで電子書しよ籍せきの配信プラットフォーム『BOOK☆WALKER』にて配信される、富士見書房のデジタルコミック誌『エイジプレミアム』で、ブレドラがこのたびコミック化されることになりました。一話の完成原げん稿こうはすでに読ませていただきました。原作をうまくアレンジしてありますし、迫はく力りよくのある絵を描いていただき、とても満足しています。八月九日からの配信なので、ぜひご覧になってください。


　また、スニーカー文庫の公式サイト『ザ・スニーカーＷＥＢ』では、ブレドラの短編小説『チェンジリング』と『カラミティ』の二編を読むことができます。どちらも文庫本には未収録の作品ですので、お読みになっておられない方は、ぜひお願いします。『チェンジリング』はセラが妖精となり、クオンと出会う話。『カラミティ』のほうは、スズリがクオンに弟子入りする話です。


　スズリといえば、本書のラストでやっとデレ（？）ましたね。女性に対して節操もなければ、度胸もないヒエンですが、さて、どう反応するでしょうか？


　デレるといえば、羅ら刹せつ鬼きトキノも、ある意味そうですね。彼女は予想外に、よく動いてくれました。本書でも重要な役割を果たしていますし、『チェンジリング』『カラミティ』にも出てきます。


　さて、次の第六巻で、このシリーズも、いよいよ完結の予定です。ただ、もしかしたら、一冊では終わらない可能性もあります。発売の目標は、来年の三月。遅れたら、また冒頭で謝罪させていただきます。


　妖精との同盟が成立し、いよいよ鬼とのラストバトルとなります。最終巻なので、また苦労するのは間ま違ちがいありません。なんとか美しく完結させたいものです。


　それでは、ここまで応おう援えんいただいてありがとうございました。もう一巻、おつきあいのほどをよろしくお願いします。







スニーカー文庫公式サイト『ザ・スニーカーＷＥＢ』


http://www.sneakerbunko.jp/


電子書籍配信プラットフォーム『BOOK☆WALKER』


http://blog.bookwalker.jp/


富士見書房ＨＰ


http://www.fujimishobo.co.jp/
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